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　助けなければ。

　狛はく也やはその光景を見て思った。

　相手は四人。どれも意い地じ悪わるそう。小こ憎にくらしい表情で、いかにも悪ガキといった少年たちが、一人の少女を囲んでいた。

　暴力を使って解決することにためらいはあった。けれど仕方ない。少女は明らかに困った様子で、自分の他に人はいなかった。

　だから狛也は、四人を相手に立ち向かっていった。




「――大丈夫か？」

　逃げ出した少年たちを確認してから、狛也は辺りを見回す。小学校の校舎裏には、彼女と自分しかいない。かすかにさえずる小鳥の声だけが、静かに耳じ朶だへ届いてくる。

　本当に災さい難なんが去ったことを確認してから、狛也は少女に声をかけた。

「うん」

　目元の雫しずくは何の感情の表れだろう。悲しさだろうか。悔くやしさだろうか。どちらともとれない光を宿しながら、少女は狛也の方に向き直る。

「ごめんね。ありがとなのです」

　涙さえなければいい笑顔だと思ったが、それでも少女の表情は綺き麗れいだった。

「ボクが、もう少し早く来ていれば……」

「ううん、助けてくれてありがとなのです」

　安あん堵どの表情が、狛也の奥の何かを刺激した。よくわからない、曖あい昧まいで言葉にできない感情が沸わき起おこる。なんだろう。初めて抱いだく感情に戸と惑まどい、心を乱されつつも、狛也は注意の言葉をかける。

「気をつけろ、どうやらこの小学校、悪い奴やつがいっぱいいそうだからな」

「うん。本当に、助けてくれてありがとうなのです。えっと……」

「ボクか？　ボクの名は――」

　それが、幼おさななじみとなる少女と交かわした、最初の会話。

　今では遠い、遠い――全ての始まり。遙はるかな過去の、懐なつかしい光景――。











　　　　序　章　千英学園







「すごいな、伊い集じゆう院いん狛はく也や。あの学園長に激げき励れいされるなんて、前ぜん代だい未み聞もんじゃないですか！」

　目の前のクラスメイトは、興こう奮ふんに息を弾はずませていた。

「そうなのか？」

「そうだよ。だって学園長なんだぜ。あの鬼の学園長なんですよ。こんなすごいこと、他にないんだぜ！」

　喜色に顔を染そめ話しかけてくる彼は、ザキュラスと名乗った。

　彼だけではない。体育館にいるほとんどが、狛也に視線を送っていた。

　授業開始直前に、狛也は学園長に呼ばれ、暖かい激励を受けた。それは前代未聞の出来事で、千せん英えい学園の期待の優等生だという証あかしだという。

　感かん嘆たんや敬けい服ふく、中には握あく手しゆしてくれと言ってくる生徒すらいた。

「何しろ生徒たちにはかなり厳しいんです、学園長」

　ザキュラスは興奮を瞳ひとみに宿したまま説明する。

「この高校の生徒は甘やかすより叩たたく方が成長する、という考えを持っているからな。いつも、激きびしい叱しつ咤たの言葉ばかり。それなのに狛也はすごいですよ。……あ、狛也って呼び捨てでいいか？　なんか、すごく恐れ多いことをしている気がして……申し訳ないです」

「構わないぞ。ボクは気にしない」

　緊張してるのか、それともこれが彼にとっては普通の話し方なのか、ザキュラスは敬語とため口が混合した話し方だった。

　いっそ無む垢くと言っていいくらいの期待が、彼の眼に宿っている。狛也は思った。歓迎されているのだ。暖かい賞しよう賛さんの渦うずに囲まれ、この学園へ編入できてよかったと思う。

「――はい、皆さん。準備運動は終えましたか？　これより、授業を始めます」

　体育館に、教師の手を叩く音が鳴なり響ひびく。ザキュラスたちが残念そうに顔を見合わせた。名残なごり惜おしそうな視線を向けつつも狛也のそばを離れ、整列していく。

　いよいよだった。

　これから始まるのは武術の時間だ。継けい承しようされた能力を、自分の支配下に置くための授業。千英学園に編入して最初の授業に――狛也の心は自然と高ぶっていく。

　長い髪を首の後ろで無む造ぞう作さに束たばねた男性教師が、鎮しずまった生徒らを見渡した。

「今日は邪じや念ねんを払うための課題を与えます。しかしその前に、新しい仲間を歓迎いたしましょう。彼は素晴らしい成績で編入してきた実力者です。当然、資質を見てみたいですよね。最初にそのすごさを見せてもらいましょう。……ではどうぞ、伊集院狛也くん。前へ」

　わっと歓声が沸わきあがった。ただ単に歓迎するだけではない。強い興味を瞳に宿した、期待の眼まな差ざしだった。

　伊集院狛也。

　第二位の成績での千英学園編入。一位の九く鳳ほう院いんジュリに続く、圧倒的な成績で入学してきた生徒。

　編入試験は、通常の入学試験より難しい。それでも最高位に続く素晴らしい成績を出した狛也に、心を動かされない生徒は一人もいない。

　促うながされ、前に出てから、狛也はクラスメイトを見渡してみる。

　豹ひようのように身のこなしが軽そうな者がいる。アフリカゾウのようにがっしりとした体たい軀くの者がいる。影から湧わき出でた蝙こう蝠もりのように、怪あやしげな気配の者すらいた。

　彼らは普通の人間ではなかった。この千英学園ならではの生徒だった。これからの世界を変える可能性を持つ生徒たち。眩まぶしく明るい未来を呼び込む者たちが、ここに集結している。

「得え物ものは持っていますか？　ほう、準備は万ばん端たんですか。ふむ……では、そうですね、誰だれか伊集院くんと試合をしたい人」

　教師の言葉に、ほぼ全ての生徒が手を挙あげていた。それは狛也にとって嬉うれしくもあり、照れくさくもあったが、いくらなんでも候補者が多すぎる。

　本当は全員と戦いたかったのだが、教師から指名するように言われて、狛也はザキュラスを指名した。

「嬉しいぜ。これはひょっとして、一生もんの思い出になるかもしれません」

　選ばれなかった生徒たちが野や次じを飛ばす中、ザキュラスは声を弾ませて言った。

「こちらもだ。これほど注目される中で、手合わせできることをボクは幸福に思う」

　狛也も微笑ほほえみ返し、構えを取った次の瞬間――野次やブーイングがぴたりと止やむ。

　教師が二人から離れていく。張り詰めた静けさの中、対たい峙じする二人に向かい、緊張と好奇の眼差しが向けられる。

　体育館は、一辺が三百メートルの空間だ。普通の学校なら、少しばかり広すぎるようにも思える。

　けれどこれでも狛也たちには狭せまいと言えた。

　彼らが本気で体を動かせば、この倍の広さでも足りないだろう。

「――アケローンＳＤ６６７」

　ザキュラスの口から、武器名が吐はき出だされる。手首につけている銀のブレスレット。液体金属で構成されたそれが、光る粒りゆう子しに変質する。拡散し、螺ら旋せんを描いた光の粒が、目の覚めるような水色となり、剣けん呑のんな武器の形状になる。

　現れたのは厳しい冬を連想させる長剣だ。

　寒く、暗く、人の命などたやすく吸すい取とってしまう、極ごつ寒かんの厳しさを思わせる青。冷たい水の象徴。

　それは記録もほとんど残っていない古い時代に作られた、水の剣――そのレプリカだ。

　かつて『俊しゆん足そく』の異名をほしいままにし、アキレス腱けんの由来となった大英雄の複製剣が、ザキュラスの手に握にぎられる。

　皆の視線が、狛也の方へ集まった。

「――テトラオルナＢＢ２５８」

　狛也の具現音に、小さなざわめきが沸き起こる。

　薄っぺらいカード状の液体金属が、呟つぶやかれた声に反応して膨ぼう張ちようし、発光。それはザキュラスのアケローンＳＤ６６７より短く、けれどずっと剣身が太い、夜色の剣になる。

　しかし、驚きは収まらない。ザキュラスはアケローン。狛也はテトラオルナ。

　……テトラオルナ？　そう首をかしげた者は何人もいた。そんな名前は知らない。そんな英装があったのか？　そればかりか、なんだよそんな武器、まったくのマイナー剣で、何をしようというのだ――そんな声すらある。

「行くぞ、狛也」

　対峙する二人のうち、先に声を出したのはザキュラスだった。その一言で試合の火ひ蓋ぶたは切られた。

　――速い。

　ザキュラスの滑なめらかな剣けん筋すじに、空気が裂さかれる。

　観衆の何人かは、ザキュラスの剣は狛也の腕に向かって振ふられると判断していた。また違う何人かは、胴どうに向けてのなぎ払いだと思っていた。しかし、どれも違った。ザキュラスは狛也の脳天に向けて、閃せん光こうのような一撃を放ったのだ。

　速く、完成された凄すさまじい斬ざん撃げき。誰しもが狛也の苦戦を予感して――。

「ぬるいな」

　三度、金属のかち合う音がした。

　激しい打ち合いになると思われた模も擬ぎ戦せんは、たったそれだけで終わりを告つげた。回転しながら飛んでいったのは、ザキュラスの複製英装、アケローンＳＤ６６７だ。

　小さな落下音の後に、沈ちん黙もくが訪おとずれた。成なり行ゆきを見守っていた生徒たちが、驚きに目を見開く。

「うおおっ！」

「すげえ！」

「圧倒的じゃないか！」

　口々に、賞賛の嵐あらしが巻き起こった。口笛や笑い声、興奮のどよめき。中には惚ほうけたままで口をあんぐりと開けている生徒もいる。電光石火。いや、そう表現するのすら生なま温ぬるい剣技だった。あまりの狛也の実力に、生徒たちはますます興奮する。

「すごいじゃないか、狛也！　おれは感動しました！」

　目を輝かせて、ザキュラスが手を握ってくる。

　負けたのに、その表情にはちっとも悔しさはなかった。それは当然だった。千英学園では力こそ賞賛されるものであり、それこそが自分を誇こ示じする、大きな要素なのだ。

　両手を挙げて狛也を賛美している巨きよ漢かんも、黄色い声で叫んでいる女子も、感心してため息をついている痩そう身しんの人物も、武器や強い身体能力に興味を抱くことは変わらない。

　彼らは皆、古今東西の神話や伝承などで語り継がれる『英雄の末まつ裔えい』なのだ。

　だからこそ、彼らは歓喜に沸く。ザキュラスを打ち負かした狛也の実力は、紛まぎれもない本物だ。模擬戦を観ていた生徒たちは、悔しさよりもその技能に、羨せん望ぼうすら覚えている。

「予想以上だぜ。すばらしい剣さばきだった！」

「あんな動き、見たことない！」

「あたし、狛也と一緒になれて、本当によかった。これから仲良くしていこうよ！」

　喜色に満ちた賞賛が立て続けに告げられた。歓迎する、一緒に頑がん張ばろう、今度、手ほどきしてよ。そこにあるのは大きな期待だ。これから始まり、共ともに学んでいく学友との仲間意識。

　苦労をすることもあるだろう。愚ぐ痴ちだって、言いたくなるときもあるかもしれない。

　しかし、彼らは希望を見たのだ。

　狛也といれば良い刺激になる。千英学園を満まん喫きつする良いライバルになる。そう信じ、彼らは祝福した。

　自分たちの新しい同士、伊集院狛也に――笑顔で手を振ったのだった。




　　　　　†　†




　神話や伝説で活躍した英雄の子孫の能力を、活用させようという動きがあった。

　聖剣や魔剣を使い、数々の死闘を演じた彼らの力。

　かつて強大すぎるために、人間社会から弾はじき出だされた強力な力を、きちんとした教育機関のもと育てよう。

　そんな未み踏とうの試こころみが、九鳳院コンツェルンという企業から打ち出された。

　計画の名を、英雄推すい進しんプロジェクト。

　遙はるか古いにしえの伝説の血を、今に活躍させる希き代たいの大計画。

　唱となえられた声明に、世界各地から多くの英雄の子孫が集まった。

　千英学園。

　そこは忘れ去られた英雄の血筋が、東西南北の伝承を受うけ継つぐ者たちが、一堂に会し時を進ませていく場所――。




　　　　　†　†




「……ん、あれは？」

　ひとしきり、皆から賛辞を受けた後だった。

　興奮がおさまり、武術の教師が課題を始めますと言った直後に、狛也は体育館の外の騒さわぎに気がついた。

「ああ、あれか」

　ザキュラスと共に目を向けた先は、換かん気き窓まどの向こう側だ。

　ささやかな緑が植うえられている道みち端ばたに、一人の少女がいる。肩につく校章の色からすると、どうやら狛也たちと同じ一年生のようだった。

「そ、そんな……どうしてですか……っ！」

　今にも泣きそうな声が聞こえてきた。少女は、校内の警備員に詰つめ寄よっていた。屈くつ強きようで毅き然ぜんとして岩のように佇ちよ立りつする警備員に、少女は懸けん命めいに訴うつたえている。

「な、納得できません……詳しい説明をしてください……っ」

「だから直接、分校長の方に出向けと、言っている」

　少女の声に、狛也とザキュラスだけではなく、体育館にいた生徒たちも窓の外に注目しはじめた。

　抗議するその少女には、大きな特とく徴ちようがあった。

　一つは制服だ。千英学園の制服は白と定められている。それなのに、彼女はなぜか黒い制服を着ていた。

　頭髪も目立っていた。濡ぬれ羽ば色いろのやや長めの髪の一部に、白い房ふさがいくつか混じっている。その二つだけでも十分目を引くが、さらなる特徴があった。

　翼つばさだ。

　彼女の背には白く美しい翼が、生はえているのだ。

　空を自由に飛翔できる存在。数いる英雄の子孫の中でも希き少しような種族。

　狛也は過去にも有ゆう翼よく人じんを見たことはあったが、その少女の白い翼は特に綺き麗れいだった。

　しかし、ときには絵画の題材にもなる白く美しい翼は、今は力なさそうに折おり畳たたまれている。

「で、でも……こんなこと、あんまりです……」

「いい加減にしろ。あまりしつこいと、叩き出すぞ」

「わさ……そんな、わたしは、納得できないだけなのに。こんなの、おかしいです……」

「――あの少女は、どうしたのだ？」

　狛也は、横で見ていたザキュラスに尋たずねる。

「ああ、あれですか。あれは――『分校』の生徒ですよ」

「分校？」

　狛也の問いに、嘲あざけりの笑みを浮かべながら彼は答える。

「簡単に言ってしまえば落ちこぼれなんです。千英学園が望む能力を持たない生徒。得えるべき技能を持たないで、入学してきた生徒たち。そういった劣等生を、一箇所に集めている場所――『分校』が、ここにはあるんだ。あの娘むすめはそこに落とされるのが嫌で、抗議しているのでしょう。黒い制服が、その証です」












　狛也たち純白の輝きを持つ制服と違い、不吉な影を思わせる黒の制服を着た少女が、また懇こん願がんする。

「お願いです……もう一度、しっかりとした説明をしてください……」

「失せろ。言うことを聞かなければ、力づくで排はい除じよする」

　警備員の態度は、冷たいままだ。

「定期試験とか、実力試験で分校へ落とすかどうかの審しん査さが行われるんだ」

　ザキュラスは冷めた目を少女に向けて続ける。

「それに引っ掛かった奴やつらが、分校に送られていくんです。劣れつ悪あくな環境の中に閉じ込められて、おれたち『本校』とは違ったカリキュラムをやらされるんですよ。だからあの娘はあの様なんだ。みっともない光景です」

「……そんな仕組みがあったのか。初めて知った」

　ザキュラスが、ふっと口の端はしに笑みを浮かばせる。

「少なくとも狛也には縁えんのないことですね。だって狛也は学園長に直接激励されるくらいだぜ？　忘れていいですよ。あんなのは」

　それで話は終わったとばかりに、ザキュラスは狛也を促し授業に戻った。教師の明めい朗ろうな掛け声と、生徒たちの快かい活かつな応答の声が、高らかに響いていく。

　一瞬、少女のために何かできることはないかと狛也は考えた。けれど見ると彼女は警備員に捕まり、校舎の向こう側へと消えていってしまった。

「……分校、か」

　狛也は一度だけ少女のいた方向を見て、呟いた。




　　　　　†　†




　小鳥のさえずりが柔やわらかに響き、風が木々を揺らす。陽光が雲から垣かい間ま見え、暖かな光が射さしている。

　編入して二日目。まだ朝の涼しげな空気が漂ただよう中。狛也とザキュラスは教室へ向かう廊下で、互たがいの武ぶ具ぐについての談義をしていた。

「でも、テトラオルナＢＢ２５８は、どう考えても戦いには向かないと思うんですが」

　ザキュラスは眉まゆを寄せつつ、納得いかないという表情をした。

　廊下を歩きながら、

「『おしゃべりオルナ』の異名通り、狛也の持っている剣は本来、巨人から人々の安全を守るために作られたオペレーター的な補助具でしょう？　英雄テトラは、それとは別に槍やりを持っていたはずです。狛也がテトラの末裔ならまだしも……なぜ、自分とは関係ないそれを使うんだ？」

　興味深そうな顔で、ザキュラスは尋ねる。

　もっともな疑問だった。伝説で使われた英雄の武具や宝ほう具ぐ――『英装』は、現代社会では強力すぎるため、『複製英装』と呼ばれるものが広まっている。

　これはオリジナルの英装の力を抑よく制せいし、過か剰じような威い力りよくを発はつ揮きしないよう性能を下げたものだ。狛也のテトラオルナＢＢ２５８と、ザキュラスのアケローンＳＤ６６７も、その中に分類される。

　複製英装は、持ち運びもしやすいよう、普段はカード状やペンのような形にして、邪魔にならないようにするのが定番だ。それに加え、千英学園では、別の英雄の複製英装の使用も奨しよう励れいされている。

　他の英雄に対して、理解を深めるためだった。しかし、それでも普通は自分に関係ある武器を使うのが当たり前となっている。

　愛着もあり、操あやつりやすいため、よほどの理由がない限り、自分に縁のある複製英装を使っているものなのだ。

　けれど、狛也に限ってはそれに当てはまらない。

　テトラオルナを使いこなした英雄の子孫でもない上に、武器としても脆ぜい弱じやくな複製英装を使う狛也は、しれっと言ってのける。

「だって、カッコいいではないか」

「……は、え？　カッコいい？」

　ザキュラスは首をかしげる。

「そう。人から、『なんでそんなもの使ってるの？』と思われるような武器で、勝利する。アーサーの子孫がエクスカリバーを使うより、オーディンの子孫がグングニルを使うより、その方がずっとカッコいい」

「ああー、なるほど！」

　敵かなわないなとばかりに、ザキュラスは笑ってみせる。

「さすが狛也だぜ。敬服しました！　やっぱりお前はすごいなあ。録音と再生しか取とり柄えのない剣でおれに勝つなんて。そんな狛也と戦えて、嬉しいです」

「ボクだけではないと思うぞ。無名の英雄の子孫なんて、そんなものだ。ボクの家系は、祖先がどんな化け物を退治して英雄になったのか、それすらろくに伝わっていない。だから、こだわりなど最初からないのだよ」

「そんなものですか」

　ザキュラスは親しみと憧あこがれのこもった瞳を向ける。

「それでも、本来の武器とはまったく違うものを使うこと自体が、おれにはすごいと思えることなんだぜ、狛也」

　オリジナルの英装は、英雄の子孫たちにとって祖先たちの形見だ。遙か遠い昔、神しん秘ぴと奇跡の時代に、魔獣や悪竜を倒した証。簡単に他の英雄の英装に乗のり換かえられるものではないし、英装こそが英雄の子孫のアイデンティティを支ささえる柱と言っていい。

　複製とはいっても、他人に由来がある英装を使ってみることにはとても勇気がいる。だからこそ、勇者アキレスの子孫であるザキュラスは、眩しそうに顔を向ける。

　狛也は屈託のない顔で、

「それに、こうやって使っていると話題になって、人が寄ってくるしな。昨日も、授業が終わって女子生徒数名に、質問攻めにされたぞ。『えー、伊集院くん、なんでテトラオルナなんて使ってるのー』『こんな武器初めて見た！　さっきの剣さばき、もう一回見せてよ！』なんて言ってきて、一人は勢い余ってボクに抱きついてきてしまった。胸すごかった。至し福ふくだったな」

「え、クラスで巨乳というと、エリーゼさんですか。ラッキースケベだな狛也はっ！」

「今でも感触が残ってる。こう……ぽみゅぽみゅっと」

「おおっ、ぽみゅぽみゅ！」

「制服がはちきれそうだった。じつは今朝の夢にも出てきたのだ」

「伊集院狛也っ！　おお、なんてうらやましいっ！」

　教室に着くまで、そんな馬鹿話をしていた。

　上空から見れば『Ｙ』の字の形をし、五階建てからなる校舎は、クリスタルをモチーフとしていた。外見も内装もとにかく煌きらびやかで、まるで幻想か夢の国に迷い込んだような気がしてくる。透明感と清潔感溢あふれるその光景は、見ているだけも十分に楽しく、まだ二日目なのに、狛也はもう親しみを覚えていた。

　設備も充実していた。英雄の子孫の大半は、普通の人との摩ま擦さつを避さけるため、辺へん境きようでの暮らしが普通だ。最新の文明の利り器きとは、縁の薄い生活を送っている。その弊へい害がいをなくすために用意されているのが、校舎の脇にある情報館だった。

　そこには数多くの娯楽品、普通の人間が普段活用している品々が並んでいる。狛也は幼なじみの少女を通じて、平均的な英雄の子孫よりは少しばかり多い現代知識を持っていたのだが、ちょっとした運動場ほどもある空間に、ずらりと並ぶ文明の利器を見ると、好こう奇き心しんに駆かられずにはいられない。

　学園の外へ被害を及ぼさないための措そ置ちもあった。英雄の子孫は竜や巨人といった怪物を打ち倒した者の系けい譜ふのために、その力は強大だ。もしも全力でその力を振るえば戦略兵器に匹ひつ敵てきする生徒すらいる。その力に耐たえられるだけの対応がなされている。

　武ぶ練れんの施し設せつが頑がん強きように強化されているのは当たり前のことで、学園の周囲には半透明の防ぼう護ご膜まくが何十層にも重ねがけされており、それによって、英雄の子孫の『訓練』による影響は完全にシャットアウトされる。

　生徒間のトラブル対策には、強い英雄の子孫を警備員として採用しているのも特徴だった。

　狛也に話しかけてきた警備員は、「もし喧けん嘩かが起きたら即座に止めてやるぞ」と笑っていた。

　生徒だけでなく、教師を含む学園内の大人おとなたちも英雄の子孫ばかりなのだ。

　狛也は言葉にできないほどの期待感を募つのらせていた。歴史の陰にいた人々が、一つの目標に向かって突き進んでいるのだ。これから広がる数多あまたの光景を想像して、思わず心が高ぶっていく。

　景観を良くするために整えられた植樹群を窓の内から眺めながら、やがて狛也とザキュラスは自分たちの教室前までたどり着いた。

　その時、見知った人影が立っていることに気づく。

「あれ、先生？」

「どうしたのですか、こんなところで」

　それは、二人のクラス担任教師だった。昨日の武術の授業担当で、髪を首の後ろで結ゆわえた教師。どこか気落ちした様子で、立っている。

「ああ、伊集院。来たのか……」

　声に覇は気きがないことに狛也たちは顔を見合わせる。授業のときのよく響き渡る声とはまるで逆の気落ちした声で彼は言ってきた。

「じつに残念なことだ、私はお前に心苦しい通達をしなければならない」

「え、それは、どういうことですか？」

「伊集院狛也。お前は本日をもって、我が学園の分校へと転属させられた。すみやかにここを退去し、かの校舎へ向かいなさい」

　狛也は凍りついた。

　理解が追いつかない。言われたことは耳に届いたはずだった。けれどその意味することが理解できない。

　硬直して、目を瞬しばたたかせながら、狛也は目の前の担任へ身を乗り出すと、

「何を言っているんです先生。ボクが分校行き？　何かの間違いではないですか？」

「残念だ。本当に残念だ。しかし教師として、伝達せよと命じられたのなら、たとえ好成績者が相手だとしても、心を鬼にせねばならない」

「は、え？」

　狛也は眼を瞬かせる。意味がわからない。分校？　なぜ？　どうして。何がどうなっているんだ？

「これが、所属変更の通知書だ」

　一枚の書類を手渡された。真しん紅くの捺なつ印いん。学園長のサイン。今日の日付があって、数行の文章。伊集院狛也という名前――。

「それを持って分校へ行き、分校長に渡しなさい」

「まっ、」

　狛也は思わず教師に詰め寄る。

「待ってください、どういうことですか、これは。理由――どんな理由で、ボクは分校に移されるんですか？」

「私からは以上だ。もうお前は本校の生徒ではない。残念ながらな。詳細は分校に行ってから聞きなさい」

「待って、待ってください先生。説明を要求します！」

　必死に言いい募つのる狛也に、教師は冷れい徹てつな視線を向けた。そして狛也の校章の辺りを見つめると、

「モード、『タルタロス』」

　冷たい口調で唱える。狛也の制服が、鈍にぶく光る。

　弾ける泡あ沫わのように服の周囲を粒子が被おおい、不吉に明めい滅めつする。それらが染みこむように制服の内に消え去ったとき、狛也の着ていた輝く白の制服は、闇やみを縫ぬいつけたような黒いものになる。

「なっ、ボクの制服が――」

「詳しいことは、分校の方で聞きなさい。私からは伝えるべきことは伝えた。さあ、行きなさい」

「そんなっ！　先生――先生っ！」

　立ち去る教師の背を見送りながら、狛也は思わず声を荒らげた。追いかけようとしたが、体がついていかない。愕がく然ぜんとしたまま、立たち尽つくす。

「……ええい、ザキュラス。君も何か言ってくれ。これは何かの間違いだ。そう思わないか？」

「うっせえな、分校生」

　ぎくりとして、狛也は振り返った。それまで聞いたことのない声音に、まじまじと見つめてしまう。

「……ザキュラス、君はいま、なんと言ったのだ？」

　さびついた機械のような、声が出る。

「うるせえって言ったんだよ、分校生」

　狛也はぽかんと口を開けた。自分は幻まぼろしにでも話しかけているのではと、そう思う。そう、きっとそうだ。授業中に親しげに話しかけてくれて、さっきまで盛さかんに笑顔を見せてきた彼が、こんな暴言を吐くはずないではないか。

「気安く話しかけるんじゃねえよ。聞いてなかったんですか？　分校に行けって言われただろうが。ならさっさと行け。ここから失せるのです」

　ザキュラスの豹変に、狛也は眼を白黒させる。本当に夢じゃないのか？　何かの余よ興きようではないのか？　それとも、知らぬ間に粗そ相そうをしたとか――？

　狛也は自分のこれまでの言動について、ぐるぐる回る思考の中で考えた。

「いったい、なん……」

　こちらを向いて、ひそひそと話す声が聞こえた。狛也は周囲を見まわした。生徒たちが、目を逸そらし、散っていく。廊下の遠くに見えなくなる担任教師の背中。また振り向けば、友人となるはずだった少年は、汚いドブネズミでも見るような目つきで狛也を見ている。

「通行の邪魔だ、分校生。おれらは落ちこぼれに用はありません」

「ちょっと待つのだザキュラス。いっしょに巨乳について談義した仲ではないか」

　狛也はとっさに声を張り上げた。しかしザキュラスは振り向かない。狛也に興味をなくしたように、教室に入っていく。

「なんだこれ。ボクはどうすればいいのだ」

　気遣う者などどこにもいない。

　茫ぼう然ぜんと立ち尽くす狛也の目の前で、白しら々じらしい響きを伴ともなって、まるで罪人を締め出すかのように、教室の扉が閉められた。










　　　　第一章　出会いとリスタート







　懐なつかしい記憶の中には、いつも彼女の存在があった。

　幼おさななじみの少女。雪のように儚はかなくて、綺き麗れいな容姿。彼女の笑顔がなんだか眩まぶしくて、彼女から名前を呼ばれるのが嬉うれしくて、まだ小学校に所属していた狛はく也やは、彼女が困っていれば一いち目もく散さんに近づいていった。

「また変なことされたのか」

　呆あきれと怒りが半々の思いで、狛也は彼女に問いかける。

「うん。なんか、スカートの中見せろとか言われたのです」

「困こまった奴やつらだな」

「まったくなのです。男の子は子供なのです。きっとわたしのことが好きだから、あんなことを言ってくるのですよ」

「そうなのか？」

「そうなのです」

　いじめを受けているようにしか見えない幼なじみの少女の言葉に、狛也は首をかしげる。嫌がらせをされても、男子の行動原理をわかっているのか、彼女は悟さとりきった顔をしている。

「その点、ハクヤがそばにいてくれると安心するのです」

「なぜだ？」

「だって、ハクヤはわたしのこと好きではないのです」

「……」

「男の子は好きな子がいるといじめたくなるのです。学習しました。ということは、わたしのことが好きではない人はいじめてはこないのです。ハクヤは嫌がらせをしてこなくて、とっても楽なのですよ」

　えへへと少女は笑う。その笑みがまたどうしようもなく無む邪じや気きなものだったから、溜ため息いきを押し殺して、つい狛也は言ってしまう。

「それならば、提案があるぞ」

「うん？　何なのですか？」

「これからキミは、常にボクの半径十メートル以内のところにいればいい。ボクのそばにいれば、誰だれもキミにちょっかいは出さない。どうだ？」

　何でもないことのように言って、視線は合わせず反応を待ってみる。すると、彼女は花のような笑みを浮かべ、狛也のすぐ目の前までやってきた。

「それは良い考えなのです」

　ぽんと、白い両手が合わされる。

「じゃあこれからは、いつでも一緒なのですよ。よろしくです、ハクヤ」

　それから、少女はいつも狛也の後を、ついてくるようになった。

　遠い、遙はるかな記憶。

　いつも楽しそうにしていた彼女は――しかし、もういない。




　　　　　†　†




　指定された掲示板の前には、黒い制服の人だかりができていた。

　分校の玄関のすぐ脇にある掲示板。その前で、多くの生徒が突然の通知に対する怒りや当とう惑わく、無気力に陥おちいっている。

　あれから狛也は分校長に会って、事情を問いただそうとした。なぜ自分が分校送りなのかと、必死に問い詰めた。

　しかし無む駄だだった。分校長は威い厳げんのあった学園長とは正反対の不ふ誠せい実じつな人物で、話などろくに聞こうともしない。一方的に話を進めて、こちらの質問には答えず、狛也を追い返したのだ。

『新分校生へ』と書かれた掲示板の前で――おそらくは狛也と似たような境きよう遇ぐうの生徒だろう――何人もの生徒がしきりに困惑の声を上げていた。

「うげ、なんだよあの校舎」

「ひでーグラウンドだなおい」

「なんか校舎の壁かべにバナナの皮でアートがしてあるぞ！」

　飛とび交かうのはそんな声ばかりだ。分校の校舎とグラウンドについて、驚き半分、呆れ半分の声が、そこかしこで上がっている。

「うお、これは確かに……ひどい有あり様さまだな」

　狛也は呟つぶやいた。校舎を見ると、割れた窓に、散らばる蛍けい光こう灯とうの欠片かけら、落書きなどという生やさしいものではないひどいスプレーの跡が視界に入る。グラウンドの隅すみにはナスカの地上絵のできそこないのような絵があるし、グラウンドの周りは草がぼうぼうで、ゴミがそこかしこに落ちている。とても使い物になるとは思えない。

　山の上部を切り開いて建てられた千せん英えい学園は、本校も、分校も自然に囲まれている。クリスタルを模もした外観と自然がうまく調和していた本校と違い、分校は自然を台無しにしていた。

　単にコンクリートのブロックを積み重ねたような校舎が、冷たく緑を拒きよ絶ぜつしている。

「この分校、本当に学校やる気があるのか？」

　上空から眺めたとき『工』の字に見える校舎をぐるりとまわって、狛也は呟く。

　分校と本校の中間には、淡あわい燐りん光こうを放つラインがひいてあるが、その内と外では、世界が違う。秩序を守る警備員すら、分校側には一人も存在しない。

　無法地帯、という言葉が頭に浮かぶ。

　何かの間違いであってほしかった。どういう理由で、こんな所に送られてしまったのだろうと、疑問が渦うずを巻く。

　しかし、それでも送られてしまったからにはここで過すごさなければならないのだ。

　不ふ適てき格かくの烙らく印いんを押された生徒たちと共に過ごす？　それでも結構。気持ちを切り替えて、やっていくしかない。

　狛也は意識をクリアにするために、息を吸い、吐いた。

　掲示板のすぐ前まで進む。自分の名前を確認する。そうして、新たなスタートを切ろうとしたのだが――。

「……ん、おお？」

　なぜか掲示板に、伊い集じゆう院いん狛也の名前は見当たらなかった。

「おかしいな。ボクの名前が、」




「わ、わたしの名前がない……っ！」




「ん？」

「……えっ？」

　突然の声に、狛也は振り向いた。その声の主も、振り返った。

　大きく翻ひるがえる白い翼つばさ。

　背から伸びたボリュームあるそれは、紛まぎれもなく空を駆かける者のシンボルだった。

　濡ぬれ羽ば色いろの髪に、雪色の房ふさがいくつか入っている。瞳ひとみの色は撫なでし子こ色いろ。

　彼女は昨日、体育館の外で警備員と揉もめていたあの少女だ。

「君も名前が書かれていないのか？」

「え……あの、もしかして、あなたも……？」

　大人おとなしそうな、小動物のような雰ふん囲い気きの少女だった。肌は雪に近い白。やや小柄な体型で、顔立ちは可か愛わいらしい。けれど牧歌的な雰囲気の、花畑の中心で四つ葉のクローバーと戯たわむれているのが似合いそうな娘だった。

「そうなのだ。ボクの名前も掲示板にない。まったくとんだミスだな。どこかその辺に教師がいるだろう。探して聞いてみよう」

「う、うん……そうだね……」

　狛也の後におずおずと少女もついてきた。空気が、大きくなびくような感覚がした。彼女の翼のせいだと狛也は思った。畳たたまれた状態でも、人が腕を少し広げたくらいには幅はばを取っている。狛也は悲鳴飛び交う掲示版を離れ、分校の校舎の入り口へと向かう。

「君もあの一方的な分校長に会って、抗議をしたのか？」

　校舎の中にまで汚いゴミが落ちているのかと呆れながら、狛也は少女に語りかける。

「う、うん。あのローブの分校長、わたしと対面した瞬間、『好みの髪型を教えて』とか『気に入ってるブランドを教えて』とか、『あなたの言うとおりの男になりますから』って、いきなり口く説どいてきたの……。こ、こわかった……」

「人の話を聞かないのは同じだが、そこはボクのときとは大違いだな」

「そ、それで……退出するとき、お尻しりを触さわろうとしてきて、飛び上がっちゃって。分校長は、ほんとうにこわい……」

　白い翼を、頼りなさげに広げ、胸の前で両手をきゅっと握にぎりしめる。

　なんだかひどくおどおどした少女だった。分校に落とされたせいもあるのだろうが、落ち着きがない。目は泳いでいるし、足元は危あぶなっかしい。今、肝きも試だめしに参加していると言われても、信じられるくらい、びくびくした様子の少女だった。

「キミは、どういう経けい緯いで分校に入ったのだ？」

「え……あの、全体的な成績が低すぎて……飛ぶ技術も、速く飛べるだけで、他に何の取り得もなかったから……」

「なるほど」

　ザキュラスの言っていた、成績不振者を落とすというのは、間違いではなかった。

　けれど、それならどうして自分は分校に落とされたのだろうと狛也は思う。

　成績が悪いからというわけではないはずだ。通常の入試試験と編入試験は、内容こそ違うが、戦闘力や精神力、現代常識など八つの項目を数値化している。狛也はそれらの総合で第二位を取った。それでも落とされたということは、何かがあるはず。

　その原因はなんだろう。狛也は思考を巡めぐらせようとして――。

「あ……」

　隣で少女のか細い声が漏もれる。

　彼女が視線を向けていたトイレの中から、若い男性が出てきた。

　狛也は少女と一緒にその人物のところへと向かう。

「――すみません、先生ですか？　掲示板のところに、名前がなかったんですが」

「わ、わたしも……」

　二十代半なかばの男性は、平均より背の高いすらっとした体型で、なかなかの美形だ。彼は二人の顔をさっと眺めた。

「ああ、編入生っすね。お二人の名前は？」

　ずいぶんと平へい坦たんな声で聞いてきた。

「ボクは、伊集院狛也です」

「羽う撫ぶ崎さきくらみ……です」

　それぞれの名乗りを聞くと、教師らしき彼はあくびをしながら尻ポケットから紙の束を取り出した。やる気のない顔で名簿を眺めていたが、

「えーと……はい、伊集院狛也くんに、羽撫崎くらみちゃんっすね。ああ、僕の担当クラスじゃないっすか。どうぞ、案内するので、ついてきてくださいっす」

　思わず二人は顔を見合わせる。これが担任？　なんだか、ひどく軽い。

　本当に大丈夫なのかと、くらみも複雑そうな眼を向けながら、仕方なくついていく。

　破れた窓から、冷えた空気が入り込む。カップ麺めんの残りかすだの蛍光灯の破は片へんだのが散ちらばる廊下を歩き、階段を登っていく。ひどい落書きがなされている廊下を過ぎて、校舎の一番端はしまで進んできたとき、

「あ、そういえば僕の名前は、和わ田だ。和田健けん一いちというっす。以後、お見知りおきを」

　手足がセパレートされ、達だる磨まみたいに転がっている人じん体たい模も型けいを見て、くらみがぎょっとした瞬間、彼はさらりと告げる。

「恫どう喝かつやかつあげ、窃せつ盗とうなどもここではたまに起こると思うっすが、その程度でいちいち職員室には来ないようにお願いするっす。あと、生徒同士が公然と廊下とかでキスしているのを見ても、逐ちく一いち報告しなくていいっす。空あき教室とかで爆発が起きたり、教室内で火か炎えん瓶びんを投げ合う遊びが始まったらさすがに校舎が燃えるので連絡してほしいっすが、まあその他は放っておけばいいっす。慣なれるまでが大変かもしれないっすけど、二週間もすれば特に何にも感じなくなります。そういうことで、よろしくお願いっすよ」

　くらみが横で口を開け、固まっていた。笑いたいけれど笑えない。

「そ、そんな……冗談ですよね……？」

　そんなのあり得ない。くらみが、呟いた瞬間――近くにあったドアをぶち破やぶって誰かが吹っ飛んできた。

「きゃあっ」

　和田教師と狛也はとっさに退しりぞいて難なんを逃れたが、硬直していたくらみは避さけられない。飛んできた生徒に激突され、彼女は下した敷じきになる。

「い、痛い……っ、な……何が起こったの……？」

「――ゲルドてめえ、いきなりぶっ飛ばしやがって、ふざけんな！」

　ドアをぶち破ってきた生徒が、教室内に向かって叫んだ。

「ちくしょう。だーから威い張ばりくさった奴は……おろ？　なんだこれ。柔やわらかい。やーらかいぞ？」

「きゃ、きゃ、きゃあ……っ！」

　怪け訝げんな表情で立ち上がろうとした生徒の下から、くらみは翼を広げて逃げていった。男子生徒はバランスを崩くずして転倒し、後頭部から床に激突する。

「痛えっ！」

「あ、その、ごめんなさい……だいじょうぶ……？」

　頭を押さえた生徒が、顔をしかめたままくらみを見た。あまり友好的でない目つきに、くらみは翼をちぢこまらせ、怯おびえながら距離を取る。

「つーかお前誰だよ。こんな顔、うちのクラスにいたっけ？」

　生徒が服についた埃ほこりをはたき落としながら言う。

「うう……わ、わたしは」

「おいレヴァン！　婦女子と乳繰り合ってねえで、俺のことを忘れんなよ！」

　くらみが口を開いた直後、教室内から、げらげらと笑い声が響いた。

　ぶつかってきた生徒が、教室を睨にらむ。

「うるせー馬鹿野郎！　いますぐ決着つけてやるよゲルドォ！　――ソーグラスＵＣ３６２！」

　生徒の手の中のペン型液体金属から、淡い光が煌きらめいた。

　顕けん現げんする複製英装。現れたのは、森の守り人と言われた英雄、ペンテシレイアの万能剣だ。

　伝承では複数の武器形態を持つと言われる英装のレプリカが、ノコギリのような剣となって、顕現する。

「はいはい、レヴァンくんもゲルドくんも、喧けん嘩かは後でしてくださいっす」

　和田のパンパンという手を叩たたく音で、今にも飛びかかろうとした生徒が止まった。

「編入生のおでましっすよ。レヴァンくん、席に着いて。ゲルドくんも、得え物もの出してないで早くしまってくださいっす。今から、ＨＲホームルーム始めるっすよ」

「……編入生、だって？」

　レヴァンと呼ばれた生徒が気を削そがれた声で振り返る。同時に、彼とゲルドのいさかいに喝かつ采さいをあげていた教室の面々も、一いつ斉せいに狛也とくらみを見る。

「そうっす。まだＨＲの時間には早いっすが、まあ面倒なのでもうやります」

　言いながら、和田が狛也とくらみを促うながした。二人共に、教壇の上に立たされる。

「あー、委員長のあいあいちゃん――は今日お休みしてるから……レヴァンくん、代かわりに挨あい拶さつをするっす」

「えー、おれ？　……きーつけー、れー、おあよーございまーす」

　やる気のない声と共に、ぽつぽつと生徒たちがタイミングの合わない礼をした。

　全員がきちんと起立したわけではない。まともに立ったのは二割ほどだ。だらけて座ったままの生徒が、ほとんどだ。

「さて。今月も新しくここに勉学の友となる生徒たちがやってきました」

　和田が教卓に両手を置く。この光景は日常とでも言いたげに、なんの注意もない。彼は手元にあるプリントを確認すると、

「このクラスへの編入生は、伊集院狛也くんと、羽撫崎くらみちゃんです。皆さん、盛せい大だいな拍手をして、迎えてあげましょうっす」

　まばらに手を打ち合わせる音が、白しら々じらしく響く。

　死んだ魚のような目つきでぼんやりと見つめる生徒、壊れたマリオネットのように机に突つっ伏ぷしている生徒、カップラーメンを食べている生徒や、天てん井じようを仰あおいで首を百五十度くらいに曲げた生徒もいれば、ひゃっほーと危ない薬をきめたような声を発する生徒もいる。

　くらみの翼を見て、やや関心を向ける者もいたが、それはごく一部。

　奇き抜ばつで、落ち着きがなくて、騒そう々ぞうしい。学校というより、動物園にでも来たようだった。

「さて、では名前を言うだけでは何なので、お二人には自己紹介をしてもらいましょう」

　けれど、和田はどこ吹く風だ。またも手を叩き、早くこれを終わらせたい、そんな心情を隠しもせず、促していく。

　狛也とくらみが互いに視線を交わし合った。

　まずは、狛也が自己紹介することにする。

「……ボクの名は伊集院狛也だ。好きな食べ物はドッグフード。好みの女性はボクのことを『お兄ちゃん』と呼んでくれる人。チャームポイントは、心臓が三つあることだ」

　くらみが横で目を瞠みはるのがわかった。教室内はげらげらと笑いに満ちた。冗談に対するノリはいい。けれど、秩ちつ序じよがなかった。ひょっとして、もっと面おも白しろいことを言ったらカオスな光景が見られるかもしれない。

　狛也は口を開きかけたが、それより先に、くらみが和田に促され前に踏み出す。自信なさそうにおずおずと、桜色の唇くちびるを動かしていく。

「えっと……羽撫崎くらみ、です。その、好きな食べ物は……ホットケーキ。好きな男の人は、頼りがいのある人。チャームポイントは、えっと、生まれつき髪の毛に白い色の筋すじが入っていること。見てのとおり、翼ある英雄の子孫、わさ……」

「――え、そんだけ？」

「つまんなーい。せっかく羽生はえてるんだから、もっと面白い紹介してくれよー」

「大きくもなければ、小さくもない胸だな。コメントのしようがない」

「っていうか、わさってなんだよだっせーな」

「つまり何が言いたいかというと」

　何人かの生徒が声を重ね合わせた。

『もう一回、自己紹介しろっ！』

「ええーっ」

　くらみはうろたえ、和田と狛也を見るが、狛也は半笑いで、和田は無反応。仕方がないので彼女は息を整えると、もう一回初めから言い直すことにした。

「う、羽撫崎くらみ。趣味は、ぬいぐるみ集め、です。特技は……その、猫のノミを見つけること。入学してからの目標は、友達をたくさんつくる――」

「そんなつまんない紹介より、もっと気の利きいたこと言ってよ！」

「はーい、聞きたいことがありまーす。飛ぶときってスカートの下に何か穿はくんですか。普通の下着ですか。アンダースコートですか。自分は前者がいいなあ」

「寝るときはパジャマ派？　ネグリジェ派？　それともまさか……生まれたまま!?」

「せ、先生……っ！　このクラス、怖いです……っ！　こんなこと、答えられません……！」

「駄目っすよ。編入生は親しん睦ぼくを深めるために、在校生の質問には絶対答えなければなりません」

「え、ええーっ……そ、そんな……」

　くらみはしばらく恥ずかしいコメントをさせられた。仕し舞まいには「うう……」と涙目になりながら、「もうお嫁に行けない……」などと言っている。

　本当に、ろくでもないクラスだと狛也は思った。本校の面々とは似ても似つかない。

　削さく岩がんドリルみたいに奇抜なヘアスタイルをして整髪スプレーを使っている者がいる一方で、どうみても年齢より三十は老ふけて見える者もいる。千英学園は実験的な意味合いも強いので十三歳から十八歳までなら入学可能なのだが、それ以前の問題。行動も奇き異いなら、見た目も奇抜。『分校』の実体がここまでひどいとは、いっそ笑いたくなる。

　いや、実際にここで毎日勉学に励はげまなければならないのだから、笑ってなどいられない。だが、苦笑を通り越して失笑ものの風景に、狛也の頰ほおはなぜか緩ゆるんでしまう。

「では、お二人の名前と個性がわかったところで、クラスの皆さんにも自己紹介してもらうっす。簡単でいいから、やってくださいね」

　和田の言葉に、途と端たんに面倒くさそうな視線がいくつもさまよった。

　まるでやる気がない。視線が飛び交い、そしてなにも聴こえなかったかのように、そっぽを向くか知らん顔をしている。

「ひ、人にはいっぱい聞いておいて、ひどいよ。こんなに分校、ひどいなんて……」

「……んー。あーあーあー」

　そんな沈ちん黙もくを破ったのは、先ほどくらみにぶつかってきた男子生徒、レヴァンだった。

「仕方ねえな。先陣、切ってやるか」

　周囲がさすが副委員長、とはやしたてる。一応は取りまとめ役らしかった。

「おれはレヴァン・シルベスっていうんだ。まあなんだ、来たからにはそれなりにがんばれや。聞きたいことがあったら、とりあえず教えてやる」

　レヴァンの言葉に、面倒くさそうな空気が少しだけ和やわらいだ。

　椅い子すを静かに引く音が聞こえて狛也とくらみがそちらを見ると、先ほどからずっとスプレーとブラシで髪型を削岩ドリルのように整えていた男子が、気取った笑みで白い歯を見せる。

「ふっ、僕の名は、ユーリ・ピコーダ。千英学園において最終兵器と呼ばれる、秘蔵の貴公子です。また今月も新しい風がやってきたのですね。若々しい獅し子しに、瑞みず々みずしい果実。辛つらいことや嫌なこと、それは多々あるかもしれませんが、共に本気になって、この学園を満まん喫きつしようではありませんか」

「くっひっひっひ」

　ユーリの言葉を鼻で笑う生徒がいた。

　狛也たちが目を向けると、レヴァンと喧嘩していた男子、ゲルドと呼ばれていた生徒が、机に脚あしを乗せながらにやけた笑みを浮かべている。

「おやおや。人が話しているときにどうしたのですかゲルドくん」

　ユーリが振り向くと、

「うるせえよ、この『噓うそつきバサラ』。何が本気だ。噓とホラとハッタリしかねえてめえが、ほざいてんじゃねーよ」

　他の生徒に比べて、ゲルドは特に態度が悪かった。

　机を二つ並べて、その上にさらに机と椅子を置いているのだ。その二段目の机に脚を乗せてふんぞり返り、暴ぼう虐ぎやくな王のように君臨している。

　他の生徒より、机一個分高い視点から罵ののしりの声を吐く光景。棘とげだらけの言葉。ユーリが肩をすくめるだけの寛かん容ような生徒でなかったら、再び喧嘩が生じるところだった。

「おい編入生」

　ゲルドが、机の上から尊そん大だいな態度で見下ろしてくる。












「いま着席したユーリってのには、注意するんだな。そいつはタヌキだぜ。口だけは達者に動くが、ここぞというときに『噓をつく』。そいつに頼ろうとすると痛い目に遭あう。気をつけるんだな」

　ゲルドはそう言って、にたにたと笑った。

　それで自己紹介は終わりだった。結局、和田の意を汲くんだのは、わずかに二人だけ。

　他の生徒は「あー面白かった」と呟き、それぞれに好き勝手なことをし始めた。トランプを取り出す者もいれば、おしゃべりを始める女子もいる。その程度ならまだ可愛い方で、「寮に戻ってエロ本読もうぜっ！」と教室を出て行く生徒たちもいた。

　ここにいるのは紛れもない英雄の子孫のはみ出し者。千英学園の生徒にもかかわらず、自覚のない問題児の集まりだ。

　ザキュラスが嫌悪感もあらわに説明していたのも頷ける。

　英雄の資格のない者たちが集まり、日々好き勝手しているのが分校というものらしい。

　それを、狛也は理解した。




　　　　　†　†




「……ど、どうしよう……」

　食堂に入って真っ先にくらみが口にしたのは、そんな困惑の声だった。

　すでに昼休み。散さん々ざん赤せき面めんものの質問に責せめられたくらみは、弱り顔のまま言葉を紡つむいでいく。

「あんなクラスで過ごせそうにないよ。む、無理だよ。どうして、あんな人たちばっかりなの……うう」

　翼をへろへろーと広げ、泣き言を呟く表情は悲ひ愴そうだった。しかしながら食堂でもバカ騒ぎをする生徒が多く、彼女の声はたちまち掻かき消けされてしまった。

　生徒の様子もおかしければ、授業も散々だった。

　教師の教え方はまあ普通だが、蛍光灯は絶たえず明めい滅めつしているので授業に集中できないし、ノートも取りづらい。廊下から異臭はするし、隣となりの席の生徒が早食い対決やらないかと誘ってきたり、あまりにフリーダムな光景だった。

「こ、こんなところで過ごすなんて、絶対に無理……。パパ、ママ、わたしが引ひき籠こもっちゃったら、ごめんなさい……」

　へたった翼が哀あい愁しゆうを誘さそう。水をやり忘れた草花のようだった。

「まあ気にするな。おいおい慣れていくだろう。それより、飯を食うのだ」

　狛也は苦笑気味に語りかける。

「こんなにおいしそうな匂いが漂ただよっているではないか。うまいものを食えば元気が出る。さあ、顔を上げ、食券を買うのだ」

　すると、テーブルに突っ伏していたくらみが、

「食券ってなに……？」

　どうやら辺境で暮らしていたらしく、食券を知らなかったので、狛也が説明すると、くらみは不安の覗のぞく声で言った。

「……これでご飯の味もダメだったら、最悪だよ……」

「それはボクも同感だな。嵐あらしが吹いていようと平然とボクは飯を食える自信はあるが、さすがに飯自体がまずいのは勘かん弁べんだ」

「……」

　返事をする気力も削がれたのか、ふらふらとした足取りで、くらみは食券販売機の方へ歩いていった。狛也も後に続く。

　すると。

　売り切れ、売り切れ、売り切れ、売り切れ、ボタンが壊れているのでこのメニューは作りません、売り切れ、売り切れ、ボタンが壊れているので作りません、売り切れ、売り切れ、売り切れ……。

　眼めに入ってくるのは売り切れという文字のバーゲンセール。数少ない例外的な文字は実質死んでいるメニューの証あかしで、そもそもこの食堂、うまいまずいの前に、きちんと機能しているのかすら怪しい。

「そ、そんな……」

　感電したかのように翼を広げて、くらみが食堂のおばさんのところへ駆け寄った。

「あの、きつねうどん一人前、お願いします……」

「ごめんなさいねえ、いまそれ売り切れ中なの。別のメニューにして頂ちよう戴だいね」

「え、じゃあ、あの……野菜サンドイッチを一人前……」

「ごめんなさいねえ、いまそれ売り切れ中なの。別のメニューにして頂戴ね」

　全てのメニューで同じように注文してみたが、返ってきたのは「ごめんなさいねえ、いまそれ売り切れ中なの。別のメニューにして頂戴ね」というものばかり。

「べ、別のメニューって……全部、ダメじゃないですか……」

　くらみはもう泣きそうだ。

「確か販売機の一番下の隅っこに、『ランダム弁当』というものがあるはずだから、それを食べて頂戴ね」

　そんな風に言われては仕方ない。くらみは販売機のところまでしょげながら戻っていった。狛也に向かい、

「もうこれしかない……」

「ああ、そのようだな」

　二人してそのボタンを凝視する。

「ただし、千三百円と書いてあるように見えるな」狛也が呟くと、

「そ、そう、見えるね……」くらみも同意した。

　どうする？　というように互いに視線を交し合う。

　千三百円。たかが昼食に、千三百円。いくらなんでも一食にこの値段はちょっと高すぎる。しかし見渡しても『売り切れ』『このボタンは（略）』ばかりなので、必然的に、これしか選ぶ余地は存在しない。

　仕方なく、くらみはびくびくしながらもボタンを押してランダム弁当を買ってみた。おばさんに食券を持っていき、弁当箱を受け取った。

　恐る恐る蓋ふたを開けて、出てきたのはカエルだった。

　くらみが思わず飛び上がる。つぶらな瞳で「ゲコ、ゲコ」と鳴いてくる緑の物体に、か細い悲鳴を上げて、よろめきながら駆け出して、窓を開けると翼を広げ、どこかへ飛んでいってしまった。

　普通なら振り返るくらいはするのだろうが、大半の生徒たちは自分たちのバカ話に夢中で気づいていない。風物詩なのだろう、一部すれ違った生徒たちだけがおかしそうに、くすくす笑っている。

「よお、散々だったな」

　くらみを見失って「ゲコー、ゲコー」と弁当箱の中でうろうろしていたカエルを狛也が弄もてあそんでいると、後ろからそんな声がかけられた。

「……レヴァンか」

　コンビニの袋を揺らして寄ってきたのは、狛也のクラスの副委員長だ。彼は狛也の手元を覗くなり、

「ランダム弁当は八割が実質ハズレで、ほとんど食えるものが出てこないんだ。まあ、金のムダだな。買うのは止やめて、普通のメニューを売り切れる前に注文するか、大人しく下界のコンビニに行った方がいい」

　忠告してくるレヴァンの手元からは焼きそばのいい匂いがする。山を下りた街にあるコンビニ弁当らしかった。

　二人で、同じテーブルに向かい合って座る。ついでにカエルは手に乗せたまま、狛也は改めてレヴァンの顔を見る。

「……で、初日の感想は？」

「人が教育を受けるには、あまりに劣れつ悪あくな環境だな」

「ははっ」

　その台詞せりふ、もう何度聞いたかわからない、というようにレヴァンは笑った。

「まあそうだよな。ひどい所だろう？　でも、お前なら分校で最後まで頑張れる気がするぜ。朝から見てたけどよ、あの羽撫崎はともかく、お前は結構な肝っ玉だ。あのゲルドを見て、余裕すら漂わせてやがる。どこの英雄の子孫だ？　できるなら友達になりたいもんだけど」

「あいにくと――」

　脳のう裏りでザキュラスの無邪気な笑顔と、相あい反はんする辛しん辣らつな口調を思い出しながら、狛也は答えた。

「『友達』は、しばらく作らないことにしたのだ」

「……ああ、なるほど」

　それで察さつしたのだろう。レヴァンも分校の生徒だ。ここへ送られてくる際の様々な経けい緯いを知っていてもおかしくない。それ以上は、追求してこなかった。

「ところで」

「あん？」

　狛也の声に、レヴァンが焼きそばを食べる手を止める。

「どうして、こんな状況のまま放っておかれてるのだ？　ここは勉強できる環境ではない。教師たちはなぜ改善しない？　キミたちだってそうだ。なぜ文句の一つも言わないのだ。それが不思議でならない」

　焼きそばを口に入れていたレヴァンが、黙った。一秒、二秒、三秒……沈黙したまま、狛也の手元のカエルを見つめている。

「……おれらは、英雄の子孫だろ？」

「そうだな」

「で、さっきものすげえ悲鳴を上げて出て行った羽撫崎くらみも、同類だろ？」

「そういえば、彼女は昼をどうするのだろうな」

「英雄の子孫を社会の中で生かしましょう、存分にその能力を駆く使しできるように技術を身につけましょう――ってのが、千英学園の存在理由だ。お前も、それで来たはずだ」

　狛也は頷うなずいた。

「海難事故が起きれば空と海を駆ける英雄の子孫が。雪山の遭難事故が起きれば吹雪ふぶきの中ですら踏とう破はできる英雄の末まつ裔えいが、活躍するわけだよな」

　狛也はカエルの頭を撫なでながら、また首を縦に振った。

「千英学園に来る奴らは、英雄推進プロジェクトに積極的な奴らだ。しかも、世界中から集まってる。普通の学生とは根本的なものが違う。なんとなく中学を卒業したから、なんとなくここへ来た。そんなのは一人もいねえ。お前もそうだろ？」

「無む論ろんだな」

　狛也にだって、成なし遂とげたい想いがある。幼なじみの少女をきっかけとした、自分の未み熟じゆくさと至いたらなさ。それがあって、ここにいる。

「そう、この学園に入った奴らは、志こころざしがあるはずなんだ。教師も、生徒もみんなそう。少なくとも入った当初は。……でもよ、分校があまりにひどい状況で、ここの連中は情熱を失っている。だからあんな有様なんだ」

「でも、初めからこうだったわけではないのだろう？」

　意図的にでもない限り、こんな有様にはならないはずだ。

　千英学園は、まだ創立二年目なのだ。そんな新しい学校で、ここまで怠たい惰だな校風になるはずがない。

「そりゃそうだ。意図的にしないと、こうはならねえよ」

「そうだろう。なら――」

「意図的じゃなければな」

　強調して、そう遮さえぎるレヴァンに狛也は黙り込む。かち、こち、と食堂の時計の音が妙みようにはっきり聞こえてくる。

　その合間に、うっすらと生じるのは信じられないという思い。

「……まさか」

　そんなことはあり得ないと思ってみても、可能性だけが口をついて出てしまう。

「初めから、こんな様子だったのか。分校は、去年――初年度のときから、こんな有様だったと」

「九く鳳ほう院いんジュリっていう、この学園の実質的な女王がいてさ」

　焼きそばを咀そ嚼しやくしながら、少しだけ間を空けて彼は続ける。

「ほら、千英学園は実験的な意味が強いだろ？　英雄の子孫が、どれだけ世の中に馴な染じめるか、適切な学生を育てることができるか、未知数なとこがあるじゃんか。だから後うしろ盾だてとして、九鳳院コンツェルンが出資して、いろんな支し援えんをしてるんだよ」

　九鳳院コンツェルンが金属工業の分野で発展した企業だということは、一般の人々でも知っている。

　英雄の子孫のために、その力を制御しやすい複製英装を多く開発、販売。さらにはその技術を応用して、レアメタルの加工技術や工作機械の開発など、一般の人々にも貢こう献けんできる、様々な工業分野にも手を伸ばしている。

　珍しいことに指導者が代々英雄の血を受うけ継つぐ者なので、そういった意味でも有名なのだ。世界の片隅で生活するのではなく、社会のど真ん中で注目を集める、英雄の子孫が束たばねている大企業。

「それが？」

「ハングリー精神って、あるじゃんか」

　唐とう突とつに、レヴァンは例え話を出してきた。

「惨みじめな環境から脱だつしたい、もっといい待遇の場所で、自分を高めたい。そんな欲求を生み出す精神。それと根本的には少しだけ似てるかもしれねえ」

「だから、それと分校のこんな有様と、どういう関係が……」

　そこで、狛也はハッとした。

「……まさか、あえて劣悪な場所を用意して、そこから抜け出そうとする生徒たちに強烈なエネルギーを生み出させ、爆発的な成長を促させる？」

「近いが、ちょっと違う。……ああ、例えが悪かったか。分校はメインじゃない。本校こそが本当の学まなび舎やなんだ。ここは、千英学園であって千英学園じゃない」

「まさか……」

　雷鳴のように閃ひらめくものがあった。

　英雄の子孫。来るべき更さらなる高みの世界。次世代を築きずくために作られた千英学園。本校。分校。ぐるぐる回って、形作る一つの結論。正気を疑うこの学園の真実。そのシステムは、自分たちの置かされた立場は、なんという――。

「おれたちは、捨て石なんだよ」

　自じ嘲ちようするような声音で、レヴァンが笑う。

「『分校はひど過ぎる。だから、あんなところへ落とされないように必死で勉強しよう』。そう本校生に思い込ませることで、驚異的な学習の意欲を湧かせる。それが九鳳院コンツェルンの――ジュリの狙ねらいさ」

「なんと……」

　続く言葉が出なかった。

　つまりは逆なのだ。分校という劣悪な環境から脱出させるのではなく、分校へと落ちたくない気持ちを起こさせることで、エネルギーを生み出させる。

　それが、この学園のシステム。

「学園の資金とか、宣伝とか、そのほか細々としたものも含めて、この学園は九鳳院コンツェルンの世話になりっぱなしだからな。だから、その社長令れい嬢じようで牽けん引いん役の九鳳院ジュリにも逆らうことはできねえんだ。表向きはともかく、実質はな」

「分校が、ひどい状態になっているのではない。ここは、元からこういう場所として作られた。この状態で、千英学園はうまく機能している、と？」

「そうだ。その通り」

　また嫌な話をしちまったなぁというように、レヴァンは疲れたような笑みを見せる。

「午前中の授業、半分も自習だっただろ？　蛍光灯の明かり、死にかけてたよな。鼻が曲がる臭いもしていたし、校舎の落書きもずっとそのままだ。教師たちだって、普通の学校ではクビ寸前の、下の下の連中ばっかりさ。そもそも、千英学園が十三歳から十八歳までの英雄の子孫を受け入れてるのも、表向きは特殊な学園だから、幅広く集めようってのが理由だが、本当はそうじゃねえ」

　嫌な予感がして狛也が黙ったままでいると、

「『捨て石』の数を、少しでも増やすためなんだ。学力なくていいですよ、未熟な面があってもいいですよと誘っておいて、入学したら『あなたは学園の求める基準に達していない』とかぬかして、分校に送り込む。それが現実だ。すべては、本校生を成長させるため。そんな理由でこの状況を意図的に維い持じさせてるんだ。九鳳院ジュリって女は」

　ひど過ぎる実態に、狛也は声を失う。あまりのシステムに、硬直する。

　生徒を完全に二つに分けて、一方は精せい鋭えいとして育て、残りはほとんど学習に適てきさない環境へ押し込める。それではレヴァンの言う通り捨て石ではないか。

「でもよ、それでもおれたちだって、将来の暮らしには困らないんだぜ」

　九鳳院ジュリに対する憤いきどおりを芽め生ばえさせていると、寂さびしそうな笑みを浮かべ、レヴァンは続ける。

「卒業まで黙だまって通っていれば、ここの卒業生というだけですごい待遇が約束されている。犠牲になってくれたお礼として、一定の援助を受ける権利がもらえる。さすがに遊んで暮らせるっていうわけにはいかないらしいけどよ。とりあえず、毎日食うには困らないよう卒業後に援えん助じよしてくれる……らしい。それを期待して、分校の奴らは通ってるんだ。おれも含めてな」

　だから、それまでの辛しん抱ぼうなんだ。

　力のない笑みで、レヴァンは言う。

　卒業までの辛抱。分校生はタチの悪いシステムの犠牲者には違いない。けれど、悪いことばかりじゃない。遊んでいてもいいし、勉強をするかどうかも自由。ただ本校の、捨て石になればいいだけだ。

　ジュリの側も、千英学園をなんとか軌き道どうに乗せたいという考えがある。根こん底ていはそれ。

　しかし、それでは――

　何のために入学したのか、わからなくなってしまう。
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　その無限の景色は夢の証。

　果てることのない雄大な空は、魂たましいの記憶にある遙か祖先の時代の光景だ。

　ゆるやかに流れる雲の威い容よう。燦さん々さんと降ふり注そそぐ、柔らかな日差し。空気は静せい謐ひつで澄すんでいて、踏みしめる地面はひび割れの一つもない。

　煌こう々こうと輝く太陽に照らされ、体の芯しんから指の先まで、活力の満ちる感覚。

　祝福するような、芳かんばしい風がどこからともなく吹いてくる。それを感じ、剣の柄つかを握り締め、戦士は振り返る。

　がんばれよ。

　必ず戻ってこい。

　終わったら酒でも交わそうぜ。

　遠い過去の祖先は、そうやって見送りを受け、凶悪な竜を、猛たけ々だけしい獣を、見上げるばかりの巨人を倒してきた。けれどあまりに大きな力は怪物を倒してからが問題で、持もて余あましたその英雄を人々はどう扱っていいのかが、わからなくなった。

　娘を嫁とつがせて自分のもとに縛り付けてしまうか。用心棒に雇やとって絶大な力を利用するか。村の守り神にしてしまうか。それともいっそ王にして、絶大な武力で他国を侵略するべきか――。

　様々な策さく謀ぼうがあった。

　味方に引き入れれば一騎当千。

　けれども、敵に回すと何より恐ろしい。

　人々は、英雄となった人間を取り合い、騙だまし、ときには災わざわいの中心として遠ざけるようになった。

　人をおびやかす怪物は倒した。

　けれど、それでワタシはどこに行けばいい。

　英雄は悩んだ。身分と過去を隠して、各地を転々と移り住んだ。しかし噂うわさというものはどこからともなく風のようにやってきて、新たな火種を生んでいく。

　当てもなく、先などわからぬ旅。安息の地を求め、英雄は広い荒野を進み往ゆく。

　時は流れ、いつしか子供も生まれ、培つちかった偉大な力は継承された。一度人々を救った力が、再び必要になると信じて。血を絶たやさぬよう、技術と研けん鑽さんの積まれた知識を受け継がせ、時はさらに流れゆく。

　長い、時の旅路。

　いつ終わるともわからない、隠いん者じやの歴史。




　幼き日。まだ声変わりもしていなかった頃の狛也は、幼なじみの少女に、そんな古代の夢を見たと言ったら、彼女はわくわくした顔を向けてきた。

「すごいのです、ハクヤ。その夢、とってもロマンチックなのですよ」

「そうだろうか。ボクには未み練れんを残した祖先の英雄が、怨おん念ねんみたいにしつこく映像を見せてるだけに思えてくる」

「そんなことはないのですよ」

　手を握り締めて、うっとりと彼女は言う。

「多分、応援してると思うのですよ、ハクヤのひいひいひい、えーと、ひいひいおじいちゃんは、」

「多分もっとひいひいをずっと付け足さないと駄目だろうが、何だ？」

「ひいひいひいかける百くらいのおじいちゃんは、応援してるのです。頑張れよ、平和な時代に生まれたのだから、自分たちとは違って、幸せを摑つかんでくれよ、と。多分、そんな風に思って、ハクヤを励ましているのです」

「だとしたらとんでもないことだな」

　狛也は小さく笑う。

「地上が超獣に支配されていた時代から、もうずいぶんと年月が経たっている。それなのに、夢にまで出てメッセージを残すとは。壮大な話だ」

「千年の想い、なのです」

　幼なじみの少女は宙を見つめながら、そう言った。

「自分にできなかったことをしてほしいのですよ。ハクヤのおじいちゃんは」

「……かもしれないな」

　狛也は、空を流れる雲を見上げる。

　天空の星となった遙かな時代の英雄たちは、いつか自分たちの血が報むくわれる日が来ると信じて、耐たえ忍しのんできた。ならば、どこかで誰かがそれに応えなければならない。

　あなたたちのしてきたことは、決して無駄なことではなかった。

　そう安心させるためにも。

　隠れて住まうだけの日々は、いつか終わりにしなければならない。

　今はもういない幼なじみの少女と手を繋つなぎながら、狛也はそう思っていた。
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　分校の寮りようだという建物の前で、狛也は立ち止まる。

　あの分校の所属の建物ゆえに、ここも校舎と同じく悲ひ惨さんな内装なのかと思った。けれど、予想とは違い、清せい潔けつな洋館だった。

　小綺麗な玄関に、白い廊下は目に優しい淡い光を放っている。南国感漂うアロマが気分を良くしてくれるし、何より清潔だ。埃一つ落ちていない。

　分校の校舎とは大違い、あまりの寮の綺麗さに狛也はびっくりする。もしかして、寮にはしっかりと管理する人がいるのだろうか？　ならば、後で挨拶に行かなければならないな。そんなことを思いつつ、狛也は自分の部屋の前に着いた。

「ボクの部屋は４０４か。どれどれ」

「えっと……わたしの部屋は４０４みたい。わあ、思ったよりいい部屋みたいわさ」

「ん？」

「……えっ？」

　狛也も、ほとんど同じタイミングでドアノブに手を掛けかけた翼の少女も、ぴたりと停止した。

「なぜくらみがここにいるのだ？　ここは男子寮。ボクに宛あてがわれた部屋なのだが」

「ど、どうして狛也くんがここにいるの……？　こ、ここは女子寮だよ。わたしの部屋があるはず……」

　互いに顔を付き合わせた。担任に渡された案内プリントを見て、何度も何度も自分の部屋番号を確認した。

　自分の頰をつねり、これが夢ではない現実だということを確認して――もう一度プリントを見た。

「な、なぜか同じ部屋って書いてあるよ……っ」

「なんと！　同じ部屋だとっ！」

　同時に叫ぶ。愕がく然ぜんとくらみが翼を広げて、大おお仰ぎような仕し草ぐさで狛也が飛びのいた。確かにそこに貼られているのは両者の名前。

　これから長きに渡り、起床も就寝も共にするルームメイトの名が刻まれている。

　背後から声が聞こえた。

「そういえば忘れていたっすけど、寮の部屋の数が足りないのでお二人とも同じ部屋でお願いしまっす」

　当たり前のように呟きながら歩いていく和田を、狛也もくらみも急いで追いかけた。

「ちょ、ちょっと待ってください、先生……っ！　こ、これはいったい、どういうことですか……っ？」

「ボクも質問です。普通、寮とは男と女で別々に分けるものじゃないですか」

「それなんすけどねー」

　面倒くさいなぁという顔で、和田は立ち止まる。

「分校側は予算も少なく急いで建てたものなので、男子寮と女子寮二つ作る余裕がなかったっす。他の生徒は、部屋だけは男女別々っすけど、もう余裕がないのでお二人だけ共同で使うことになったっす」

　バサバサドサッと、くらみの持っていた鞄かばんとプリントが床に散さん乱らんした。

　石のように硬直してぴくりとも動かないくらみ。かすかに口だけが動き、

「そ、そんな……公こう序じよ良りよう俗ぞくの規き範はんとか、いったいどうなってるわさ……」

　と呟くのみ。

「まあ、別に若いんだから不純異性交遊くらいはやってもいいっすが、寮の設備だけは、くれぐれも清潔に使ってくださいっす。分校の管理人は洗せん濯たくの女神と言われた英雄、モルジアナの子孫で、とても清潔好きっす。自分の管理下にある汚い建物を見ると発狂しますから。半年前に一度キレて、そのときは学園長が自みずから出向いて、なんとか収めたくらいっす。だからいいっすか、くれぐれも、くれぐれもきちんと大切に寮を使ってくださいっすね」

　片手を挙あげて「立つ鳥跡を濁にごさずっすよー」と言って去る和田に、狛也は笑ってしまった。

　隣で石地蔵になっているくらみを見るとちっとも笑えないが、とりあえず狛也はちらばった物を拾い、くらみを抱えて部屋の中に入った。

　部屋の間取りは、高校生が二人で暮らすにしては、まあ妥だ当とうな広さだった。奥には左右にスライドする大きな窓があり、その先にベランダがあり、鬱うつ蒼そうと茂しげった森の景色が見えている。

　窓の手前にはベッドが二つ。調度品は安物のテーブルくらい。

　換かん気きのために窓を少し開けて、それから石化したくらみをしばらく待ってみる。

「ほ、本当に、わたしは狛也くんと同じ部屋になるの……？」

「そのようだな」

　くらみが落としたプリントを整理して鞄に入れながら狛也が応じた。

「と、と、とんでもないことだよ。そんな、男子も女子も一緒に住まわせるなんて……わたし、どうすればいいの……」

「ふむ……」狛也はしばし思案して、

「だが、考えてみるがいい。確かに男女混合、同じ部屋で寝泊まりするのは良俗に反する。しかし忘れてはいないだろうか。我々は本来、男も女も一緒に住んでいたことをっ！」

「わ、わさ……!?」

「キミも翼が生えているとはいえ人間だ。そしてボクも裸でヒマラヤを踏破できるくらいには英雄だが人間だ。人間であるからには必ず生を与えてくれた存在がいて、幼い頃から、彼らに面倒を見てきてもらったはずなのだ！」

「そ、それは、まさか……っ」

　くらみが凝然と、目を大きく見開いた。

「そうだ、父親と母親だ！　普通、我々は、常に異性と同じ屋根の下で生活を共にしてきたはずではないかっ！」

「そ、その通りだよ……っ！」

「であるならば答えは簡単だっ！　羽撫崎くらみっ！　キミはボクのことを伊集院狛也ではなく、キミのお父さんだと思って接すればいいのだっ！」

「そ、そうか……その手があったんだね……っ！」

「パパと呼んでごらん」

「パパー……っ」

「声が小さいぞ！　そんなことではキミはボクの娘になれない！　もっと、声を大にして大きな声でっ！」

「パパ――っ」

「腹の底にっ！　力を込めてっ！　もっと――もっと大きな声でっ！」

「パパ――――っ！」

「そうだ、もっとだっ！　ボクは、キミのパパなのだ――っ！」

「パパ――――――っ!!」

　奇声に似た大声を上げた後で。

「……え、あの、この行為に、いったいなんの意味があるの……？」

「特に何もない」

「ええ……!?　じゃ、じゃあ意味もないのに変なこと言わせたの？」

「もちろん。強しいていうなら、父娘ごっこをしたかった」

「……ぶ、分校の人って、頭のおかしい人が多いよぅ……」

「では娘よ。久しぶりにパパと一緒にお風呂へ入ろうではないか」

「も、もうそれはいいよ……。それより、早く荷物を出して整理しないと……」

　途端に素すに戻るくらみに、狛也はいささか物足りなさを覚えながらも、ふざけるのをやめた。部屋には、本校の寮から送られてきた荷物が段ボールにまとめられて転がっている。それを片付けなければ何も始まらない。

　狛也は本や学園指定のコートなどを出していく。

「仕切りなどはどうするのだ？」

　テトラオルナの手入れ用具を取り出しながら、狛也が訊たずねた。

「……え？」

「だから今日からボクとキミ、二人でこの部屋を使うのだろう？　着替えなど見られたくない瞬間もあるではないか。カーテンなり何なり、仕切りがないと不便だろう」

「あ、そうか……うん、そうだね」

　重要な問題だった。仕切りがない方が男としては嬉しいのだが、ボケるよりもまず空気を読んだ。

　狛也は、備え付けのテーブルに筆記用具を置いてからカーテンを探してみた。立てかけていたテーブルの裏にハンガーはあったが、視界を遮れるようなものはない。結局くらみと相談し、二人して管理人の所へ行こうということになった。

「だが待てよ。カーテンの前に――そもそもこの部屋、きちんと機能するのだろうな」

「え、え？　どういうこと……？」

「ここは分校の寮だぞ。校舎がアレな分校の寮だぞ。内装は綺麗とはいえ……水道電気ガスその他もろもろ。どれだけまともに使えるか、怪あやしむべきではないのか？」

　言って、狛也はくらみを見つめた。彼女も、可愛らしい顔をひきつらせて見つめ返す。

「そ、そうだよね……」

　軽く表情を青ざめさせた彼女と共に、二人して玄関の方に駆け出していく。

「玄関の扉はきちんと閉まるか？」

「う、うん……きちんと閉まるし、学校のトイレみたいに、鍵かぎ掛けたら開かないこともない……」

「蛇じや口ぐちから水は問題なく出てくるのか？」

「……うん。問題ないみたい。ワインとか、血液とか、変なものが出ることもないし、人が飲めない味でもないよ。……やった、水が飲める。飲めるよ」

　その後二人は簡素な調度品やら床板やらベッドやら蛍光灯やら換かん気き扇せんやら、部屋にある一通りのものを片っ端から調べ上げていった。

　しかしなんとも奇跡なことに、「これはダメだ」というものはなく、まともで普通な品々に、二人は感動すらしていた。くらみなど、嬉しさのあまりさめざめと泣いている。

「す、すごい、人が普通に住める寮って、あったんだ……」

「いやー、校舎の方を見たときは、いったいどんな寮が待ち構えているかと思ったが、杞き憂ゆうだったな。これは良きかな良きかな」

「み、見てよ狛也くん。この出入り口のドア、普通に入ることができて、普通に出ることができるよ！　きちんと鍵を掛けることもできる。冷蔵庫は物を冷やすことができるし、床は底が抜けるなんてこともない。す、すごい。普通って、最高わさっ」

「でもベランダにはハチの巣があって、ぶんぶんハチが大量に飛んでいるのだがな」

「うわーん、たくさんのハチが窓に群むらがって怖いよー……！」

　とりあえず、窓は厳重に閉めることになった。

　そして二人は入寮の挨拶も兼ねて管理人室へ向かった。設備は良いがハチの巣は何とかするべきではという意見は――なぜか却下。色白で美人の管理人曰いわく、

「あたくしは自然の虫というものが大好きなの。雨風に負けず、気候に負けず、些さ細さいな不運にも屈くつしない。そんな自然の偉大な虫たちが、健けな気げに巣を作って平へい穏おんに暮らしている。素晴しい光景だわ。大体よ、考えてもみて。人様の勝手な都合だけで、彼らの平和を乱していいと思っているの？　それは冒ぼう瀆とくよ。だからハチの巣は、取っちゃ駄目」

「そ、そんな……わたしたちの平穏は、乱れてもいいんですか。あんまりです……」

　と嘆なげく、くらみをなんとかなだめて、とりあえずカーテンは取得した。やはり分校はしょせん分校。その寮を治める人間も、一筋縄ではいかないようだった。

　管理人室を出て、また自分たちの部屋に戻りながら、狛也はくらみに話しかける。

「まあそう悲観的に考えることもあるまい。ああいう人間は、一度味方にすればどこまでも力を貸してくれる人も多いのだ。今は機嫌を損そこねず、いずれ撤てつ去きよしてもらう方向にしておけばよかろう」

「……本当に、そうかな……」

　しかし、くらみはしょげた顔つきで、歩いていた。

「わたし、結構な無理を言って千英学園に編入したの……。本当は四月から入りたかったけど、六月になったのもそのせい。パパは反対してたし、英雄の子孫のママだってそうだった。色々押し切って、ここに来たんだよ。それなのに、こんな分校に落とされちゃって……。わたし、どうすればいいのか、わからないよ……」

　狛也は、とっさに返事ができなかった。

　そうだ、忘れていた。彼女だって、分校に落とされて困こん惑わくの只ただ中なかにあったのだ。

　狛也は幼なじみとの平穏を失ったことを糧かてとして、強きよう靭じんな精神力を身につけた。それで、動揺を極きよく限げんまで抑おさえてきた。けれど彼女にも同じように強い精神力があるとは、限らないではないか。

　くらみもきっと、英雄の子孫としての明るい未来のためにこの学園にやってきた。しかしその前に、分校という暗あん雲うんが立ちこめてしまった。クラスメイトは勉学に興味がないし、教師も投げやりだ。おまけに寮の部屋は男女共同ときている。

　ただでさえ、有翼人というのは稀け有うな存在。英雄の子孫の中で、二パーセントにも満たないのだと狛也は聞いたことがある。

　生まれ故郷で、差別に近い行為を受けて――それで悲しい出来事を経験した可能性。

　狛也は黙っていれば普通の人に見えるが、くらみはそうもいかない。その背にある翼を見て、綺麗だと感じるだけの人が、どれほどいるか。

　そして、もしかしたら、誰かから分校の存在意義を聞いた可能性もある。お先真っ暗で、それで不安定にならない方がどうかしている。

「――だが、しかし、それでもキミは、運がいい方だ」

「え……？」

　桃色の唇からか細い声が、漏れる。

「キミにとって唯ゆい一いつの幸運は、四月に入学したことではなく、この時期に入学したことだ。今ここにいる、このボクと一緒に入ったことだ」

　深く嚙かみ締しめるように、狛也は言う。

「前ぜん途とは多難。不安になることも、挫くじけそうになることもあるだろう。しかし臆おくすることはない。ボクが一緒なのだ。地獄に仏ほとけと思って、気楽にしていればいい」

　深い考えがあって、出た言葉ではなかった。

　けれど、口にしたことに後悔はなかった。この少女の悲しい顔は、見たくない。そう、狛也は感じてしまったのだ。

　――ハクヤ、すごいのです。

　古い記憶の少女の顔が脳裏にちらつく。あの幸せだった時間の終わりと同じようなことは、もう繰り返さない。

「……でも、そ、そんな、何を根こん拠きよに信じたらいいのか、わからないよ……」

　揺れる瞳で、くらみは言う。

「根拠などない。強いて言うならば、ボクがボクだからだ。それで十分。ボクが何とかする。キミとの繋がりを、大事にして頑張る。羽撫崎くらみ。キミは適当に、ボクを信じればいい」

　泣きそうな顔をして、くらみが笑ってきた。濡れ羽色をした見事な髪に、白く輝く大きな翼。

　本当は、もっと明るく笑える少女なのだと思う。

　けれど千英学園の残ざん酷こくなシステムによって、前途を閉ざされてしまった。ならばせめて、これ以上悲しい顔だけはさせたくない。

「――とはいえ、その前に、ちゃんとした自己紹介くらいはしておくべきだな」

　偶ぐう然ぜんの重なりで共に暮らすことになった同室の相方として。

　そういえばきちんとした挨拶をしていなかったことを思い出す。

「はじめまして、伊集院狛也です。これからよろしくお願いします」

　ゆっくりと、手を差し伸べて。

　わずかに戸と惑まどう少女に、狛也は笑顔を向ける。

「羽撫崎くらみ、です。これから、よろしくお願いします」

　廊下のど真ん中で、握手をする二人。それが、どこかこっけいで。

　二人は小さく吹き出しつつも、それでもしっかりと――手を握り合ったのだった。










　　　　第二章　大空の決意







　早朝の食堂で、複製英装を使って、女生徒がチャンバラごっこをしている。

　ポニーテールの小柄な女子と、髪をお団だん子ごにまとめた細身の女子の剣けん武ぶ劇げき。それを、狛はく也やは離れた席から眺ながめていた。

　英雄の子孫といえば、膨ぼう大だいな力の塊かたまりのようなもの。自分の力を試ためしてみたくなるときがある。ここは食堂なので激はげしく動き回るのは言語道断だが、分校の生徒たちにそんな常識は通じない。

　女子生徒らの体が縦じゆう横おう無む尽じんに動く。

　繊せん細さいで柔じゆう軟なんな四し肢しが、床を、壁かべを、天てん井じようを所狭しと駆かけ巡めぐっていく。複製英装の軌き道どうが弧こを描いた。応援なのか、女子生徒の周りで男子たちが声を上げている。

　あれはなんていう剣だろうか。槍やりも見たことがない。

　本校にいたときはザキュラスが使っていた水剣アケローンのように、知っている武器も多くあったのだが、分校の生徒の英装はマイナーなものばかりだ。

　偉大な英雄ほど、子孫も優秀になる傾けい向こうなのだろう。本校でゲイボルグやら村むら雨さめやらデュランダルやらを眺めていた頃が、懐なつかしい。

「ふむ……だが、さすがは英雄の血を受うけ継つぐ者たち。無む駄だに贅ぜい肉にくをつけているのはほとんどいないようだ」

　正直な話、今でもレヴァンの話はショックだった。

　分校が本校生の生いけ贄にえのようなシステムだったことには面食らったし、ひどく横暴な話だとも思った。しかし分校の生徒を色々調べてみたら、ジュリが分校システムを維い持じしている理由も、諸もろ手てを挙あげて賛さん成せいはできないが、ある意味わからなくもない。

　問題児が多いのだ。

　窓ガラスを壊す者や、ろくに授業を聞かない素そ行こう不ふ良りよう生徒だけではない。そもそも年齢相そう応おうの知識が足たりない生徒が多い。

　試しに、クラスの女子生徒に軽く話しかけてみたところ、

「なあ、この学園にはどうやら小テストがしょっちゅうあるらしいと聞いたのだが、本当なのか？」

「うーん、まあそうだねー」

　スカートの短いその女子生徒は軽そうに答え、狛也はさらに、

「どんな問題が出るのだ？　基本問題か、応用問題か」

「自分の名前の漢字の書き方とか、掛け算のやり方とか、そういう問題が多いかなぁ」

「ん？」

「五かける六は三十四とか、あー、あたしの名前、鈴すず木き緑みどりっていうんだけど、その名前の漢字の書き方とか、そういう問題が出てくるよ」

　嫌な予感がして狛也が自分の名前を書き、掛け算をいくつか暗あん唱しようしてみせると、

「わー、すごーい。伊い集じゆう院いんくんだっけ？　自分の名前を漢字で書けるんだー。九九も完かん璧ぺきに覚えてるんだねー。すごーい」

　とてもいい笑顔で褒ほめられた。

　また、ある女子生徒たちには、「子供の作り方って知ってるか？」と、セクハラじみた質問を投げかけてみたのだが、

「え？　子供って、竹の中から生まれてくるんじゃないの？」

「桃ももの中から出てくるって聞いた」

「コウノトリさんが運んでくれるって聞いたよ。偉えらいよねコウノトリさん！」

　というように、彼女たちはいったいどうやって千せん英えい学園に入学したのだろう、極きわめて謎なぞだった。

「あの、狛也くん……」

「ん？」

　やはり学力はどうでもよくて、本当に捨て石目的で集められたのだろうか――と考えていると、一緒に食事していたくらみが、ぎこちなく話しかけてきた。

「食堂に来てから、あの、ずっと女子の方を真顔で眺めてるけど、すごく不ぶ気き味みだからやめた方がいい、かも……」

「じー」

「だ、だから、せめて鼻の下伸のばしながらとか……にやにやとした笑いを口元に浮かべていれば、わたしもコメントのしようがあるけど……その、すごく真ま面じ目めな顔してると、どうしたらいいか分からないよ」

「なあ。あの槍を使っている女子、汗で下着が透すけているように見えないか？」

「も、もうやだよ分校……っ、ルームメイトがこんな人だなんて」

　顔を赤くして困ったようにうつむいてしまうくらみ。しかし狛也はのほほん顔。

　すでに、狛也は弁当を食べ終えていた。だからポケットからカード状の液体金属を出し、日につ課かも済すませてしまうことにする。

「な、何、それ」

　くらみがぼそりと聞く。

「これか？　ボクの愛用する複製英装。名を『テトラオルナＢＢ２５８』と言う」

「……カード？」

　くらみが惣そう菜ざいを飲み込んで、まじまじと訊きく。

「そ、それが……武器？」

「そのとおり。なんだ、くらみは使ってないのか？　複製英装。英雄の子孫は、自分に由ゆ来らいのある武器のレプリカを使うのが普通だろう？」

「う、うん……わたしの場合、祖先があんまり武ぶ勇ゆうを立てていなかったから……」

　くらみは曖あい昧まいに笑う。

「なるほど」

　黒いカード状のテトラオルナを指先でくるくる回しながら、狛也は呟つぶやいた。

　英雄の子孫といっても、それは大きく二種類に分けられる。

　ザキュラスの祖先、アキレスのように武勇を立てて英雄になった者を『武人』タイプ。一方で、奇跡を起こした偉人の末まつ裔えいを『聖人』タイプと分類している。

　大洪水や山火事、伝染病の脅きよう威いから人々を救った者たち。

　武力ではなく、奇跡を起こしたからこそ伝説となった人々。

　聖人に分類される英雄の子孫は、あまり英装に拘こだわらない。超獣との死闘の際、唯ゆい一いつ無二の相棒として英装を用もちいた武人タイプと違い、あくまでも人々を助ける補助具として利用した聖人たちは、英装に対する愛着は武人タイプより薄い。

　くらみは聖人タイプなのだろう。英雄の子孫の比率は、武人タイプが七割、聖人タイプが三割だと言われているが、翼つばさが生はえていて、なおかつ超獣を倒した英雄は極めて少ない。なにより複製英装すら持ってないので、典型的な聖人タイプと言えた。

　くらみは物もの珍めずらしそうに、まじまじとテトラオルナを見る。

「故郷に帰れば、わたしの家にもレプリカは置いてあるかもしれないけど……でも、わあ、すごいね。複製英装、初めて見た。これが、本当に武器になるの……？　こうしてると、普通の金属のカードにしか見えないね」

　興味の色を覗のぞかせるくらみに、狛也は微笑ほほえんで、黒いカードを前にかざしてみせる。

「剣の形のままだと、どうしてもかさばるからな。最近だと液体金属状のものを用い、小さな待機状態にして持ち運びするのが普通なのだ」

「すごいね……オリオン座が輝かがやいてそうな、冬の夜の色みたい……」

　わずかばかり、くらみは身を乗り出してくる。

「それじゃ狛也くんは、えっと、そのテトラオルナを使っていた人の子孫なの……？」

「違う」

　くらみはなんだか不思議そうな顔をした。

「……え、違うの？」

「ボクはひねくれものなのだ。本来ならば違う武器が伊集院家の英装なのだが、あえて何の縁えんもないテトラオルナを使っている」

　一いつ拍ぱく置おいて、

「ちなみにだが、この剣、じつは戦いには向かない剣なのだ。強度もないし威い力りよくもたいしたことない。何よりメンテナンスを一日五回はやらないと、待機状態から武器形態に戻すこともままならない欠けつ陥かん品ひんなのだ」

「え、ええ？　その心は……？」

「そっちの方がカッコいいからだ」

　くらみは弁当を食べるのも中断して、「うう……分校、こんな人ばっかりわさ……」と呟いた。昨日から顔に不安が表れすぎ、狛也が「無名の英雄なんて、そんなものだ」と笑うが、彼女は困った顔をするばかりだった。

　くらみがもそもそと朝食の弁当を食べることを再開したので、先に食べ終えていた狛也は愛剣の手入れに取り掛かることにする。

　目薬に似た容器を取り出し、塗ぬり薬を取り出す。紙で何度かカードを撫なでた後、しばらく作業に没ぼつ頭とうする。

　濁にごっていた夜色のカードが、光を取り戻した。それを誇ほこらしげに、かざしていく。

　武器の名前と形式番を呟くと、光が瞬またたき、小さな粒子が空気中に漂ただよった。渦うずを巻きながら剣の形態を取るテトラオルナＢＢ２５８の様子に、くらみがちらっと視線を向けてくる。

「そういえば、くらみ」

「……え？」

「キミは時々言葉の最後に、『わさ』などと付けるときがあるが、あれはなんだ？」

「え……あ、その……」

　もじもじと手を動かしつつ彼女は目を泳がせた。

「えっと、村の伝統……」

　蚊かの鳴なくような声だった。

「ん？　べんとう？」

「そ、そうじゃなくて……っ、で、伝統。わたしの住んでいた村、魔ま除よけの言葉の名残なごりで、いつもそう言ってたの」

「ほう」

「背中に翼がある英雄たちの、末裔ばかりが集まった村で……それで、迫害された歴史があるから。不幸を退しりぞける言葉が、伝わったんだって」

「なるほど。村規模での安あん寧ねいの呪じゆ文もんというわけか」

「そ、そこまで、大げさなものじゃないけど……」

　目を逸そらし、そわそわしながら、くらみは言う。

「でも、普通の人も通う幼稚園に入ったら、少しからかわれて……。それから、つい出る時もあるけど、あんまり使ってない……」

「ふむ。そんなものか。まあ確かに、人というのは『他と違う』存在に、敏感だからな」

　くらみが再び黙ってしまったので、食堂の騒ぎが一層大きく聞こえる。外を駆け回る遊びでもしているのか、窓の外側からも大きな喝かつ采さいがここにまで届いてくる。

　狛也も、小学校と中学校は一般の子供と同じ学まなび舎やに通っていた。

　しかし徐じよ々じよに英雄の子孫としての能力が目立ってくると、生徒も、教師たちも狛也の扱あつかいに困っていった。

　かつては英雄の子孫は異い分ぶん子し過ぎるから、普通の人々とは関わってはならないとする決まりもあったらしい。しかし性別や人種の壁と同じく平等を重んじる思想が広まったことで、『とりあえず』英雄の子孫への差別も禁じられるようになった。

　けれど、あくまでもとりあえずなのだ。通学や就しゆう労ろうの権利が認められても、腫はれ物ものに触さわるような扱いは続いている。それは自然と辺へん境きようでの暮らしや、同類だけの集団生活に繋つながる。

　そんな実情の英雄の子孫が多い中、狛也にとって何より幸運だったのは、幼おさななじみの少女と出会えたこと――。

　頭に浮かんだ笑顔の幻影を、狛也はわずかに頭を振って散らす。

　ふと視線を移すと、くらみが紙コップに入った水を飲んでいた。

　サラダのマヨネーズがほんの少しだけ唇くちびるの端はしにくっついている。なんとも微笑ましい光景だった。それを何気なく眺めていた狛也は、

「くらみ。ちょっと、剣に向かって何か台詞せりふを吐はいてみてくれないか」

「……え？」

「テトラオルナが正常に機能するか試してみたいのだ。何か、言ってくれ」

「そ、そんなこと言われても……何を言えばいいかわからないよ」

　くらみが目を泳がせて翼をそわそわさせている。

「昔付けられた恥はずかしいニックネームでいいから言ってくれ」

「む、無理だよ、そんなこと、言えないよ……っ」

　くらみが頰ほおを染めてもじもじしているので、仕方なく、狛也は生徒手帳のメモ欄らんを引きちぎった。そこにさらさらと短い文章を書いて、それをくらみに読ませる。

「え、えっと……『おっはよ～、朝だわさ～』。あの、こういう感じかな……？」

「良い。完璧だ」

　言って、狛也はテトラオルナの柄えを数秒の間いじっていた。頰を緩ゆるめてにやにやしたまま操作を終えると、悪戯いたずらを成功させた子供のような顔をして言った。

「よしこれで録ろく音おんは成功した。明日から毎日、今の台詞でボクは目覚めるとしよう」

「え、ええ……!?　そんな、ちょっと待って、目覚めるも何も、同じ部屋だよっ。ど、どうしてそんな恥ずかしい声でわたしも起きなくちゃいけないの？　け、消して！　今すぐ、消してっ」

「永久保存ボイスに登録してしまった。もはやダンプカーに轢ひかれても、初期化してもこの音声だけは生き残る」

　くらみの顔が赤くなって青くなって白くなって、最後には紫色になった。彼女には悪いが、ちょっと面おも白しろい。狛也はなだめる言葉をいくつか吐いたが、くらみは頰を膨ふくらませて弁当を食べるのに専念してしまった。ちょっと悪ふざけが過ぎたようだった。

「よお、お前ら。昨日は大丈夫だったか？」

　狛也がくらみに謝罪の言葉をかけていると、焼きそばの香りが漂ってきた。

　レヴァンだ。青のりがたっぷり載のった焼きそばを持って、未いまだチャンバラが続いている横を通り過ぎながら近づいてくる。

「昨日の事と言うと？」

　くらみはまだ頰をリスのように膨らませているので、狛也が問い返す。

「いや、おれはそのとき街の方行っててよくは知らないんだが、何でも分校寮で、『もっとだ、もっと大きな声でパパと呼べーっ』だの、『パパーっ、パパ――っ！』だの、そんな奇声を撒まき散ちらしていた新入りがいたそうじゃねえか。気味悪くなかったか？　散さん々ざんだったな」

「ごほんごほんごほっ、ごほっ！」

　くらみがむせた。体を曲げ盛せい大だいに咳せき込こむ彼女に、レヴァンは怪け訝げんな目を向ける。

「どした。大丈夫か？」

「ごほっ……だ、大丈夫、だいじょうぶ……」

　片手で手を差し出して大丈夫のジェスチャーをするくらみ。一方、狛也の方はといえば、

「ほう。そんなことをしていた輩やからがいたのか。迷惑な話だな」

　すっとぼけた顔で、剣の柄つかを撫でている。

「まったくなあ、分校に来た大たい概がいの奴やつの反応って言えば、あまりのひどさにショックを受けて部屋に閉じこもるか、教師に食って掛かるか、茫ぼう然ぜんとするかのどれかだったんだけどよ。いきなりルームメイトと父娘プレイする奴は聞いたことがねえよ。とんでもねえ編入生が今月は来たもんだな」

「まったくもって、ひどい話だな」

　素そ知しらぬ顔で言う狛也。

「あと、これもそのとき寮にいなかったからおれは知らないが、同じ時間帯に『ドアに鍵が掛けられて最高！』だの『冷蔵庫で物が冷やせるなんて素敵！』だの、すんげえ当たり前なことで奇声あげてた生徒がいたらしいな。そっちもろくでもねえ編入生だぜ」

「ごほんごほんごほんっ！　れ、レンコンの煮物が、入ってはいけない器官に……っ」

「本当に大丈夫かよ？」

　心配そうに声をかけるレヴァンに、くらみは涙目になりながらも手を差し出して平気、平気のアピール。隣となりで狛也は知らん顔をしている。

　食堂では、相変わらず女子たちの剣けん戟げきが続いていた。汗と、火花が飛び散り、時折女子のスカートがめくれ、白だのピンクだのといった布が見えている。そのたび、周りの男子どもから「ブラボーっ！」と歓声が上がるが、まったくもって不健全な光景だった。

「あ、そういやお前らに、言い忘れていたことがあったんだ」

　くらみがようやく落ち着いたのを見計らい、また焼きそばを食べていたレヴァンが、切り出してくる。

「――『昇進試験』のこと、和わ田だセンから説明されたか？」

「昇進試験？」

　レヴァンはあの担任教師のことを和田センと呼んでいるのか。意外に慕したわれているのだろうか――と思いながら、狛也は聞き入る。

「毎月、決まった日付でやってんだ。分校に落とされた生徒が、本校に上がるために用意された特別試験。それに、受かればどうなると思う？」

「昇進だと？　――まさか、本校に復帰できるのか？」

　思わず目を瞠みはる狛也に、レヴァンは軽く頷うなずく。

「その通り。規定されたルールの下、本校生との勝負に勝つ。あるいは誰だれが見ても素晴らしい試合内容を昇進試験で見せつければ、本校に戻ることができる。……らしい」

「ら、らしいって、どういうこと……？」

　真剣な面おも持もちで、くらみが身を乗り出す。

「前例がねえんだ。毎月昇進試験は行われているが、開校以来十四ヶ月、一人も突破したことがない。本校生相手の試合は、あまりに厳きびし過ぎてな。だから、まあ、ほとんど形だけあるような試験なんだが……そのうち、和田センから話を聞かされるかもな」

「昇進――試験」

　狛也は口の中で呟いた。

　分校から、抜け出すことができる？　この、奈な落らくの底のような環境から？

　思わず視線を交す狛也とくらみに、レヴァンは苦笑を見せる。

「ああ、いや、変な期待持たせちまって悪いが……やめておけ。昨日、狛也には言ったけどよ。ここは分校なんだ。本校生に、『あそこにだけは行きたくない』って思わせる場所。試験に裏工作、不利な条件付けなんかは当たり前。ただでさえ本校生は実力が高いのに、昇進試験を受験して、受かるなんてことはできねえよ」

「で、でも……そういう試験があるなら……その昇進試験に賭かけてみるのも、いいんじゃないかな……」

　おずおずと、くらみが口を出す。

「そう。その考えだけなら正しい。だけどよ、そう思って挑戦した奴らがいたんだが、本校に行けた奴はいなかった。……これがどういうことを示すか、わかるよな？」

　狛也はレヴァンを見た。くらみも同様だ。

「やらなければ良かったって思えるくらい、難しいんだよ」

　一字一句はっきりと、レヴァンは言う。

「おれら一年生だけじゃねえ。今の二年生だってことごとく駄だ目めだったんだ。去年から今月まで、昇進試験は月に二回ずつ行われた。けどよ、合格者は出なかった」

　頭の中で、ゆらゆらと昇進試験という言葉が踊おどっていた。

　創立して一年と少しの間、分校生は昇進試験に挑戦して、誰も受からなかった。それはつまり本当に名目だけであって、実質的には存在しないのと同じことではないか。

　突然にレヴァンからもたらされた情報に、うまく考えがまとまらない。

「まあ、そうは言っても……」

　思案する二人の前で、レヴァンは好奇の目を狛也へと向ける。

「もしも受けるならよ、狛也、お前には少しは期待しているぜ？　身のこなしから見ると、それなりに『やれる』と見た。武人タイプの昇進試合は、武器を交まじえての模も擬ぎ戦闘。お前が武器を使いこなすタイプか、フォリスで圧あつ倒とうするタイプか知らねえが、まあ、いいとこまでいくかもな」

「――あ、あの、フォリスって、なに？」

　くらみのひと言に、狛也もレヴァンも目を瞬しばたたかせ、顔を見合わせた。

「ふむ、そうか、くらみはフォリスも知らなかったのか。珍しいな」

「うん、ママも、村の人たちも、飛ぶだけだったから……」

「フォリスってのはラゾンを操あやつることだ。俺おれも小さい頃は、扱いに苦労したもんだぜ」

　とレヴァン。

「ラゾンって、なに？」

　また尋たずねるくらみに、狛也もレヴァンも互たがいに顔を見合わせる。

「……あー、ラゾンとは何かだと？　んーと」

「ラゾンというのはフォリスに必要なものだな」

　きっぱりと狛也が言う。

「え？　あの、でもそれだとつまり、フォリスって何になるの……？」

「だからラゾンを操ることだな」

「ラゾンを操ることじゃねーの」

「……」

　だからそんな専門用語、ループしてるとわけがわからないよ、とくらみは言うが、狛也もレヴァンも、そんなもん常識じゃん、なあ？　ラゾンはフォリスになりフォリスはラゾンからと決まっているではないか、と二人して不思議そうにくらみを見つめる。

　その説明、間違ってはいないのだろうけれど、わかる人にしかわからない回答を説明とは言わないよ、とくらみが困り果てた頃ころ。

「ふふ、つまりですね、フォリスとは世界の構成粒子を操る行為なんですね」

　皆が一いつ斉せいに振り返った。

「わ、わ、いつの間に」

「てめえユーリ、いきなり現れんな。もっと普通に登場しろ」

「気配も臭いもなかったな」

　現れたのはユーリ・ピコーダ。ぷしゅーぴゅーと絶たえず髪型を整える、一ひと際きわ異い彩さいを放つ生徒だった。

　手にある整髪スプレーとブラシ。削さく岩がんドリルみたいな髪型を整えるのを止やめると死んでしまうのではないかとばかりに、ぷしゅーと吹きかけ、サッサッと前髪を撫でつける彼は、滑なめらかな口調で、頼まれてもいないのに説明を始めた。

「話を聞いた限り、くらみさんの村は迫害を受けた歴史があるのでフォリスを使うことを律したのでしょうね。要は、『ラゾン』とは万物の構成物質なんです。レヴァンくんのその割わり箸ばし、伊集院くんのその弁当箱、くらみさんが着けているブラジャー。この世のありとあらゆる物質は、ラゾンと呼ばれる極ごく小しようの粒子でできており、それがたくさん集まって、形作られているわけですね」

「ど、どうしてわたしだけ、下着を引き合いに出されたの……？」

　ユーリは構わず続けていく。

「大気に漂う無数のラゾン、あるいは自分の中にある生命エネルギーとでも言うべきラゾンを、丹たん念ねんに練ねり上あげて活かつ性せい化かさせ、様々な現象を引き起こす技術。それを、フォリスと名づけているのですよ」

「へえー」とはレヴァンの声。

「これで一つ賢かしこくなったな」とは狛也の言葉だ。

「……」

　もしかしてこの二人、感覚的にわかっていただけで、じつはフォリスが何たるかよくわかっていなかったのでは？　とくらみは疑いの目つきで見る。

「フォリスは万物を操り、利用する技術なのです」

　ユーリが構わず講こう釈しやくを続ける。

「最近の複製英装は、液体金属、通称『ＬｉＭリム』に向かって具ぐ現げん音おんを発するか、指紋照合することで武器形態へと変化しますが、これも形状変化のフォリスを用いているからこそできる技術なんですね」

　自分に酔よっているのか、明後日あさつての方向を見ながら講釈を垂たれるユーリ。

「九く鳳ほう院いんジュリが髪を自動で動かしているのはその一例。より正確に表現するならば、フォリスとは世界への干かん渉しよう。事実の書き換え。火の玉の生成から、時間の改かい竄ざんまで、極めれば『不可能な事などない』。ふふっ。英雄の子孫は元来、聖人タイプですら常人を上回る身体能力を持っていますが、これほどの技術をも宿しているとは、なんとも素晴らしいではありませんか」

「……そういう話を聞くと、英雄の子孫も、フォリスもすごそうだね」

　くらみが翼をひょこひょこさせて感心する。

「まあでも、最近の僕はもっぱら女子生徒の着替えを覗くために、フォリスを使っていますけどね」

「え、ええ……!?　そんなこと、いけないよ……っ」

「まあ、噓うそですけど」

　おかしそうに笑って、片手から狐きつね型のキャラクターを模もした炎を出現させると、ユーリはまたプシューと髪にスプレーを噴ふきかけ、去っていった。

　整髪スプレーの使いすぎで、腐くさった生ゴミのような匂いが辺りに漂っている。いてもいなくても、鬱うつ陶とうしい生徒だった。

「す、すごい人だね」

　乾かわいた笑いで、くらみが呟く。ユーリが作っていった炎の狐が、ウインクしながらテーブルの上を駆ける。

「気にすんな。こんな所だよ、分校は」

　レヴァンは虚こ空くうから草でできた狸たぬきを出現させると、炎の狐にぶつけて相そう殺さいする。

「ユーリほどぶっ飛んだのは珍しいけどよ、似たようなのはごろごろしてる。アホばっかだぜここは。……まあ、ある意味で、九鳳院ジュリが分校システムを作り出したことは正しい。英雄の子孫は、必ずしも人間社会に適てき応おうできる奴ばかりじゃないからな」

　言って、レヴァンは狛也とくらみに意味ありげな視線を向ける。

「だから、本当に本校に戻りたいってんなら、昇進試験に挑戦してみるのもいい。別にペナルティもないしな。やれるだけやってみろ。それで駄目だったら、そのときはそのときだ」

　昇進試験。

　受かれば本校に戻ることができるという、分校生に残された希望の光。しかし、今まで受かった者は誰一人としていない高い壁。

　挑戦と挫ざ折せつという二つの言葉。それが、雑談と剣戟ひしめく食堂の中で、いつまでも夢のように回っている。どうするべきか。無視するべきなのか、迷ってしまう。

　狛也もくらみも、フォリスでできた草の狸と炎の狐が散ちっていくのを見つめながら、しばらく考え込んでいた。
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　記憶が正しければ、それは小学校の授業参観の直後だったように狛也は思う。

　放課後の教室。まだ幼なじみの少女が隣にいた淡あわい過去。狛也は伊集院家のことについて、聞かれたのだ。

「他の子の親はデパートの店員だったり、銀行員だったり、有名なケーキを作る職人って聞いたのです。そういえばハクヤのお父さんは、どうして山の隅すみっこで道場を開いているのですか？」

　夕陽がまんべんなく校舎を照らす放課後、開けた窓から注そそぐ光が幼なじみの少女を金色に染め、いつもよりどこか神秘的で幻想的な、雰ふん囲い気きを作り出す。

「ハクヤのお父さん、最近はストーカーに遭あったという女性が護身術を学ぶために来たくらいで、他に客が来ないと言っていたのです。これではいつまでも貧びん乏ぼうなままだと、笑いながら言っていました。不思議なのです。どうしてもっと、お金がもらえる普通の仕事をしないのですか？」

　今思えば、自分の家をはっきり異質だと意識させられた初めての機会だった。

「……たぶん、それしか選せん択たく肢しがないからだ」

「え？」

「英雄の子孫は、ずっと耐たえている。強い力を、必死に抑おさえつけている。いまさら『普通』には戻れない。この力は、呪いみたいなものなのだ。ミサイルが自転車と一緒に、仲良く走るわけにはいかないのだよ」

「そうなの、ですか」

　英雄の子孫というものが特別で、普通の人々など軽く越こえる能力を持っていて、だからこそ普通ではいられない――孤独のような感情を、そのとき狛也は自覚した。

　幼なじみの少女は、差別といったものに疎うとい性格だった。自分とは違うものにも、分わけ隔へだてなく接していた。

　それは彼女の長所で、だからこそ狛也がいくら強い力を見せようとも「すごいのです、ハクヤ」と喜んでいたが――思えば彼女はひどく珍しい部類だったのだと、後になって狛也は知ることになる。

　小学校の学年が上がり、さらに周りが見えるようになってから、曖昧だった認識を改めた。

　英雄の子孫は、普通に人間と暮らしていくにはあまりに強い力を宿している。フォリスという、かつて竜や魔獣、巨人を滅ほろぼした力が強大すぎるのだ。

　普通の仕事をしないのではない。できないのだ――狛也はだからこそ、満を持じして出現した千英学園へ、期待を抱いだいていた――。
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「あ、そういや狛也、羽う撫ぶ崎さき。お前らに耳みみ栓せん買っておけって言うの忘れてた」

「耳栓？」

　食堂から教室に戻り、一時間目が自習だと知らされた後。レヴァンがそんなことを言いながら寄ってきた。

「いや……昨日はたまたま定休日で平気だったんだけどよ、月曜と水曜と金曜のこの時間、分校では校舎を作る工事が行われるんだ。その騒そう音おんがうるさくて……それで、耳栓が必要になるって話」

「ほう、工事があるのか」

　狛也に頷きながら、レヴァンは狛也の後ろの席でせっせとノートに数式を書き込んでいるくらみを眺めながら続けた。

「一年生校舎と二年生校舎はもうできてるんだが――千英学園は急きゆう造ぞうだからな。本校はともかく、分校側の三年生の校舎はまだできてないんだ。その弊へい害がいってやつだ。うるせえ建築音がガンガン響いてくる。死者でも起きるぜ」

　今現在、分校校舎は上から見れば『工』の字だが、本来なら『王』の字になるらしい。その足りない分を造つくっている最中という話だが、そこへくらみが不安そうに問いかける。

「え、あの……つまり、この目に優しくない蛍けい光こう灯とうの点滅と、何かよくわからない焦こげた金属みたいな臭においの他に、ひどい騒音まで襲ってくるの……？」

「その通りだ。どうでもいいけど、お前、字が下へ手ただな」

「ほ、放っておいてよ……っ」

　くらみが胸の前でノートを抱きしめて隠そうとする。騒さわぐ二人を尻しり目めに、狛也は教室の様子を眺めてみた。

　クラスメイトが鞄かばんの中や、ポケットから何かを取り出していた。整髪スプレーを使っていたユーリもその手を止めて、何かを取り出そうとしている。そもそもゲルドなどは、姿すら見当たらなかった。逃げ出す生徒がいるほど、相当ひどい音がするらしい。

　狛也の視線の先に気がついたくらみが慌あわてる。

「え……こ、これ、只ただ事ごとじゃないよ……」

「そのようだ。死者も飛び起きるという騒音。耳栓は買わねばならないようだな」

「そ、そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合じゃないよ、それなら、早く買いにいかないと。えっと、購こう買ばいはどこ……？　今から行って、間に合う？」

「んーと、二箇所あるが、近いのはこの校舎の二階だ。階段降りていって見える表札に、手書きで購買部って書いてあるから、そこに、」




「うわあ、本当に落書きだらけだね。信じられないよ」




　ひどく棘とげのある声がした。

　レヴァンの声を遮さえぎるように、見下しと蔑さげすみの混じった、せせら笑うような言葉と妙みように明るい声が、廊下から聞こえてきた。

「しまった……」

　レヴァンが呻うめく。

「今日は『視し察さつ』だったのか……」

「何これ、蛍光灯、どこも切れ掛かってるじゃん」「壁がひび割れすぎて、鉄てつ骨こつが丸見えのところがあるよ。みっともないもんだね」「それよりさっきの教室、見た？　学校で人生ゲームやってるよ。そんなことやってるから人生終わってるんだよ」「あー、それ、言えてる」

　教室にいた生徒たちの様子が変わった。トランプやゲーム機をいじっていた連中が外界を遮しや断だんするように身を丸くしたのが見えた。それを見て狛也は悟さとる。廊下から聞こえてきた声は分校生のものではない。

「ど、どういうこと……？　誰が来るの？」

「……あれは、本校生だ」

　廊下を見ながら不安そうにたずねるくらみに答えるレヴァンの声は、苦にが々にがしい。

「新しく編入した生徒たちに、分校がどんだけひどい有あり様さまかあざ笑うために時々やるんだ。それが視察だ……くそがっ」

　言っている間にも、本校生の声は近くなってくる。

　校舎の端から端まで順じゆん繰ぐりに見て歩くつもりなのだ。分校システムは、分校に行きたくないという心情を育はぐくませるために作られた。考えてみれば、分校のどうしようもない様子を見て回らせるのが一番手っ取り早い。

　しかし――。

「うわー見て見てこのクラス。今までで一番冴さえない顔！」

「本当！　みっともない。寝ね癖ぐせも直してないし、身だしなみのミの字もない」

「口の端に歯磨き粉がついてるのってどうなの。こんな風にだけはなりたくないね」

　容よう赦しやのない本校生たちの言葉に、クラスの面々が顔を強こわ張ばらせる。ついに狛也たちのクラスの前にまで、彼らはやってきた。その表情には、蔑みの色があった。

「ひどい光景だな」

　狛也が眉まゆをわずかに歪ゆがめて、立ち上がろうとする。

「やめとけ」レヴァンがその手を取った。

「なぜだ？　あのようなことを言われて悔しくないのか？　同じ千英学園の生徒だろう。少し注意をしてくる」

「気持ちはわかる。けどよ、やめておけ」

　それでもレヴァンは首を振って、止めようとする。

「しかし、彼らの所業、このまま見み過すごすわけにもいかんだろう」

「……いいから。やめておけ」

　温度の変わった声に、狛也はようやく黙だまった。

　レヴァンの言葉にではなく、その裏に潜ひそんでいる感情に黙り込んだのだ。

　それは――悔しさと情けなさ、諦あきらめの入り混じった複雑な色。かつて同じような経験をした、苦みのある響きだ。何度も耐えてきた、苦く渋じゆうの色が見え隠れする。

　前にも同じことがあったのか？　狛也は考える。いや、本当にその通りなのだ。レヴァンもクラスの面々も、この二ヶ月の間に散々心ない言葉に晒さらされてきたからこそ、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「な、言っただろみんな。分校は、おれの言う通りなんですよ」

「――っ！」

　追い討ちをかけるように響いた声に硬直する。気安い言葉と丁てい寧ねいな言葉の混こん在ざいした話し方に、狛也は振り返る。

「ザキュラスくんの言う通りだったわ。分校の生徒って、情けないのが多いのね」

「――まさか」

　かつて友となるはずだった生徒。ザキュラスがそこにいた。

　ザキュラスは狛也のクラスメイトたちの顔を指さし示しめしながら、

「それにしても、ほら見てください。みんな冴えない顔をしているだろ？　空気も何だか毒ガスでも撒いたような変な臭い。気のせいではありません。くずカゴの中で生活してる人間は、体臭もドブネズミみたいに変化するんだ。嫌ですよね、こんなところ」

「ほんとう。蛍光灯はちらちら消えかかってるし、これでよく勉強できるわねっ！」

「勉強なんてしないんじゃないの？　英語もきっと、Thisしかわからないような奴ばっかりなのよ」

　確かに自分の名前を漢字で書けない生徒もいるのだが、それにしてもザキュラスらの言葉は容赦のないものだった。クラスの面々が揃そろって身を丸くするのもわかる。彼らは本当に、分校の現状を見て笑っているだけなのだ。

　能力がないから悪い見本として落とされる。適応力が低いからここにいる。期待を背負う千英学園の光と影。そのはっきりとした実態に、狛也の顔は自然と強張っていく。

　レヴァンが苦い顔をしていて、クラスの面々が一斉に黙り込んでいる光景。くらみはぶるぶると怯おびえた表情をしている。

　このような景色が英雄の子孫の夜明けに必要だと、九鳳院コンツェルンは本気で思っているのだろうか？

　だとすれば九鳳院ジュリは歪んでいる。こんな、生徒が生徒を蔑みの目で見て、一方が必死でそれに耐えるなど、根底からして間違っている。

　狛也は思わず立ち上がった。それに気づいたレヴァンが慌てて「馬鹿、やめろ」と制止しようとしたが――。

「だめ。しずかにして」

　懇こん願がんのこもる少女の声が響き渡った。

　本校生たちが急に黙り込む。風のように突き進んでいった小さな体に、皆が注目する。

「そのいいかた、よくない。みんな、めいわく。よくないきぶん。だから、やめて」

　本校生の前に立たち塞ふさがったのは、ひどく小柄な女子だった。

　身長だけみれば、小学生と間違われても仕方がないような小さな体たい軀く。

　髪の大きなリボンがそれに拍車をかけている。猫の耳のような大きくファンシーなリボン。人形にでもつけておくのが相応ふさわしいような、可か愛わいらしいと思えるデザインが幼さを助長して、無む邪じや気きな子供っぽさを付け加えている。

「――黄き谷たにアイリス」

　しんと水を打ったかのように静まり返る中で、誰かが呟いた。それが、飛び出した小さな彼女の名前なのだろう。

「ひとのわるくち、だめ。みんな、きぶんわるい。いいこと、なにもない。だから、やめて」

　あまりにも場違いな小さな姿に、さすがの本校生たちも毒気を抜かれたように顔を見合わせたが、次の瞬間色めき立った。

「うわあ、すっごくかわいい！」「しかも片かた言こと！　なにこの子っ！」「馬鹿な……おれ、清せい楚そでおしとやかなお嬢さまが好みなのに、イケない趣味にはまりそう……」「ちょ、ちょっときみ、僕に向かって『おにいちゃん』と呼んでみてくれないかなっ」

「おにいちゃん」

『うおおおおっ！』

　何人かの生徒が身み悶もだえして床を転がって、抑えられない声を発するが、一部の本校生はそれでも、「で、でも分校の生徒だし……」「なにか決定的に駄目な部分があるはずだよね……」と改めて蔑みの目を向けてくる。

「あっちへいって」

　しかし、それでもアイリスは怯ひるまなかった。小さな体を反そらすように本校生へ言葉を重ねていく。

「いま、じゅぎょうちゅう。みんな、やることある。だから、こまってる」

「……またあなたですか、黄谷アイリス」

　呆あきれるように言って、アイリスを見下ろしたのはザキュラスだ。












「無人島で暮らしていた期間が長すぎて、言葉もチグハグなあなたに邪魔する権利などありません。文字も読めず、学園長のお情けで入れたような劣等生が、本校生相手に何をしゃしゃり出る？」

　見下ろすザキュラスの視線に、一瞬アイリスが困った顔をした。それで嗜し虐ぎやく心しんをそそられたのか、ザキュラスは嬉うれしそうに、演説めいた口調で語り始める。

「ついでだから、言っておこうか」

　周りの本校生に、得意げな笑みを浮かべて、

「分校生に、まともな人間など存在しません。どれもこれもが、恥ずかしいくらい劣おとった技能の持ち主か、みっともない愚ぐ者しやばかりなのですよ。この黄谷アイリスもそう。ユーリ・ピコーダもそう。特に極きわめつきが……そうだな、例えばそこで必死に目を瞑つむっている男子生徒、レヴァン・シルベス。彼はちょっとした諍いさかいで愚おろかにも教師を殴なぐって、分校に送られたんです。欠陥ですね、どうしようもない欠陥品。分校生はみんなそうだ。英雄の子孫というのは、もっとどっしりと構えるべきなのに、礼節も節度も不完全で、おまけに大した能力も持たない。ろくでもない欠陥品ですよ。恥ずかしいほどの欠陥品が集まっている。まさに欠陥品の巣そう窟くつに行くに相応しい、欠陥の、」

　凄すさまじい勢いで飛び出してきたレヴァンが、ザキュラスを殴り飛ばした。楽しそうだった顔に拳こぶしがめり込み、そのままザキュラスは廊下の壁まで吹っ飛んでいく。

「あー……」

　クラス中から、やっちまったという声がいくつも飛び交った。

「またレヴァンがキレちゃった。結局は、一ヶ月前と同じじゃん……」「なんか伊集院を止めてたけど、意味ねー」

「おいてめえ、ザキュラス！」

　複製英装が、具現化する光。ソーグラスＵＣ３６２の剣身をぎらぎらと光らせながら、レヴァンが廊下の壁にずんずん進んでいく。そしてザキュラスの襟えり元もとをきつく握り締めると、勢いのままに大声を叩たたきつけた。

「お前いい加減にしろよっ！　一ヶ月前も二ヶ月前も、そうしておれたちのことを馬鹿にしていたよな？　ふざけんな！　そんなにおれらを見み下くだすのが楽しいのかっ！」

　瞬間、今度はレヴァンが吹き飛ばされた。衝撃に大きく体を逸らして、教室の窓を破り机も吹っ飛ばしながら止まる。

「制服にサルの指紋がついてしまったじゃないか」

　アケローンＳＤ６６７を出現させたザキュラスが、余よ裕ゆうの笑みで剣を突き出していた。

「分校の生徒はやはり野や蛮ばんだな。手を挙げてもいない者に、武器を振るうとは」

　長大な剣が、氷を思わせる冷たい光を放った。英雄の時代では冥めい界かいに流れる川を利用して加工した、勇者アキレスのために作られた水の剣。あまりに長いため、槍のように薙なぎ払はらうことが得意な英装。もちろんレプリカだが、喧けん嘩かに使用するにはあまりに凶暴な光がうねっていく。

「沸ふつ点てんが低すぎる。それに感情を剝むき出だしすぎる。抑よく制せいすることも覚えないその習性。呆れてしまう。だからきみたちは、分校生なんですよ」

「うるせえっ！」

　侮ぶ蔑べつの笑みを浮かべるザキュラスに向けて――レヴァンが剣身を光らせ五本もの軌跡を作った。草の色をした鋭利な棘。ソーグラスＵＣ３６２で作り出した、人の指の太さほどもある棘が、矢のようにザキュラスの顔面へ飛ひ来らいする。

　それをアケローンＳＤ６６７で全て叩き落としたザキュラスが、嘲あざけり顔のまま大気中のラゾンを練り上げてゆく。集められた微細な光の粒子は、鋭く光る刃やいばへと変性。ただ純粋なる暴力として収束した水の刃となり、振るわれる。

　空気が裂けた。

　水刃は廊下と教室を隔てる壁を壊し、机を斬り、椅い子すを吹き飛ばしながらも、レヴァンへ直撃し大きく弧を描いて、彼を弾はじき飛とばす。

「く、そっ」

「やはり弱すぎますね」

　床に倒れ、剣を支えにして立ち上がろうとするレヴァンを見て、ザキュラスが挑発的な笑みを浮かべる。

「怒りというのは単調な攻撃しか生み出せなくなるが、出力だけは一級品だ。君の激怒によって生み出された力ですら、おれには涼すず風かぜ同然ということは、お前はこの世にいらないものだということだ」

「黙れ……」

「絶対的な実力の差ですね。これで馬鹿にされない理由があるなら言ってみるがいい。欠陥品。ああ欠陥品。本物の英雄の子孫であるなら、その証あかしを見せてくれよ欠陥品」

「黙れって言ってんだよ、ザキュラァァァスっ！」

　レヴァンは手に持つソーグラスの柄を強く握り締めると、大気中のラゾンを変性させる。怒りの形ぎよう相そうのまま、ザキュラスを睨にらみつけると、

「吹っ飛べクソ野郎！」

　下から上へ。掬すくい上あげるようにして放たれたのは、まるでギロチンを思わせる凶悪な光の刃だった。

　怒声と共に放たれた翠みどり色いろの大刃が、床や天井を削けずりながら猛進する。蛍光灯を割り、悲鳴を引き裂き、ザキュラスに迫っていく。

　けれど、彼に動揺はなかった。迫る攻撃に、ザキュラスは真っ向からアケローンＳＤ６６７を叩きつけると、そのまま拮きつ抗こう。刃を止めたまま早口で文言を呟き、瞬く間にフォリスの詠えい唱しようを終える。

　真っ青に明滅した後に、アケローンの剣身が、爆発的に発光した。

　四散し、弧を描き、無む残ざんに消きえ往ゆく刃の跡。失せるレヴァンのフォリスの光。

「英雄の端くれともあろうものが、情けない」

　反撃の威力に歯は軋ぎしりするレヴァンを見下して、ザキュラスが失笑する。

「今のが限界ですか？　なんてみっともない。英雄の子孫として培つちかってきた気き概がいが感じられない。不意打ちをして、大技を使い、それでもこの程度か。笑ってしまいます。十六年生きてきて何をしてきたんだ？　ママのおっぱいを飲んでやり直せ。生まれたことを懺ざん悔げしろ。最初の不意打ちだけですね、マシなのは。分校生は、しょせん分校生だ」

　あまりの暴言に、どんどんレヴァンの顔が青くなる。

　ソーグラスを振り、剣身からまた棘を生み出した。しかしそれもザキュラスは悠ゆう々ゆうと迎撃。嘲笑の表情のまま五つもの円の水流を放つと、いとも容易たやすくレヴァンを弾き飛ばしてみせる。

「くっそ、頭ががんがんしやがる……っ」

　それでも立ち上がろうとするレヴァンは立派だが、明らかに分が悪い。強大なラゾンの密度。英装に流れるフォリスの滑らかさ。一朝一夕ではない、ザキュラスの培ってきた英雄の子孫の誇りと実力に、手も足も出ない。

　これが、本校と分校の差なのだ。

　成績が良い悪いという前に――英雄の子孫として、これまで鍛きたえ続つづけた才能と技術の集積が、厚く堅い壁となって立ち塞がる。

　レヴァンとザキュラスの睨み合いが続く。

　分校生は退ひけないが、本校生だって同じ。互いの立場と相手への嫌けん悪お。対抗心とも呼べない剣けん呑のんな激情。英雄の子孫としてのプライドが、収しゆう拾しゆうをつかなくさせる。

　その時――。

「だめ、おわりにして」

　レヴァンの前に躍り出るように立ちはだかったアイリスに、ザキュラスは溜ため息いきをつくように言う。

「……またあなたですか」

「けんか、よくない。きょうしつ、こわれる。あぶないこと、だめ」

「これは喧嘩ではありません。説教です。英雄の子孫にとって、武力とは言葉だ。これで何の変化も見受けられないのなら何度でも繰り返します。それが、本校生の義務なのだからな」

「……あいあい、止めんな」

　レヴァンがソーグラスを拾い上げて言う。

「分校に落とされて、我が慢まんばかりしてきた。ずっと耐えて耐えて、ひたすら耐えなきゃならない日々だった。それで、おれの一番の奥にある英雄の子孫としての誇りまで傷つけられたのに、何もしないなんて絶対にできねえよ！」

　嘲あざ笑わらうザキュラスを睨みつつ、レヴァンはさらに叫ぶ。

「クラスの奴らだって同じなんだよ。本当は悔しいし、見返してやりたい気持ちは変わらない。英雄の子孫は元々その巨大な力を身に宿やどしてる。何よりも強い誇りを宿してる。それを守るために、おれたちは戦うしかねえんだっ！」

「そうだ、そうこなくっちゃな」

　何人かの分校生たちが、いつの間にか複製英装を顕けん現げんさせて身構えていた。レヴァンがあまりに一方的にやられている様を見て、ザキュラスの暴挙を見て黙っていられるほど、彼らは落ちぶれていない。

「――ハッ」

　その様子をひどく嬉しそうに眺めてザキュラスが、嗜虐的に笑う。

「一ヶ月前と同じじゃないですか。やはり分校生はそうでなければ。言葉で語るなんて初めから無む益えきだ。伝えたいことは、やはり己おのれの武器に込めるべき」

　顕現する。顕現する。遙はるか昔、伝説を作り出した英装のレプリカが、次々とラゾンをまとい、剣に、槍に、斧おのに、戦うための力となって現れる。

　分校生の手でぎらぎらと凶悪な光を発する様に、ザキュラスは愉ゆ快かいに楽しそうに口の端を上げていく。

「遠慮はしませんよ。そうだ、得え物もので語り合おう。最初は誰だ？　そこの槍を持ったお嬢さんですか？　それとも、そっちのひょろ長い彼？　いいぞ、ザキュラス・ユベールは躊ちゆう躇ちよなどしない。何度でも現実というものをわからせて、お前らとおれたちの差を知らしめてやろう」

　魔剣がひるがえる。煌きらびやかな光臨を引き連れて、さらなる聖剣、魔槍、霊刀の光が閃ひらめいた。

　ザキュラスの声に応じるように、本校生が名だたる複製英装を顕現させていく。分校生の英装など霞かすんでしまう膨ぼう大だいな力の結晶が、瞬いていく。

　対たい峙じする分校生と本校生。数多あまたの武器。

　教室と廊下の中間を境界線に、危険な光が空気を染める。

　結局のところ、分校生も本校生も根っこの方はまったく同じ。かつて超獣を倒した大いなる力は、闘争心を駆り立て、きっかけさえあれば簡単に火がついてしまう。

　英雄の子孫として侮ぶ辱じよくされた怒りと、力を使いたいという強い衝動。そういった押し込められていた感情が、膨れ上がり過ぎていた。こうなっては誰にも止められない。マグマのように溢あふれ出でる闘争心は、戦いの意欲を次から次へと生み出し、分校生も、本校生も、原始的な強い衝動へと呑み込まれてゆく。

　開戦の火ひ蓋ぶた。それが、いまにも切れそうなほど張り詰め――




「楽しそうだね。あたしも混ぜてくれるかな」




　横合いからきた声が、その空気を引き裂いた。

　雷に打たれたように本校生たちが振り返る。半壊の教室の外、本校生のいる廊下の先から、伸びやかな口調で、うきうきとした声の主あるじがやってきた。

「視察にきてみたら、ずいぶんと面白そうなことになってる。わあ、すごいすごい。たくさんの英装が、きらきら、ぴかぴかしてる。こんな光景、前にもあったなぁ」

　弾はずんだ声が響き渡る。近づく足取りは軽く、まとう空気は、春の陽光そのものだ。

「く、九鳳院――ジュリ」

　千英学園を牛ぎゆう耳じる社長令嬢であり、分校システムを作り出した張本人であり、第一位の成績を誇る学園の女王が、ゆったりとした歩みで半壊の教室前までやってくる。

　その容姿は、多く人の目を集めずにおかない優ゆう美びの化身だった。

　余人が羨うらやむほどの美び貌ぼう。白く雪のような肌。歩く動作から腕を上げる動作まで洗練された気品に満ちていて、息を呑のまずにはいられない。

　いや、完成された美術品めいた外見だけではなかった。もう一つ、ジュリには特異な部分がある。

　槍だ。

　豪ごう奢しやな装飾がなされた勇壮なる宝槍。思わず溜め息をついてしまうほどの美しい槍の柄に、彼女は二つに結ゆい上げた長く艶つややかな髪を、それぞれ巻きつけているのだ。

　燃えるような緋ひ色いろの髪に、燦さん然ぜんと輝く神々しいまでの二本の槍。

　その異様にして煌びやかな風貌に、本校生も分校生も目を離せない。












「ザキュラス・ユベール」

「あ、いえ、これはその、」

　身構えていた本校生の面々が、一斉にばつが悪そうな顔をして構えを解いた。聖剣や魔剣が、ラゾンの燐りん光こうを放ったまま降ろされていく。

　ジュリは半壊した教室と廊下をゆっくりと見渡した。吹き飛んだ机、削れた床、砕くだかれた壁。蛍光灯が割れて四散している光景は、騒ぎを聞きつけて教師が来ないのが不思議なほどだ。

「ねえ、傷がついてるよ？」

　ジュリがザキュラスのそばへ近づき、ひょこりと顔を覗き込む。

「分校生の人たちに殴られちゃったのかな。すごく痛そう」

「いえ、問題ありません。少しかすっただけです。この程度は、何ともありません」

「無理しちゃダメだよ？　ちょっとした傷でも、大事に至いたることがあるんだから。自分の体をよく調べもしないのに、そんなこと言ったらダメ」

「申しわけありません」

　にっこりと、女神のようにジュリは微笑んだ。それは満面の笑みのはずだった。しかし、薄うすら寒い気になるのはどうしてなのか。

「あ、レヴァン・シルベス。キミも、怪け我がしてる」

　成なり行ゆきを見守っていた彼のそばに、ジュリは近づいていく。槍と緋色の髪、頭の左右で揺れるそれから、きらきらと輝きが舞っていた。

　レヴァンのすぐ近くまですり寄ったジュリは、

「うわあ、痛そう。すごく体が悲鳴をあげてる。ねえだいじょうぶ？　制服着てても、打ち身がひどいよね。ザキュラスはラゾン攻撃指数が六万八千で、キミより八・五倍高いんだぁ。だから、わかるよ？　体が軋みをあげて叫んでるのがあたしにはわかる」

　振り返った彼女に、皆は黙り込む。分校生を眺めて、本校の生徒たちを順繰りに見渡し、それぞれの英装を視界に収めたジュリは、急に悲しい顔をしたかと思うと、

「駄目だよ、みんな。学校は喧嘩するところじゃないよ。勉強するところだよ。どんなに嫌なことがあっても、こんなに武器を使って、殴り合いをしちゃダメ。わかった？」

　悲しい顔のはずなのに、なぜだかそう見えなかった。それよりも、逃げ出したいという気配がいくつも生まれていく。分校生だけではない。本校生の間でも、できるならこの場から離れたいという顔がいくつもある。

　本能的に、わかっているのだ。目の前の少女は今にも綺き麗れいな涙を流しそうだけれど、その内には怖い怖い鬼が宿っている。

「でもでも、喧嘩をさせちゃったのは、あたしの責任だよね」

　槍が光っている。

「だって、あたしはこの千英学園のトップだもの。みんなの不ふ手て際ぎわは、あたしが自分で責任取らなくちゃ。だからみんな、高ぶる感情を、あたしにぶつけて？」

　その場の全員が、釘くぎ付づけになっている。

「人は感情の生き物なんだよ。英雄の子孫は特にそうだよね。一度高ぶった戦意とラゾンは、誰かを殴りでもしないと鎮しずめられないよ。だからね、あのね、あなたたちにチャンスをあげる。今から一分間、あたしを攻撃する権利をあげるよ。だから――ほら、打ちかかってきて。何発でも何十発でも、何百発でも、あたしを攻撃していいよ？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、その場にいる誰もが動けない。殴り合いをしようと思っていたらそこは猛獣の巣窟で、喧嘩などしている場合ではない巨大な怪物が、凶悪に牙きばを剝いて笑っている。

　二十を超える複製英装と、冷や汗をかく生徒たちに女神のような笑顔を向けながら、

「聞こえなかったのかな。あたしは、殴ってきてもいいって言ったんだよ」

「わ、わああっ！」

　それが、緊張の限界だった。

　分校生の一人が叫びながら、ジュリに飛びかかった。緊張して、一度は膨れ上がった怒り。それがジュリの登場で押し込まれ、けれど完全に消すこともできずに暴走したのだ。殴れっていうんだから殴るしかないじゃないか――そんな短たん絡らく的てきでやけくそな思考が、なりふり構わぬ行動を起こさせた。

「馬鹿、一人じゃ危ねえ――」

　レヴァンが止めるが、遅かった。

　弧を描いた一いつ閃せんが、その分校生のわき腹に命中した。

　トラックの衝しよう突とつにも耐えるはずの英雄の子孫の体が、簡単に弾かれる。ジュリの髪が、巻き付いた槍を自動的に動かし、迎撃したのだ。その威力は強烈で、生徒の複製英装は軽く吹き飛ばされ、独こ楽まのようにまわって弾け飛んでいく。

　やばい、ジュリが怒っている。本校生はどうしようという表情で互いに顔を見合わせた。

　いつも英雄の子孫のために動き回っているジュリは、問題を起こした生徒に対しては、恐ろしいほどの罰ばつを与えるのだ。

　日頃から近くで見ている本校生たちは、彼女の性格をよく知っている。諍いを起こした者は、全て喧嘩両成敗だとするジュリの性格を、痛いほど理解している。

「どうしたの？　ほら攻撃して。攻撃してよ。思う存分あたしを殴っていいよ。ただし、反撃はするよ。今から一分間、武器を持っているあなたたちは、あたしを攻撃して」

　笑いながらも怒りを含んだ女王の声に、レヴァンたち分校生は怯んで動けない。

　それを尻目に、本校側で真っ先に動いたのはザキュラスだ。彼とその取り巻きの生徒たちはこの場を収めるには行動するしかないと意を決して、学園の女王へと仕方なく英装を向ける。

　鋼はがねの煌きが空を裂いて、ジュリに殺到する。空気を穿うがつような強烈な槍の一撃が、岩をも砕く戦せん斧ぷの斬ざん撃げきが、猛もう然ぜんと放たれる。

　しかし。

「――メギンギョルドＫＥ１９７」

　ジュリの呟きが終わると同時に光が瞬いた。彼女の右手首と左の手首、両方に着けられていた腕輪から、強烈な光が洩もれる。そこから現れたのは光のリボン。ジュリの手首と手首を繋いだ黄金色の煌きは、迫る襲撃者へ対抗するかのように、驚くべき光景を生み出した。

　槍から槍が生える。

　髪に括くくりつけられた豪奢な二本の槍、それが、輝くリボンが現れた途端に増殖。柄の中ほどから苗なえ木ぎが育つように、同形の槍が伸び上がった。

　ザキュラスたちの攻撃が止められた。

　はじめは二本の槍。だがそれは四本に増え、八本に増え、十六本に増え、枝葉のように伸び、迫る武器全てを防き切る。

　驚きよう愕がくはそこで終わらない。

　十六本だった槍が三十二本になり、六十四本になり、百二十八本に達した頃には――誰もが息を呑んで見つめていた。

　すでに教室と隣の廊下を埋めつくすようにして伸び増えた槍を、かわせる生徒はいない。

　くぐもった声が洩れる。ザキュラスがジュリの打撃をかわしそこねて、大きく弾き飛んだ。足を払われ、腹部を打たれる本校生が現れる。肩に槍が迫り、武器を弾かれ、なぎ払われる生徒たち。

　増えたと思った槍が急に消失する。一瞬後には、また倍々に増えていく。緩急をつけて消滅と増殖を繰り返す鋼の猛威の中――机がぶっ飛び、椅子が弾かれ、ガラスが盛大に割れてくらみが悲鳴をあげる。

「もう誰でもいいから、何でもいいからジュリに一発入れろ！」とレヴァンが怒ど鳴なる。

　数名がフォリスを放った。ジュリの槍を砕こうと炎が飛び、氷が冷気を伴って連射され、紫し電でんの渦が怒ど濤とうのように出現した。レヴァンが光の大刃を放ち、分校生と本校生のフォリスの後先考えない連撃の嵐あらしが迫る。

　だが、それすらジュリは凌りよう駕がした。

　空間を埋うめ尽つくす鋼の槍は、四方八方どころではない。かわせず、防げず、視界すら奪うジュリの攻撃は圧倒的な槍の群。ザキュラスが亜光速で疾しつ駆くして斬りかかるが、それすらジュリは槍の陣を巨大な棍こん棒ぼうのように振るい、弾き返してしまう。

「英雄の子孫には、毅き然ぜんとした態度が求められるんだよ」

　絶対の女王のように君くん臨りんしながら、まるで詠うたうように両手を掲げてジュリは言う。

「ずっとずっと前に、伝説を築いた末裔なんだから、少しのことで怒っちゃダメ。悪口を言われても、意地悪なことをされても、我が慢まんが必要なんだよ」

　怒ど号ごうすら打ち払う槍の空間の中で、彼女の声だけが楽しく朗らかに響き渡っていく。

「これから卒業して、もしも一般の人たちにひどいことを言われたとき、あなたたちはどうするの？　か弱いその人たちを、いじめるの？　ダメだよそんなこと。あたしたちは強い力を持っているんだよ？　人々が憧あこがれるような力を授かっているの。大切に仕し舞まっていた期待感が裏切られたらどう？　悲しいよね。だからどんな英雄の子孫も、どっしりと構えてなくちゃいけないんだぁ♪」

　レヴァンの放った茨いばらの渦、それを百二十八の槍で粉ふん砕さいしながら、彼女はさえずるかのように言う。

「あなたたちが背せ負おっているのはね、これまで継けい承しようしてきたフォリスの使い方だけじゃないよ。過去と一緒に、未来も乗せているの。眩まぶしい眩しい希望の光。だから、無む闇やみやたらと暴れちゃ絶対にダメ」

　くるくると、誰かの霊刀が床に転がり落ちた。それが最後だった。静寂が戻った教室で、立ち上がっている生徒がいなくなったところに、ジュリの声が残響する。

　メギンギョルドの力を散さん逸いつさせ、彼女は槍を元の二本に戻した。荒れ果てた教室と廊下は、まるで竜巻に蹂じゆう躙りんされたようだった。ほとんど瓦が礫れきのような光景の中で、九鳳院コンツェルンの令嬢だけが可愛く小首をかしげて辺りを見渡す。

「――蒼そう竜りゆう。来て」

　細く短い吐と息いきを洩らしたジュリは、そばにいるのが当たり前のように、一人の名前を呼んだ。

「はっ。ジュリお嬢さま、お呼びですか」

　陽かげ炎ろうのように歪んだ虚空から現れたのは、背せ丈たけのある青年だった。感情が希薄で、目は空うつろ。魂を入れることに失敗した人間のできそこないのような風貌だ。ジュリは幽ゆう鬼きじみた青年に向け、はにかみながら語りかけてゆく。

「ごめんね。またやり過ぎちゃった。この教室と廊下を綺麗にしておいてくれると嬉しいな。できれば『同じ』にしておいて。寸すん分ぶんの狂くるいもなく、切れかけた蛍光灯も、割れていた窓も、薄汚い壁の落書きも、そのまま『復元』しておいてね。そうしたら、あたしがなでなでしてあげる」

「はい、ジュリお嬢さま。フォリスを使った残ざん滓しが激しいため、三十分ほど掛かります。その間、代わりになる教室を手配いたしましょう」

「うん。ありがとう。ごめんね」

　分校生も、本校生も、黙ってそのやり取りを見つめていた。

「じゃあ視察を続けるよ。似たような騒ぎが他にもあるといけないもん」

「はい。ジュリお嬢さまの、仰おおせのままに」

　そして長い緋色の髪と、二本の槍を翻ひるがえし、ジュリが教室から出て行こうとする、まさにそのときだった。

「……おい待てよ、九鳳院ジュリ」

　光の大刃が、ジュリ目掛けて放たれた。

　なんとしても一いつ矢し報むくいたいというそれは、もはや意地の一撃だ。かつて人々を救った末裔の一員として、レヴァンは可能な限り最大の技を放った。

　しかし――。

「くそ……っ」

　全身全霊の一撃を、ジュリは造ぞう作さもなく防ぎ切る。二本の槍が分裂したかと思うと、瞬く間に八本の槍やり襖ぶすまへと変へん貌ぼう。衝突した刃を、粉々に破は砕さいした。

「わあ、びっくり。まだ動けたんだ」

　悔しげに唇を嚙むレヴァンの前で、メギンギョルドがさらに発光した。

　今度は数ではなく、長さが倍々に増やされた。八本の槍は即座に長大になったかと思うと、レヴァンを軽く吹き飛ばした。

「ぐ……お……」

　それでもなおレヴァンは立ち上がろうとしていたが、あまりに無謀だった。

　息も絶たえ絶だえで、武器もろくに摑つかめない。力の根底であるラゾンの煌きは曖昧で、今にも切れそうな弱々しい光。

　それでも何かを期待するかのように、ジュリが口元を緩めてレヴァンを見ている。

　何かあれば反撃してあげる、次はどんなフォリスを見せてくれるのかなとばかりに、余裕の笑みのまま槍を操り、ゆらゆら、ふわふわと、髪に結んだ先の八本の宝槍を楽しげに揺らしている。

　それはもう、喧嘩両成敗ですらないジュリのお遊びだと、皆が気づいていた。けれど歯を食いしばり、ソーグラスを突き出そうと力を込めるレヴァンを見て、止められる生徒は一人もいない。英雄の子孫として、なんとしてもジュリに一矢報いるという鉄の意志。勝てないことはわかっている。それでも最後に一発だけでも、ほんのかすり傷だけでも与えないと気が済まない。空しくて、悲しいくらいに純粋な誇りの切れ端が、かろうじてレヴァンを突き動かしていた。

　ジュリが、妖しい笑みを形作った。

　弱々しく突き出されたソーグラスの剣先と、再び長大に伸びた槍の猛威が衝突する刹せつ那な。

「――双方とも、そこまでだ」

　突とつ如じよ割り込んだ声が、その場の空気を変えた。

　遮られている。ジュリの槍と、レヴァンのソーグラスが。いまにも衝突しそうだった二本の英装が、一人の乱入者によって、完璧に阻はばまれていた。

「は、狛也くん……？」

　教室の隅で怯えていたくらみの視線の先には、テトラオルナでジュリの長大な槍を受け止め、レヴァンのソーグラスの刃を左手で摑み取り、強制的に激突を止めた彼の姿がある。

「……うそ」

　同じく戦わず震ふるえていただけの一部の分校生が、惚ほうけたように声を洩らす。

「いま、あいつ、いつ動いた？」

「まったく見えなかったぞ」

「素す手ででソーグラスを摑んでやがる……」

　生徒らの言葉をよそに、狛也はぎりぎりと拮抗するテトラオルナとジュリの宝槍を一いち瞥べつすると、かすかに口の端を上げてみせた。

「いくら学園のＶＩＰだとしても、これ以上の狼ろう藉ぜきをボクは許さない。もしもそのまま続けるというのなら、今度はボクが相手をしよう」

「……」

　挑戦的な笑みすら浮かべる狛也に対し、ジュリは無言。

　それが不気味だった。学園一位と二位の無言の視線の交わし合い。

　剣と槍がぎしぎし軋む中の長い沈黙。それを先に破ったのは、ジュリの方だった。

「すごいね。さすが第二位。そういえば、あなた、どこの英雄かな」

「無名だよ。キミのような『雷らい神じん』とも称たたえられた大英雄には、遠く及およばぬ雑草だ」

　金属が弾かれる音が響き渡った。

　弾いたのは狛也で、弾かれたのはジュリだ。いつの間にか十六本に増えた槍。包ほう囲いして打撃しようとしたそれらを、ことごとく狛也は片手でいなしてみせたのだ。

　それは驚くべき光景だった。はじめの一本を押し返すことで数本の槍の軌道を逸らし、さらに襲い来る倍の槍を弾いて防ぐ。あっという間の出来事。

　一本の槍なら、それなりの実力があればさばけるだろう。二本や四本も、達人ならば可能。しかし十を超える数を一瞬でいなせるとなれば、一流に到達した強者のみ。

　弾かれたいくつかの複製槍が、半なかばから折れて宙に溶けていく。

　薄く笑ってみせる狛也に、ジュリの無言の圧力が注がれる。

　――やり合うのか？　ジュリに、あの学年一位に、いったいどう対処するつもりだ。

　誰もが不安を心の中で覗かせていた。

　だが――決着の時は、訪れなかった。

　……ガガ……ガガガ……

　突如として聞こえてきたのは機械音。レヴァンやアイリス、他の分校の生徒たちが、思い出したように体を弾かせる。

　音が増大する。断続的に、腹の底まで響く大音響は、とっさに耳を押さえて顔をしかめたくなるほど重く長く続いていく。

　――耳栓買った方がいいぜ。

　すっかり忘れていた。今日は未完成の校舎を、作る作業がある日なのだ。

　無ぶ粋すいな音の襲来に、高ぶった緊張感が、霧きりのように拡かく散さんする。

　ジュリが無言で両手首を結ぶ光のリボンを消失させると、一瞬だけ狛也を見詰めた。そしてそのまま踵きびすを返すと、一言も発せずに教室を出ていった。

　作りかけの校舎を完成させるための建築音で、諍いは中断された。

　本当に、耳がどうにかなりそうな大音量。それを聞きながら、狛也は振り返り、ザキュラスを初めとする本校生らも残らず去ったことを確認する。

　不快な騒音に顔をしかめながら、狛也は床に倒れたままだったレヴァンたちを助け起こしていったのだった。
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「たすけようとした。なのにさいご、たすけられた。あいあい、かんしゃする」

「いや、本当ならもう少し早く止めに入るべきだったのだがな。くらみを庇かばっていてもたついてしまった。すまんな」

　臨りん時じの教室に移って真っ先に、狛也はアイリスと語っていた。

　ようやく皆もいつもの調子を取り戻しているのが確認できる。交わし合う言葉や語りかける口調はいつもよりはおとなしめで、つつましげ。乾いた笑いがそこかしこで飛び交っていた。千英学園の実質的な支配者、いっそ女王と言っていい九鳳院ジュリが残した爪つめ痕あとは、さすがに大きかったが、徐々に回復の兆きざしを見せているようだ。

　分校生は技能については至らない者ばかりだが、雑草魂を持つ者は多い。感情を流すのがうまいのだ。一人が緊張を保つのも阿あ呆ほらしいと机に突っ伏せば、その真ま似ねをして寝始める生徒が次々と現れる。

　そのうちトランプを取り出す者や、天井で踊り始める生徒や自分の世界に入る生徒が増えていき、三十分を越す頃にはいつもと変わらない光景が広がっていた。

　――たくましい。その光景に、狛也が密ひそかに笑みをこぼしていると、

「さっきまでかお、すこしあおかった。もうへいき？」

「平気だ。……それにしても、キミは昨日見なかったが、こんな可愛い子もいたのだな」

「あいあい、きたにあいりす。きいろいたに、かたかなのあいりす。でもあいあいも、みんなも、『あいあい』とよぶ。いじゅういんはくやも、そうよんで」

「わかった。よろしくだな。あいあい」

「くらすめいと、ふえた。あいあい、うれしい」

　純真な笑顔を振りまいて、アイリスは喜んだ。

　あの後、ジュリに指示された通り、蒼竜は赤と黒の禍まが々まがしい魔剣を取り出すと、狛也たち生徒を追い出して復元のフォリスを詠唱し始めたのだ。

　彼が教室を復元している間、一同はこの空あき教室に移っていた。

「くそ、痛てて。おれが飛び出しちゃ意味がないぜ」

　顔をしかめながら、レヴァンが呻き声をあげる。

「本当ですねえ。無茶を通り越して無む謀ぼうと言えます」

　スプレーをぷしゅーと髪に吹きかけながら、ユーリがやんわりと声をかける。

「あいあいも、おせっきょう。ればん。もうむちゃはだめ」

「わかってるよ。あのときは、ついカッとなっちまったんだ。反省してる」

　レヴァンがソーグラスで治療のためのフォリスを使用する。すると、淡い緑色の光が、輝き始めた。

　ペンテシレイアの子孫であり、伝承では『万能剣』と呼ばれた英装を持つ彼は、遠近攻撃、防護、治ち癒ゆと多た岐きに渡ったフォリスを操ることができる。特に治癒は得意分野で、狛也から見ても、よく錬られたラゾンの輝きだと思った。

　少数民族の出身であったペンテシレイア。森の守り人として活躍する過程で、仲間や自分を守るために身につけた技能を、レヴァンはしっかりと受け継いでいる。

「しかし、あの九鳳院ジュリとやら、大した実力だったな」

　回復のフォリスの光を見つめながら、狛也が語りかける。

「ザキュラスの水を用いたフォリスもなかなかの錬度だったが、そんな彼が霞んでしまうほど、ジュリの強さは抜きん出ていた」

　生徒らを蹴け散ちらしたあの凄まじいまでの実力に、感嘆の息を吐かずにはいられない。

　フォリスによって、自分の武器をただ増やすだけなら他の生徒にも可能だろう。だがそれを完全にコントロールし、本校と分校の生徒数十人を相手どって独壇場を作るなど、不可能だ。

　狛也にはわかる。あのジュリが行ったメギンギョルドによる制圧術は、途と方ほうもない才能と努力があってはじめて完成される、まさに想像を絶ぜつする技能だ。もしもあのとき本気で戦った場合、勝てる見込みは――。

「そりゃ、あいつは強いぜ」

　傷の痛みにまた顔をしかめながら、レヴァンは説明する。

「何しろジュリは第一位の成績でこの学園に入ったからな。あれくらい当然だろう」

「ほう、噂うわさだけは聞いていたが、それ以上だったな」

「だろうな。伝説だぜ。学園の入学式でデモンストレーションとして行われた模擬試合。それなりに強いはずの成績上位者五人を相手に、一歩も動かず、一発の攻撃も受けず、終しゆう始し圧倒したんだ。戦いの鬼だな。おれらが勝てるわけねえ」

「九鳳院、ジュリか」

　千英学園の入学試験は、武人タイプと聖人タイプ、どちらにも不利が出ないよう、成績を可能な限り数値化するようにしているが、そのために優劣は明確だ。

　普通の学生の入試のようなペーパーテストもあるが、それとは別にフォリスを用いたフィールドの中で戦う、厳しい模擬戦闘も重要視されている。

　現代社会に対応するための努力をどの程度しているか、またその時点でどれだけ自分の英雄の力が引き出せるかを測るテスト。

　戦闘力、体力、機敏性、精神力、才能、学力、人格、現代常識と八つに分かれる評価で首位を取ったということは、ジュリは誰よりも自分を高めていたということになる。

　それは、あの少女がいることで、千英学園は歪みながらもまとまっているということに繋がっていく。誰も追いつけない圧倒的な実力。笑顔を刃物のように突きつける会話術。卓たく越えつした様々な能力と学園を裏から支ささえる企業の社長令嬢という立場が合わさって、彼女は頂点に君くん臨りんしている。

　分校という一部の生徒を省かえりみないシステムを考案したのも頷けた。ジュリは、己の実力と権力を利用して皆を抑えつけ、導こうとしているのだ。

　分校に落とされたくなければ本校にしがみつけ。本校生でも失態をすれば罰を与えるぞ。その代わり、本校で言う通りにしていれば最高の待たい遇ぐうを与えよう。そうした強迫観念にも似た心情を、成績の上昇へと昇華させている。

「……」

　理り屈くつの上では、確かに普通の方法では得られない成績を生み出せるかもしれない。

　苦しい中で褒ほう美びをちらつかせることで大きな意欲が出ることはあるし、ペナルティを見せるだけでも意欲を生み出すことはできる。

　でも、学園の在あり方かたとして、それは正しいのだろうか。

　そこまでしないと、英雄の子孫は前に進めないのだろうか。狛也は見た。レヴァンの顔、分校生の行動、本校生の横暴すぎる態度を。

　希望があって、この学園に入学してきた。けれど本校生も分校生も、彼女ひとりのために精彩を欠かいている。

　このままでいいのか？　いや、良いわけがない――。

　狛也が胸の内に強い衝動を抱きかけていたとき。

「……おや、そういえばくらみさんがいませんねえ」

　ユーリの何気ない一言に、狛也たちは周りを見渡した。

　いない。白い翼の大人おとなしい少女は、ジュリの騒動が終わり、臨時の教室に移動した後、いつの間にか姿を消していた。

「……ビビって逃げたんじゃねえか？」レヴァンが呟く。

「どういうことだ？」

「よくあることだぜ。初めて分校に来て、視察の『洗礼』を受ければ、一晩中めそめそするなんて珍しくもねえ。今回はジュリとも盛大にフェスティバルしたしな。学園の隅っこでわさわさ言ってるんじゃねえの」

　確かに、そうかもしれない。あのジュリの攻撃はあまりに強力過ぎる。並の生徒なら抵抗しようという心すら粉砕される力に、怖がりなくらみが怯えてしまうのも無理はない。

「……探しに行くのか？」

　迷わず教室を出ようとする狛也に、レヴァンが声をかけた。片手で返事をしながら、狛也は廊下に飛び出す。

　彼女が心配だった。くらみが塞ぎこんでいる映像が、勝手に頭に浮かんでくる。きっと、震えていることだろう。
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「だ、だからその手を離して……離してよ……っ」

　分校の敷地の隅に向かうと、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「ははっ、馬鹿じゃねーの。ジュリさまの実力を見て、すっかりびびってやんの。花占いしながら自分を慰なぐさめるなんて、滑こつ稽けいな」

「『わたしは分校でうまくやっていけるわさ……？　わたしは分校でうまくやっていけないのわさ……？』だって。あははっ、ださい語尾はどこかの方言ですか？　お花に語りかけないと気持ちも落ち着けられないのかなー？」

　くらみの前に立ち塞がっているのは二人の本校生だった。さっき視察に来た面々の中でも、特に意地の悪そうな男子たちが、華きや奢しやなくらみの手首を押さえている。

「今日の騒ぎだけで、そんなになってたらやっていけないよー？　おハネちゃん。ジュリさまは何かあるとすぐ『ああなる』んだから。千英学園の生徒でいるには使命感と義務感、そして恐怖に打ち勝つ強きよう靭じんな心があってこそ務まるんだからねー？　わかった？　おハネちゃん」

　彼らは、ジュリに痛めつけられた身心を、さらに弱いくらみを利用することで晴らそうとしているのだ。日頃のストレスの解消。分校システムが作り出した負の光景が、繰り広げられている。

「……わ、わたし……そんな変な名前じゃない……っ」

　嘲笑う本校生の体を、くらみが思いっきり突き飛ばした。

　彼らから逃げるべく翼を大きく広げるが、それでも本校生は余裕の笑み。弱者を弄もてあそぶ眼でくらみを嘲ちよう笑しようする。

　彼らを見て、狛也の血がざわめいた。

　思わず本校生を止めようと、狛也が力を込めたとき――。

「な、は、早い……？」

「あっという間に、すっ飛んでしまったよー？」

　翼を広げたくらみが、青空に吸い込まれるように、急激に遠ざかっていく。

　羽が白い花びらのように散っていた。花火のように、視界に爆はぜる。その先、ぐんぐんと、上昇し続ける小さな背中。

　凄まじい速度だ。

　それでも、遊びがいのある玩具おもちやを逃がすわけもなく、本校生たちは高く跳躍してみせた。

　予備動作をほとんどせずに空中にフォリスで陣を描き、それを即席の足場にして、さらに大きな跳躍をしようとする本校生は、間違いなく達人の域だ。彼らの音速を超えた空中疾走は――しかし、

「……あ、あれ？　追いつけないんだが」

「もう姿が黒い点だねー？　おかしいな。おれたち、別に遅くないよね？」

　本校生たちが不思議な顔で見上げている。追いつこうとさらに跳躍しかけたが、完全に引き離されていた。

　稲妻。

　くらみの飛翔は、まるで重力に逆らう白き雷光だった。背中の羽を思いっきり伸ばして猛烈な勢いで遠のき、一条の光となって、上昇するその姿。

　上空の雲海が、あまりの勢いに吹き飛んだ。ぽっかり開いた綿色の空洞と、長く尾を引く雲の跡あとに、本校生たちは戸と惑まどいの表情で目を見合わせる。

　それほどくらみの飛行速度は圧倒的だった。信じがたい光景に、狐にでも化かされたような顔をして、本校生らは降りてくる。

「なーんか、とんでもねえ速さだったけど……」

「でも、ま、ずいぶんと雑な飛行だったよねー」

　速いだけなら現代社会では活躍できねーよと、彼らはくらみをこき下ろしながら去っていく。速度だけはすごく出るフォリスでも使って逃げたのだろう、だから速いんだ。そんな結論を勝手に呟き、玩具となる別の分校生を探しに、校舎に消えていった。

　梢こずえから日の光がわずかに差し、足元を照らす。遙か彼方かなたへと飛んでいった影から、何枚かの白い羽根が落ちてきた。

「飛翔だけで――あの速さだと？」

　狛也は呟く。

　自分でも気づかぬうちに、彼は一歩踏み出していた。視線は遙か彼方。もはや狛也の目にすらほんの小さな点にしか視みえない少女の姿を見て、驚きの声が洩れる。

「本校生は、気づかなかったのか？　否――信じられなかったのだ」

　あれはフォリスではない。世界に干渉し、部分的に書き換えることすらできるフォリスには、動きを加速させるものがいくつか存在するが、そのどれも使われてはいなかった。

　狛也には断言できる。あれは、彼女の実力だ。羽撫崎くらみという少女は、『純粋に』速く高く飛翔して、本校生から逃げ切ったのだ。

「素晴らしい……」

　狛也は震えた。それは、大きな歓喜によるものだった。

　己の身体能力だけでフォリスと同等の世界にいる。そんな存在がいることが――信じられなかった。

　ジュリの完成された槍の制圧術とは違う。原始的で単純――だからこそ、心奪われる。

　――あのような生徒がいたのかっ！

　狛也は熱く心臓が高鳴るのを感じた。喜色に満ち、わくわくとした気持ちを抱きながら、少女の帰還を待つことにした。
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「……や、やっといなくなった……のかな……？　なんでああいうこと、するんだろう……。わたしたちは、ただ普通に、学園生活を送りたいだけなのに……」

「くらみ」

「わ、わあ……っ」

　数分して、ようやくくらみが戻ってきた。彼女が静かに着地したところで狛也は話しかける。

　しかし、なんとも情けない声だった。態勢を立て直せず、くらみは驚いた拍子に尻から転んでしまう。すまんすまんと笑いながら、狛也は手を差し出して助けてやった。

「は、狛也くん？　驚かさないで……」

　くらみは少し、困り顔だ。

　だが狛也は彼女を立ち上がらせると、何もしゃべらなかった。くらみは狛也が何か言うのを待ち構えるが、それでも無言で見つめてくる彼を見て、不安そうに声をかける。

「あ、あの、狛也くん？」

「感動したっ！」

　言い放ち、両手でいきなり肩を摑んできた狛也に、くらみは目を白黒させた。

「え、え、なに……？」

「さっき本校生に絡からまれていただろう。しかし飛んで振り切ったろう。ボクは見ていた。あれは誰にでもできることではない。素晴らしい飛行だ。それにボクは感かん服ぷくしたっ！」

　はじめ、くらみの顔は大声にただ戸惑っていた。しかし言葉の意味を理解すると、途と端たんに悲しみの色に染まっていく。

「あ、あんなの、褒められることじゃないよ……」

「なぜだ？」

「だ、だって、速いだけだもの。わたし、飛ぶことを役立てようとして、千英学園に入ったけど、速いだけだったんだよ。だから、分校に落とされたの。あんなの、褒められることじゃない……」

「そうなのか？」

「うん、そうだよ……」

　できればあまり話したくなかった――けれど、褒められるのも苦しい。くらみはぼそりと、擦すり切きれた声で言う。

「わたし、今まで馬鹿にされてきたんだよ。故郷で、臆おく病びようとか、ドンくさいとか、いくじなしって言われてきたの。だから、そういう人たちから逃げるために、速く飛べるように練習した。空高く飛べば、誰もいないから。雲と、太陽と、風しかないから……。だから、あれは、逃げるための飛行なんだよ。褒められるようなものじゃない……」

　狛也は先の二人の本校生を思い出す。いや、子供だったならばあれ以上の酷ひどさだったのかもしれない。

　いっそ悲ひ愴そうとも言える声音で、くらみは過去を語り出す。

「で、でも、千英学園ができるって聞いて、頑張ろうと思った……。わたしにも、何かできることがあるかもしれない。パパやママに、自じ慢まんできるかもしれないって思ってたの……。でも、ここで、欠陥って言われた」

　先ほどのザキュラスの言葉を思い出す。だが、それではない。彼女が言っているのは、きっと千英学園の分校システムに引っかかったときのことだろう。

「今の世界に必要な、飛べる英雄の子孫が持つべきものを、何も持ってないって言われたんだよ。減げん速そくのテクニック、低空飛行、旋せん回かい能力、人を抱えて飛ぶ技術……。全部、才能ないって言われちゃった。わたし、劣等生の烙らく印いんを押されたんだよ……」

　それでもくらみは気持ちだけは折れないようにしてきた。なんとか、ぎりぎりのところで踏ん張っていた。けれど、ジュリがそれすらも打ち砕いた。

「こんなの、意味ないよ。だって……望まれてないもの。みんなが欲しいのは、それじゃない。もっと完璧で、ちゃんとした能力を持っている人だけだよ」

「そんなことはない」

　狛也は断言する。

「な、なにが……？」

「本校生は、ジュリの下で強迫観念によって力を引き出されている。それを振り切ったということは、キミはジュリのシステムにすら勝っているということだ。たとえ、部分的にでも。これは、容よう易いなことではない」

「で、でも……やっぱり速く飛べるだけじゃ、意味ないよ」

「意味はある。絶対にある」

　狛也は力強く断言し、くらみの目を真まっ直すぐ見て、語りかける。

「ボクの胸の辺りを触ってみたまえ」

「え……？」

「いいから。左の胸の辺りを触ってみるのだ」

　くらみが、恐る恐る手を伸ばす。言われた通り、狛也の左側の胸のところに、ゆっくりと手を添える。

「心臓が、高鳴っているだろう」

　狛也は静かな声音で言った。

「キミの飛翔を見てからだ。ボクのハートが、どきどきして止まらない。これは、いったいどういうことだと思う？」

「え、その、どういうこと、なの？」

「キミには人を感動させる才能があるということだ」

「え、え……？」

「言葉だけならば、ボクは自分を偽いつわることもできるだろう。しかし体まではごまかすことはできない。ボクは魅みせられてしまったのだ。キミの飛翔に。あの光景を、ボクはもう一度見たくて仕方がない。素晴らしいではないか。秀才の集団すら引き離す、圧倒的な飛行力。ボクは、キミの中に輝かんばかりの宝石を見た！」

　断言して、興奮して、子供みたいに目を輝かせる。噓も誇こ張ちようもない狛也に、くらみはほんのり頰を染める。

「え、あ、その……」

「くらみ」

「な、な……なに？」

　狛也は姿勢を正し、今まで出したこともないような真面目な口調で、告げる。

「ボクと一緒に、本校へ上がらないか？」

　くらみが、うろたえていた動作をぴたりと止めた。

　手を放して、少しだけ目を伏せ、狛也の視線を、改めて受け取る。

「……ほ、本気？」

「もちろん本気だ」

　語気を強め、狛也は言い募つのる。

「キミも見ただろう。ジュリのやり方は強引過ぎだ。あまりに人の心を踏みにじっている。ザキュラスや取り巻きの本校生の言葉。耐えるしかない分校生の現状。このまま本校生に馬鹿にされたままでいいのか？　よいわけがないだろう。ジュリのやり方は、正さなければならない」

　ろくに清せい掃そうもされていない校舎が見えた。鬱蒼と茂った森が、陰いん鬱うつな光を放っている。そんな勉学とは程遠い景色の中で、狛也の声が朗々と響いていく。

「今朝の昇進試験の話は覚えているな？」

　くらみはゆっくりと頷いた。

「う、うん……。分校に落とされた人たちが、本校に戻ることができる手段があるって。そんな試験があるって、レヴァンくん、言ってた」

「そうだ。『規定されたルールの下で、本校生との勝負に勝つか、あるいは誰が見ても凄まじい試合結果を叩き残せば、本校に戻ることができる』。そう、彼は言っていた」

「そうだけど……」

「つまり見せ付ければいい。誰もが認める試験結果を叩き出し、ジュリの度ど肝ぎもを抜くような光景を見せ付ければ、昇進試験は合格できる。そうすれば、ジュリも英雄の子孫の端くれだ、彼女の目は覚める。結果だけを求めた分校システムを恥じ、自分が間違った方法で学園を導いていたと悟らせることができるだろう。ボクはそれを目指す」

　その過程で、分校に落とされた真相もわかるかもしれない。

「で、でも本当に、そんなことできるの？」

　今朝の騒動を思い出す。メギンギョルドの槍の群。あそこまでの境きよう地ちに至るには、単なる努力では及ばない。何か強い、信念のようなものがなければ、あの領域には行き着けないだろう。

　ジュリは彼女なりに信念を持っている。それは、相当に歪んだものではあるが。誰かが虐しいたげられても構わないという、ねじくれたものを。それがあるからこそ、彼女は分校システムを作り出し、今に至っている。

　ジュリの意志を覆くつがえすことは、限りなく不可能に思えてしまう。

「もちろん、ボク一人では無理だ」

　狛也は真剣な光を瞳ひとみに宿す。

「ボクは剣を握れば、過去においても現代においても未来においても地上の誰にも負けないという自じ負ふがあるが、それでもジュリの性根を叩き直せるかどうかは疑うたがわしい」

「え、じゃあやっぱり、無理……」

「しかし、一人で孤独に戦うのではなく、誰かの協力を得て立ち向かうことができたなら、きっとボクの力は何倍にも膨れ上がる」

「……」

「ボクは、キミと共にゆきたい。あの飛翔ができる、キミとゆきたい。どうか、一緒に本校への昇進試験を受けてくれないだろうか。互いに協力し合い、励はげましあって臨のぞんだなら、きっとジュリの目も覚さまさせることができると思うのだ」

　くらみは、狛也の顔を見つめ返して、これまでのことを思い返すように、目を伏せた。

　千英学園への、希望に満ちた幻想は打ち砕かれた。そこで待っていた残酷な分校システムと、ジュリの絶対的な強さによる支配。

　レヴァンの言うように、卒業して多くの援助を受けて遊んで暮らせるとしても、そんなものは自分の望んだ未来ではない。

　くらみは、俯うつむき、しばらく迷っていたようだったが、やがて顔を上げた。背中の翼が木の葉のようにざわめく。恐れと不安に満ちた瞳に、小さな炎が宿っていく。

「わたし――」

　ガガガ……ガガガガガ……

　という音が再び響き始めた。工事音だ。次第に音量を増していく激しい音。振しん動どう。学園の喧けん騒そうが、途端に掻き消されていく。

　くらみが何かを決意するように表情を引き締めた。それは、わずかだけ躊躇の残る顔だったが――何かに後押しされるように、大きく翼を広げ、彼女は狛也に向かって右手を差し出す。

　狛也は、その手を摑んだ。

　同時に、彼女の意図を察し、重力を減らすフォリスを自分にかける。

　淡い緑の光が走り、狛也の身が軽くなった瞬間――彼の腕が引っ張られた。

　景色が流れる。地面が離れ、面白いように学園が遠のいて、あれほど耳を塞がずにはいられなかった大音響が、遠ざかっていく。

　高い。そして寒い。風が鳴る。それでもくらみは狛也の手を握り、高く、高く空へと飛んで行く。

　やがて、大きく分厚い雲を突きぬけた。

　太陽と青い空だけが歓迎する空間に着き、くらみは狛也の手を摑んだまま滞空する。

「わ、わたし、今の千英学園は好きじゃない……」

　淡い水色の粒子が風に溶けていく最中、くらみは翼をばさりと大きく羽ばたかせる。

「きちんとした環境で……ちゃんと勉強をしたい。このままじゃ、何のためにパパとママに無理を言ったのかわからないもの。千英学園を――好きになりたい」

　まだ小さいけれど、かすな火を瞳に灯ともしたまま、

「わたし、どこまでできるかわからないけど……。でも、ジュリさんに納得できないのは同じだから……。だから、狛也くん。あの、が、頑張ろう」

「――ありがとう、くらみ」

　がしりと、信頼の意志を込めて、狛也は握った手に強く力を込める。

　分校生。本校生。合格者が皆無という昇進試験に、九鳳院ジュリ。

　困難はある。妨害も、ひょっとしたら仕掛けられるかもしれない。

　だが大丈夫だ。このルームメイトとなら、やっていける。なんとかなるさ、なんとかしよう。そんな想いが交わせられる。

　くらみが大きく翼を羽ばたかせ、健けな気げに頷いた。

　狛也が、不敵な笑みを浮かべる。

　地上のどんな大きな音も聞こえない大空の真ん中で。眼下に広がる町並みを一望しながら。二人は確かな決意を、口にしたのだった。










　　　　第三章　伊集院狛也という少年







　人ひと気けのない川原かわら。静けさに満みちた町の果はて。

　駆かけ巡めぐり、遊んだ。声をあげて笑い合ったことも、他た愛わいない話題に話を咲さかせて夜遅くまでいたこともあった。

　けれどもその川原で何かの記憶を思い浮かべるとき、真まっ先さきに出てくるのは、世界の終わりを思わせる黄昏たそがれ色いろの空と、それを背景にして立つ一人の影。

「馬鹿な……」

　英雄の子孫として、少なからず自分の力に自じ負ふはあった。幼おさななじみの少女を、いつも狛はく也やは守っていた。

　騎き士しのように。それでいて、無二の親友として。けれど狛也は、生まれて初めて自分を上回る存在を知って、愕がく然ぜんとした。

「そんな馬鹿な。ボクが……負けた……？」

　唖あ然ぜんとした呟つぶやきに、幼なじみの少女が口に手を当て驚いている。いつも彼女にちょっかいを出してきた少年たちが黄色い声を上げている。その前、うつ伏せに倒れる狛也の眼前に、初めて狛也の顔に土をつけた英雄の子孫が立っていた。

　信じられないような顔でいる狛也に、悪ガキたちがはやしたてる。

　やったぜ伊集院に黒星をつけることができた。あんまりおれらを舐なめるんじゃねえぞっ。へっ、ざまあみろ。

　狛也の中で、ふつふつと怒りが込み上げる。

　それは、他の英雄の子孫を助すけっ人ととして呼んだ彼らに対してではない。幼なじみの少女を、守ると誓ちかった自分への不ふ甲が斐いなさ。

　勝てなかった。

　絶対に守ると言ったのに。半径十メートル以内にいれば必ず守るという約束が破られた事実に、狛也は叫びたいほど悔くやしがる。

「ハクヤ、大丈夫なのですか？」

　心配して声をかけてくる少女に、声を返せなかった。自分から言い出したくせに。約束も守れない自分に対して、耐たえ難がたい悔しさが湧わき上あがる。

　強くなりたいと思った。

　もっと、もっと、誰だれよりも強くなりたいと思った。

　この地上において、過去だろうと、現在だろうと、未来に現れるどんな英雄であろうと、それらを上回るほどに強くなりたい。

　それからだ。

　ひたすら自分を高める毎日が、始まった。英雄の時代に、地上の覇者だった超獣を打ち倒した祖先の力を、可能な限りにまで引き出す修行を始めていた。

　長く、苦しい、鍛たん錬れんの日々。

　そうして狛也は、いつしか最強の剣技を編あみ出だしていた。
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「確認だが、昇進試験は毎月二回ずつ行われる、ということでいいのだな？」

「そうみたい。毎月の十日前後と……二十五日前後。今月は、九日と十日……明日からみたいだよ」

　刃と刃がかち合い、耳みみ障ざわりな音が鳴なる。喝かつ采さいが聞こえ、うるせー飯めしが食えねえだろという野や次じがいくつも飛とび交かっている。

　波は瀾らんの視し察さつと空の決意から明けて翌日。前日と変わらぬ食堂の騒そう音おんの中で、狛也とくらみは顔を突き合わせて情報をまとめていた。

「昇進試験には『仮試験』と『本試験』の二段階がある。どちらも本校生が相手となって、分校生に立ちはだかるのがルールだ。仮試験が九日。本試験が十日。慣かん例れいではそれほど優秀な成績の者は出てこないみたいだが……その分、嫌らしいちょっかいが待っていると見た」

　あの後、狛也とくらみは、空の上でしばらく昇進試験の準備について談だん義ぎした。

　何をするにもまず情報は大事だから、知ってる人間に聞いてまわるのが手っ取り早いと考えて、何人もの生徒や先生たちに聞き込みに走った。

　その成せい果かを報告しながら、対策を練ねっている。

　情報収集で分かったことは、やはり昇進試験はかなり厳きびしいということ。

「そ、そうだね……。わたしたちのクラスの過去の試合だけを見ても……レヴァンくんとゲルドくんは、『延長戦』を余よ儀ぎなくされて……あいあいちゃんは苦手な文字だらけの課題に直前で変えられたみたい。ひどいね、ジュリさんのやり方。て、天てん罰ばつとか下ればいいのに……」

　白い翼つばさを弱々しく動かし、くらみは困こん惑わくの声を出す。

「まず、肝かん心じんなのは、傾けい向こうを調べることだ」

　狛也がコンビニで買った唐揚げを頰ほお張ばりつつ、

「見るのだ、このレヴァンがくれたメモを。昇進試験は、武人タイプと聖人タイプでやることが大きく違う。ボクのような武人タイプは複製英装を用もちいての模も擬ぎ戦闘。くらみのような聖人タイプは、フォリスを使って創つくりだしたシチュエーションでの対決。どちらも本校生が相手。ふむ。ボクの方は――至いたってシンプルだな。模擬戦闘で本校生を相手にして勝てばいい。勝てなくとも、本校生の度ど肝ぎもを抜ぬかせればそれで合格だ」

「わ、わたしの方は……なんだか難しそう……」

　言って、不安そうな顔つきのまま、もそもそとあんドーナツを食べている。

「……棘とげつきの鉄球が一秒に五十個襲ってくる空を飛翔したり、砂漠の暑さを二十倍にした灼しやく熱ねつ地獄の中を三時間全力で飛び続けたりとか……む、無理だよこんなの……。どれか好きなの選べって書いてあるけど、こ、こんな試験したらわたし、ボロボロだよ」

「高得点を取れという合格条件なのだから、その判定次第で合ごう否ひが決まるんだろうな。ひょっとすると、本校生側はイカサマをしてでもくらみを蹴け落おとそうとするかもしれん。しかし、そんなことは関係ないぞ。ボクらは誰が見ても『すごいっ！』と思うような光景を見せ付ければいいのだから」

　食堂の後ろの方から、大喝采が沸わき起おこった。ゲルドたちの賭かけ事ごとで、大穴が当たる事態が発生したようだ。飛び交う千円札。悲鳴と歓喜の二重奏。

「そうだよね……なんとか突とつ破ぱしないと、ダメだよね……」

「そう、その意気だ。……ところでくらみ」

「な、なに？」

「キミはさっき試験が明日から行われると言ったが、間違っているぞ。今日はまだ六日、仮試験は三日後だ。日付が、ずれている」

「え？　そんなはずはないよ。今日は八日。仮試験は明日からだよ。……あれ、狛也くん、今日の日にち間違えちゃったの……？　うっかり屋さんだね、えへへ」

「馬鹿な、ボクが日付を間違えるはずなかろう。今日は六日なので仮試験は三日後だ。……まったく、小さな勘かん違ちがいが命取りになるかもしれんぞ。気をつけるのだ」

「……あのな。お前らな。自信満々に言ってるところ悪いんだけど、本当は仮試験、明後日あさつてなんだぜ……」

　どっちも間違ってるんだよおい大丈夫か？　と心配そうにぼやくレヴァンの隣となりで、狛也とくらみはなおも昇進試験について意見を交わしていった。




　　　　　†　†




　――そして仮試験、当日。

　熱心に話し込んでいた二人の様子を思い返しながら、レヴァンは昇進試験が行われるグラウンドに来ていた。

　本校へ行ける昇進試験は、狛也とくらみにとって、今日が初めてのチャンス。ほんの数日前に編入したばかりの彼らにとっては日程が近いため慌あわただしい。本来なら二十五日の方にまわすべきなのだが――彼らはそうしなかった。

　狛也やくらみだけではない。

　先日の九く鳳ほう院いんジュリの視察はひどい出来事だった。分校に来たばかりの生徒たちは分校の現状に嫌いや気けがさして、ただでさえ本校に戻りたいと思うものだ。あのジュリの行いは他のクラスにもすぐに伝わって、ほとんどの編入生の間で、「もう分校は嫌だ」という声が続出した。

　レヴァンがちらっと聞いただけでも、今月の昇進試験はこれまでの三倍近くの受験希望者がいるらしい。

　ぼうぼうに草の伸びた分校のグラウンドが眼下に見える。聞こえるのは、グラウンドの一角に沿そって作られた臨りん時じの応援席からの声せい援えんだ。

　レヴァンの中で、過去の二ヶ月の昇進試験の光景が蘇よみがえってくる。

　本校の武人タイプには名だたる聖剣や魔剣を操あやつる本物の化け物がうじゃうじゃいる。上位ともなれば戦略兵器級の力を持っている生徒も珍めずらしくない。普段は発はつ揮きされることのない伝説の技の片へん鱗りんを使う機き会かいを得た本校生たちは、途と方ほうもなく恐ろしい。

「それでは、受験生はこっちに集まってほしいっす。それぞれクラスごとになって、待機してくださいっすね」

　試験のためにゴミだけは綺き麗れいに片付けられたグラウンドで、和わ田だの声が響ひびき渡わたっていった。レヴァンを初め、観衆である生徒たちは特別にしつらえられた観客席の中で見守ることになっている。

　試験生が次々と分校の校舎から出てきた。上うわ背ぜいのある生徒、きらきらと光る腕輪をした生徒に続き、少し遅れて狛也の姿が見えてくる。ここからではわからないが、本校の方ではくらみも聖人組の一人として参列しているだろう。

「よう、レヴァン」

　不安半分、期待半分のところに、皮ひ肉にくげな声がかけられた。

「……ゲルドか」

　思わず舌打ちする。よりにもよって、何でこいつが話しかけてくるんだ。来なくていいのに。わざわざすぐそばに近寄って、にたにた笑っているゲルドが嫌で嫌で仕方がない。ふんぞり返って、レヴァンの後ろからせせら笑うゲルドは、

「二ヶ月前が懐かしいじゃねえか。なあ。お前もあの伊い集じゆう院いんと同じく、まだ覇は気きに溢あふれた顔をしていた」

「……ふん」

　レヴァンはゲルドから顔を背ける。

「まさか、伊集院たちを止めないとはな。お前は世話好きだ。編入生にはたいがい声をかけていた。昇進試験の恐ろしさも伝えたと思ったんだがな。あいつらも散さん々ざんだ」

「黙だまれよ」

「大体だ、考えてもみるんだな」

　グラウンドの狛也をちらりと眺ながめ、ゲルドが毒を含ふくんで言う。

「俺おれでも受からなかった試験に、あんな『のだのだピエロ』と、『わさわさガール』が、突破できると思うのか？」

「うるさいな。よく知りもしないで言ってんじゃねえ」

　ゲルドはいつもこうだ。何かと挑発してきて、苛いら立だつことばかり言ってくる。分校に落ちた憂うさを、他の生徒に暴言を吐はくことで晴はらしているのだ。

　いつも癇かんに障さわることばかり言ってくるが、今日は特に絡からんでくる。それが、実に苛立たしい。

「お前だって知っているだろうが、レヴァン。本校の連中は化け物だ。アロンダイト、グングニル、カラドボルグ。名刀として名高い正まさ宗むねに、妖刀村むら正まさの系けい譜ふ。デュランダルの英雄の血を引いたイェーガー三兄妹だっている。そんな奴やつらに挑戦する？　……無む謀ぼうもいいところだ。鼻はなっ柱ぱしらも誇ほこりもへし折られて、おしまいだな」

「……」

　悔しいが、ゲルドの言う通りだ。過去に分校から本校へ返り咲いた生徒はいない。前年度を含めた十四ヶ月、計二十八回に渡る試験で、誰も受かっていないのだ。レヴァンも挑戦した。けれど、駄だ目めだった。それだけは事実だが……。

「あいあい、そうおもわない」

　二人の合間に、小学生のように小こ柄がらな体が割り込んだ。

「あいあい？」

「はくやと、くらみ、どっちもすごい。やるき、たくさんある。まるで、まっかなほのお。だから、だいじょうぶ。あいあい、しんじてる」

「何やら同意見がささやかれているようですね」

「なんでユーリまで来るんだよ……」

　レヴァンが嫌そうに言い、ゲルドが鼻で笑ってみせても、ユーリは平然とした顔。にゅっと突き出た削さく岩がんドリルのような自じ慢まんの髪に、ぷしゅー、ぷしゅーと、もはやそれが彼の呼吸音なのではと思わせるスプレー音と共に、会話に入ってくる。

「確かに昇進試験は難しい試練ですねえ。僕が本気を出そうかと思ったくらいには、高い難なん易い度どと言えます」

「アホ言ってんな。お前、ふざけ過ぎて歴代最低記録出して不合格だったろ」

　突つっ込こみは、無視される。

「レヴァンくんやゲルドくん、それに、僕やあいあいさんも駄目でしたが、あの二人には、何かを感じるのですよ」

「何かってなんだよ……」

「あいあい、そうおもう。はくや、くらみ、すごいかも。なにか、やってくれる。あいあい、きたいする」

「……まあ、あいあいがそこまで言うのなら、本当かもしれないけどよ……」

　真ま面じ目めなアイリスまでそう言い出したことに、思わずレヴァンも閉へい口こうする。

　見た目は小学生のような彼女だが、生真面目で、人を思いやる気持ちを買われ、クラスでは委員長をやっている。視察の騒ぎでザキュラスは彼女のことを文字が読めない劣等生と蔑さげすんだが、千せん英えい学園に入学した以上、それだけではない。

　長所があるのだ。

　アイリスには行動力と決断力、それと無人島を生き抜いたサバイバル力がある。それらは来たるべき英雄の子孫の時代には必要なものだ。それもあって学園長の推すい薦せんを経へて入学している。

　他の分校生だって同じ。良いところはたくさんある。それなのに、ジュリの分校落としによって、打ち消されているだけなのだ。

　しかしそれは弱者の戯ざれ言ごとだとばかりに、ゲルドが否定する。

「それでもまず無理だな。今日の仮試験は、ふん、なんとかなるかもしれないが、その後の本試験にジュリ自らが出てきたらまず受からねえ。いや、間違いなく出てくるな。ジュリの得え物ものはメギンギョルドＫＥ１９７。あれがあらゆるものを二倍にするってのは知ってるだろうが。狛也がどこの英雄の末まつ裔えいか知らねえが、どんな試験だろうとジュリに勝つのは不可能だ。勝てると考えるだけ無む駄だだな」

　ユーリが、そういえばと思い出したように口を挟はさんでくる。

「ああそうそう、伊集院くんのことですが、彼は自分のことを無名の英雄の子孫と言っていましたよ。その意味では、彼の血筋に期待はできないかもしれませんねえ。ジュリの祖先は『雷らい神じん』と称たたえられ、神格化された歴史を持っていますからね。英雄としての力では絶対的な差があるでしょう。しかし、それでも彼からはとてつもない可能性を感じずにはいられませんよ。ふふっ」

「あいあい、そうおもう。みていれば、たぶんわかる」

　本当にそうならば、期待はしたい。

　レヴァンとて、何度も挑戦して、挫ざ折せつしたのだ。ここにいる他のメンバーも、それは同じ。皆、最低一回は昇進試験を受けて、駄目だった。

　レヴァンは三回。アイリスは二回。ユーリも二回で、ゲルドは一回だ。数に差はあれど、誰もが挑戦して現実を知った。本校の実力を見せ付けられた。あのときの屈くつ辱じよくは、忘れられない。だからこそ、再挑戦の意欲も失せてしまっている。

　だが、もしも。

　アイリスやユーリがそれを踏ふまえて言っているのなら、それは信じてもいいのかもしれない。特に狛也。彼はジュリの攻撃を完かん璧ぺきに弾はじいてみせたのだから、きっと、何かやってくれる。

　見れば、すでに仮試験が始まっていた。次々と、試合開始の声がする。

「……よし、じゃあそこまで言うなら、声援のひとつもかけてやろうぜ。狛也だって、羽う撫ぶ崎さきだって、本校の餌え食じきにされていいわけがない――」

　そのとき、空の方から「わ、わわ、ぶつかる……っ、うわっ！」という悲鳴が聞こえてきた。

　本校の方角から、くらみが飛んでくる。彼女はめちゃくちゃな軌き道どうでやってくると、グラウンド脇わきの樹木に激げき突とつした。そしてそのままバランスを失いながら、「きゃあ」とくるくる回転して、学園の端はしまで飛んでいった。

　悲鳴の余よ韻いんが残る中、一同は互たがいに顔を見合わせる。

「……さっそく、ダメだったわけだが？」

　ゲルドが笑うのをこらえたような声で言った。

「おおおいっ、羽撫崎っ！　お前、何やってんだっ！」レヴァンが絶ぜつ叫きようする。

「うわあ、くらみ、ぴんち。かおからつっこんで、たいへん」

「……」そしてユーリは、見なかったことにしてそ知らぬ顔。

「くっはっはっはっ」

　ゲルドが、勝ち誇ったように笑う。

「夢を見んじゃねえよグズどもが。なーにが、したり顔で可能性だ。見ろ、羽撫崎のあのざまを。俺の言った通りじゃねえか」

　言い返したい。だがゲルドの言っていることは事実だった。本校生との仮試合で、くらみはあっけなく、コース外に突っ込んでいた。

「ザキュラスたち本校生はムカつくことばかり言っているがな」

　ゲルドはせせら笑う。

「ひとつだけ良い主張をしている。分校生は分校生らしくしろ。分ぶん不ふ相そう応おうだったってことだ。昇進試験？　はっ、受かれば誰も苦労しねえ。それができねえから、おれらはこの奈な落らくの底に甘んじてるん――」

　落雷のような音が響き渡った。応援していた生徒も、そうでない生徒も、関係なく、ぎょっとした。それは、前まえ触ぶれもなく訪れた壮絶な衝撃音だった。

「――あ？」

「えっ？」

「……なんだ？」

　見ていなかったレヴァンたちだけではない。試合を観戦していた周りの生徒からも、どよめきが上がっていた。びりびりと、未いまだに震しん撼かんする空気の流れ。質量を持つ物体が激突し、莫ばく大だいなエネルギーが発生した証明が、グラウンドに立ち上っている。

「まさか――」

「狛也がやったのか？」

　周囲のざわめきが強くなってきていた。互いに交わし合う確認の声の先で、グラウンドから太い土つち煙けむりが大きく上がっている。そこにテトラオルナＢＢ２５８を仕し舞まう狛也の姿が見える。

　しかし決定的な瞬間を見ていた者は、誰もいなかった。それほど瞬時に決着は着き、狛也は仮試験の相手に勝ったのだ。審しん判ぱんの和田すら、唖然としている。

「ど、どういうことだよ、これ」

　レヴァンが震ふるえる声で言う。

「はくや、ほんこうせいたおした。かりしけん、ごうかく？」

「いや、待ってください。先生方が審議しているようですよ。何か不正が起きたのではないかと疑っているようです。それが判定されるまで、確定はできないでしょうね」

　ユーリだけがグラウンドを見て冷静に発言している。ゲルドは、無言。

　もしも本当に狛也が本校生を圧倒したというなら、大金星だ。昇進試験は二段階の昇格考査。仮試験だけは何とか突破した生徒は過去にもいたが、それでもそれはごくわずかな限られた者だけだった。

　もしも、狛也が本物の実力を身につけているとしたら――。

《えー、ただいまの四組、伊集院狛也の試験ですが、早すぎてちっともよくわからなかったので、もう一試合、やってもらうっす》

「――『追加試合』？」

　レヴァンが弾かれたように身を乗り出した。

「たしか、げるど、まえにおなじことされた。でも……」

「あの時とは、違いますねえ」

　ユーリがスプレーを吹きかける手を止めて、口を挟む。

「ゲルドくんのときは、本当に単なる言いがかりでしたか。何か反則をやったのだと言われましたよね。しかし、伊集院くんの、この場合は」

「――マジで何が起こったのか、誰にもわからなかったということだ」

　ゲルドの口から、唸うなるような声が洩もれる。そして間もなく、新たな生徒がグラウンドに現れた。見るからに体格の良い、熊のような雰ふん囲い気きの男。

　最初に狛也の相手をした本校生はどうやら意識不明らしい。よって代だい理りの相手が、仮試験の続きを担当することになる。

「……ほう、なるほど」

　呟いたのはユーリだった。

「出てきたのは『剣聖』のアーロンですねえ。剣の腕前だけなら、本校随ずい一いちの生徒です。あのジュリですら直接試合で五分以内には倒せなかった、本校屈くつ指しの実力者ですね」

　それで、皆が確信する。本校側の――その考えは。

「つまり、ジュリが狛也を潰つぶしにきたってか？」

　強こわ張ばる声で、レヴァンが確認する。

「そのようですねえ。なんとしても九鳳院ジュリは、伊集院くんを本校に上がらせたくないようです」

　ユーリが呟いている間に、狛也とアーロンがグラウンドの中央で相あい対たいした。

　仮試験の過去において、『追加試合』というものはほとんどない。本校生は盛さかんに野次を飛ばし、教師たちも興味津々だ。レヴァンたち分校生の群むれだけは、「どうなるんだ？」と困惑の気配だった。

　審判を務める和田が「静せい粛しゆくに」と声を上げた。彼は教師席に座る分校長へ視線を投げると、手にフラッグを持ったまま、声を張り上げていく。

「それでは両者、武器を形成してくださいっす」

　本校の実力者、アーロンが、野や卑ひで高こう慢まんな表情を隠そうともせず、具ぐ現げん音おんを発言した。

「――エクスカリバーＳＥ７４６」

　それは聖剣の中の聖剣。光に愛され、覇者の印を担になうもの。希望を携たずさえ、蛮ばん族ぞくを倒し、邪竜を殺し、至し高こうともいうべき武勇を築きずいた、王が持つべき剣。

　歓声が高まる。アーロンの手に降こう臨りんした光の剣に、羨せん望ぼうの溜ため息いきが集まる。英装は英雄のシンボルであり、伝説の証あかしそのもの。時代を経てレプリカの世になったとしても、子孫がそれを変えることはほとんどない。何より、その構えは堂に入ったものだった。

　それはつまり、アーロンがかつて最強の聖剣を行使した、英雄王の末裔だということを示している。

「――テトラオルナＢＢ２５８」

　狛也の声を受け、観衆の高こう揚ようが、困惑に塗ぬり換かわる。無名。マイナー。知らない剣。いったいどんな英雄の子孫なのだと思ったら、辞書で調べなければ由ゆ来らいもわからぬ不明の武器。どことも知れぬ雑草に、最初の本校生は負けたのか？

　何だ、あいつは何なんだ――突とつ如じよ現れた得体の知れぬ生徒の登場に、分校生は、熱気と緊張に覆おおわれる。

　けれど、かつて彼と同じクラスだった本校生だけは、気が気ではなかった。伊集院狛也。その実力は、彼らがよく知っている。

「では――」

　審判の和田がフラッグの柄えを握にぎり締しめ両生徒を交こう互ごに見やる。群ぐん衆しゆうが、息を呑のんで注目する。

「――開始っ！」

　土煙が立った。

　いかにも強そうな巨体が、宙ちゆうにふっ飛んだ。宙をくるくる回りながら飛んでいくのはアーロンだ。巨大な衝撃波が発生し、グラウンドに生えていた下生えがなぎ払われる。アーロンは受け身も取れず転がり、背中を打って腕をぶつけて、それでもなお吹き飛ぶ勢いは止まらない。

『剣聖』はグラウンドの端の防護フィールドに衝突して、それを盛せい大だいに震わせて、弾き返されて地面に激突してようやく静止した。

『……』

　一秒が経たち十秒が経ち、さらに数十秒――しばし石のようにアーロンを凝視していたレヴァンたちは、

「……おい、起きてこないんだが？」

「起きてこないですね」

「起きてこねえな」

「わあ、あいあい、びっくり。あーろん、ぴくりともうごかない」

「うわあ！」本校生のそこかしこから、叫ぶような声が出た。

「おい！　誰か衛えい生せい兵へいっ！　じゃなかった！　救護班！　アーロンがひょっとして、くたばった!?」

「待ちなさい！　おち、落ち着きなさい、生徒の諸しよ君くん！　ええと、審判！　和田先生！　アーロンくんは、戦闘不能なのですか？」

「戦闘不能どころか人生不能のような顔をしているっすね……」

　にわかに教師陣が騒そう然ぜんとする。あっという間に校舎の壁に埋うまったアーロンに群がり、あっという間にどこかへ消えていった。唖然としたままの分校生と本校生の生徒たち。開いた口が塞ふさがらない光景。上空へ高く吹き飛ばされていたエクスカリバーＳＥ７４６が、グラウンドの隅すみに落ちて半なかばから砕くだけ散ちる。

「……なあ、今の、見えたか？　あいあい」

「だめ。いまのいちげき、はやすぎ。あいあいは、よくわからない」

「おいおい、なんてことだ、ありゃあ……」

　ゲルドがこぼした言葉に、普段なら絶対に自分からは話しかけないレヴァンは、好奇心に負けて振り返る。

「……いまの見えていたのか？　ゲルド」

「ああ。お前らザコにはわからねえだろうが、俺には見えた。だが、なんだ今のは。多重加速の――フォリスを使ってるのはわかる。いや、それだけじゃ一撃の重さがあり過ぎる。轟ごう斬ざんのフォリスを上乗せした？　いや、それでもまだ……」

　似たような呟きが、そこかしこから上がっている。何だ今のは。いったい、何が起こった？　しかし断定できる者はどこにもいなかった。

「か、仮試験は、どうなるんだ？」

　かすれがちな声で、レヴァンが言葉を向ける。

「俺が知るか。だが、今の結果を無視するわけにもいかねえだろうよ。アーロンだぜ、あのアーロン。『剣聖』が油断してたとは思えねえし、これは学園側としても――」

《――今の試験内容について、あたしから一つ提案があるんだよ》

　そのときマイクから発せられた声で、皆のざわめきは凍こおりついた。

《すごいすごい、感動しちゃった。同じ千英学園の一員として、胸が躍っちゃったよ。でも、ごめんね？　あたしはたった一撃で試験を終わらせた伊集院狛也の評価は、まだ無理だと思っちゃった。だからね、あたしは提案するの。伊集院狛也が本校生に相応ふさわしいかどうか、『きちんと』監査するために、さらなる追加試合を行わせることを、分校長、並びに昇進試験運営委員会に伝えるよ》

「……なんだと!?」

　レヴァンの驚きよう愕がくの一言に、隣でユーリがくすくすと笑いながら頷うなずいた。

「なるほど。九鳳院ジュリは、そうまでして伊集院くんを拒こばむということですか」

《あたしは提案するよ。今からあたしが指名する本校生五十三人。この生徒たち全員を仮試験の対戦相手にして、『その全員に勝ったら』、伊集院狛也を仮試験合格にしてもいい。そんな提案をするよ。あっ、でもでも、あくまでもこれは提案だからね。嫌だったら本校生の皆は拒否してね。あたしは自分の提案がむげにされても、気にしない》

　噓うそをつけ、どの口でそんなことを言うのかと皆が思った。しかし、誰も口にできなかった。

　喧けん騒そうが拡大する。レヴァンが、愕然として立ち上がる。それまで黙って事態を見守っていた生徒たちが、一斉に困惑の声をあげていた。

　けれどジュリに名を呼ばれて、次々と試合に出るよう命じられた本校生が、困惑と躊躇ためらいの表情をしていたのはわずかな時間だけだった。

「合意する！」

「受じゆ諾だくするっ！」

「我らは九鳳院ジュリさんの提案に賛同する！」

「仮試験は本校に加わるべきか否か、厳格な審査を以もって行うべきだ。よって、ジュリさまの提案はまっとうなものだと俺らは判断する」

「仮試験は厳げん正せいに！　そして正確に！　不意打ちにも似た一撃必殺だけでは、我ら本校生は伊集院狛也を勉学の同士だとは認めないっ！」

　次々に立ち上がり、意思を表明し、グラウンドへ飛び降りていく本校生。光を招しよう来らいし、集しゆう束そくさせる。複製英装が顕現化した。ラゾンの瞬またたきと共にグラウンドへ群がる軍勢。彼らは次々と、グラウンドの中央に位置する狛也と対たい峙じしていった。

《じゃあじゃあ、和田先生、判定はまかせるよ。伊集院狛也、がんばって》

　聖剣と魔剣と霊刀の煌きらめきが燦さん然ぜんとグラウンド中に殺到する。余よ波はで強風が巻き起こる。かろうじて残っていた雑草が、余あまさず引きちぎられる。その威い風ふうは、紛まぎれもない猛も者さたちの集まりだ。狛也はその様子を、泰たい然ぜんとテトラオルナを携えて黙視している。

「伊集院、狛也ぁっ！」

　どこからか、炎弾が飛んだ。それが始まりだった。

　和田の合図を待つことすらない。

　仮試験、追加試合。それはジュリの掟おきて破やぶりの宣言によって、地獄絵図へと変へん貌ぼうした。




　　　　　†　†




「はあ……はあ……いったい、どういうことなのかな……急に、審判の人たち、顔色を変えてたけど……。武人タイプ……狛也くんの方で、何かあったの……？」

　コントロールを失ってコース外に飛び出してしまったくらみは、その後復帰し、聖人組の仮試験を終えてから急いでレヴァンたちと合流しようとしていた。

　試験は、飛行の総合力は無ぶ様ざまだが、速度が恐ろしく速いということで、一応合格とは言われた。妙にいい加減な試験官で、合否なんてどうでもいいとばかりに、雑ざつに言い渡されてしまったのだ。けれど、そのことに考えを巡らせる時間はない。

　武人タイプの試験の方で、予想外の騒ぎがあった。それで、そちらに人員を割さくために半ば中止みたいな形で終わったことをくらみは知っている。

　制服や羽についた小枝や葉を手で払い、急いでくらみは駆け出す。

　やがてレヴァンたちのいる分校の観衆席に辿たどり着つき、彼女がそこで見たもの。それは、神話や伝承で地上を嘗め尽くした、伝説の戦い。その再来だった。




　耳をつんざくような雷らい鳴めいが、轟とどろいた。氷でできた峻しゆん険けんな槍やりの雨が飛来し、地面を抉えぐり砕いて爆ばく散さんさせていく。

　一秒に何文言という、古代の詠えい唱しようが高速で呟かれた。天より現れたのは呪じゆ怨おんを振ふり撒まく暗黒の鉄てつ槌ついで、空間を焼き尽くすのは巨大な火柱だ。無数の爆発が重なり大気が揺れる。滝のように注そそぐ毒の閃光が、凄せい絶ぜつなる轟音をぶちまけた。

　交差し、降り注ぎ、破壊の限りを尽くすフォリスの嵐あらし。

　爆音と閃光が溢れるグラウンドから観衆席の彼らを守るように、防護フィールドが全力で展開されている。武人タイプの担当試験官も、聖人タイプの担当試験官も総動員してのフォリスの維い持じだ。

　アイリスは思わず、レヴァンを振り返った。

「しあいはじまって、はくや、なんにんたおした？」

「……二十四人だ」

　短く答える彼の顔に、余裕はなかった。今もその眼まな差ざしは、雨あられのようにフォリスが放たれているグラウンドのど真ん中に注がれている。

　本校生の追加の数は、五十三名。

　誰も彼もが一流といわざるを得ないラゾンの練り。間違いなく、卓たく越えつした技術。けれどその攻撃を、容易たやすく避さける影がある。どれほど苛か烈れつな攻撃が襲ってきても、平然とそれをかわし、突き進む一陣の風があった。

「これはこれは……なんとも一方的ですね」

　ユーリが含み笑いと共に、呟きを洩らしていく。

　もう十二分。見ている側がそら恐ろしくなる攻撃が立て続けに放たれても、狛也に裂れつ傷しようを与える攻撃は存在しない。

　本校の生徒の放つ技は、どれもが一級品。炎の槍、雷撃の槌つち、水の柱。その他――数多あまたの猛攻だ。けれど狙ねらいをつけたとしても、次の瞬間にはすでに狛也は射程の外。白く、一筋の光のように戦場を駆け抜ける彼の姿は、すでに烈風を超えた閃光の域だ。

　一ひと際きわ大きな土煙が上がって、大柄な生徒が気絶する。

　狛也がやっているのは、先にアーロンを倒したあの剣撃、ひたすらそれの繰り返しだ。

　視みえぬほど速い疾しつ走そうと、一発で意識を奪うばう剣撃。それを、繰り返し使っているだけ。五十三人の生徒全てを一度に相手にするのでなく、刹せつ那なの一対一を愚ぐ直ちよくに繰り返す戦術。それだけで、一人、また一人と本校の猛者たちは打ち倒されていく。

　例えるなら、それは流星だった。何物にも染まらず、誰にも屈くつせず、ただ強く激しい輝く星のような瞬きが、炎も雷撃もすり抜ける。

「ふふっ、……なんと美しい。まったくもって、最高の絶ぜつ技ぎです」

　整髪スプレーを使うことも止やめて、急にユーリが立ち上がりながら呟く。

「八、九、十……ちがう、十一？　ふぉりす、たくさんみえる」

　そして、明らかな異常もレヴァンたちは察さつ知ちしていた。眼下で奮ふん闘とうする狛也の戦闘。それを見つめているうちに、徐々にその異常性に気がついていく。

「ればん。はくや、どれだけいちどにふぉりす、つかってる？」

「無理だ、わからねえ」

　唸るレヴァンの声に、ユーリが嬉しそうな声音で続けていく。

「なんということでしょうね。多重加速のフォリス、腐ふ食しよくのフォリス、猛毒のフォリスに侵しん食しよくのフォリス。それに、比例や増幅のフォリスの輝きもありますか。ふふっ。これらはさほど目を凝こらさずとも見通せます。しかし、全部でいくつ使っているのかと問われれば――回答するのが極きわめて難むずかしいっ！」

「ふぉりす、十六までかぞえた。もっとある？」

「動きが速すぎてろくに見えねえ。二十二……いや、二十三か？　ラゾンの残ざん滓しで、かろうじて……何なんだ、あいつ。狛也。二十以上のフォリスを同時に、しかも異系統を束たばねて使う？　そんなこと、できるのか？」

　そのとき、慌てた様子でくらみがやってきた。

「……や、やっと辿り着いた……。仮試験、合格したよ……っ」

「おめでとう」

「おめでとうございます、くらみさん」

　急いで走ってきたくらみが、転がるように席についた。しかし、アイリスとユーリはともかく、他に応える余裕はない。レヴァンはグラウンドに釘くぎ付づけで、ゲルドも同様だ。

　ユーリが試合を気にしながら、くらみへ話しかける。

「さっき見ていた限りではとんでもない所に飛んでいったようですが、大丈夫だったのですか？」

「ほんとう。くらみ、あぶないひこうだった。けが、ない？　あいあいは、しんぱい」

　彼らの気き遣づかいの声に、くらみは息を整えた後、

「うん……体は平気。試験官の人も、なにか、すごくいい加減で……合格って言われちゃった。仮試験は受かってよかったけど、でも……なに、これ？　さっきからみんな、びっくりしてる。あれ、本当に狛也くんがしているの……？」

　問いかけてみても彼らは完璧な答えを用意できない。その視線はすぐさま、フォリスを使い、白き流星にしか見えないグラウンドの狛也へと吸い寄せられていく。

「……フォリスってのは、あんなに簡単に扱えるものじゃねえんだ」

　レヴァンの言葉の遙はるか向こうで、狛也がまた一人仕し留とめていく。

「たとえば二つとか三つくらいなら、連続して別のフォリスを使うこともできる。本校生の中堅くらいになれば、二十種類のフォリスを立て続けに放つこともできる。けどよ、それらを混ぜ合わせることはできねえ。火炎と氷のフォリスを別個に撃つことはできても、それらを混ぜ合わせて、一つに『束ねる』なんて、できるわけねえんだ」

「え、え……？」

「そうなのですよ。そこが、伊集院くんの素晴らしいところですっ」

　舌なめずりしそうな勢いで、ユーリは補足する。

「彼はあり得ないほどの種類のフォリスを一つに混ぜ合わせています。そして、その効果をきちんと引き出しているのです。ふふっ……視えますか、あの光景が。感じてください、あの激しいラゾンの瞬きを。――身体能力の加速と、腕力の強化。防護の水増し、相手の体調不良の促うながし、比例疲ひ労ろう減少のフォリス、エトセトラ。視えているものだけでもあれだけの数があれば、様々なラゾン反応が起こってフォリスを使うことなど不可能です。なのに、ああっ、それなのに、彼はそれをやっているっ。異常ですよ。ちらっと見ただけでは『ものすごく速く動いて、当たった相手を昏こん倒とうさせる』剣技をやっているにしか見えません。けれど、その技の実態は、信じられないほど多くのフォリスを『合成』させたものなのですっ。なんて、素晴らしいっ！」

　こうして彼らが話している間にも、次々と本校生は崩れ落ちていった。

　本校生とて、抵抗はしている。狛也を仕留めるべく、まるで豪雨か雪崩なだれのように凄絶な波状攻撃を放っているのだ。けれど結果が伴わない。狛也は猛攻をかい潜くぐり、もうそこしかないというような隙すき間まを縫ぬい、駆け抜け、そして一撃の下に気絶させていく。

「――お前らにはこれが、『本当に』どれだけやばい光景かわからねえだろうが――」

　ずっと沈黙していた口をようやく開き、ゲルドが会話に加わる。

「伊集院は最低でも七十六のフォリスを使っている。一つ一つの効力はそれほどでもねえ。だがその使ってる種類が正気じゃねえな。侵食や猛毒のフォリスなんかは分校生上位なら扱あつかえるものだが……高度な幻惑や錯さつ覚かく、蜃しん気き楼ろうや錯さく乱らん、さらには限定的とはいえ時間短縮や空間の割かつ断だんまでやってやがる。それらの膨ぼう大だいなフォリスを束ねるために、ウロボロスの禁断フォリスすら持ち出して、無理やりに合成してやがるんだ。何だあいつは。本校生でも扱えねえ危険技だ。馬鹿げてやがる。あんだけ無茶をすれば、少しの気の緩ゆるみで暴発するじゃねえか」

「七十六の、フォリス……!?」レヴァンが目を大きく見開く。

「問題はそこじゃねえ。数自体が問題じゃねえんだ。今さっきてめえも言ってただろうが。そんな暴挙を可能としているのは何だ？　あのクレイジーが使っている、テトラオルナか？　そうじゃねえ。複製英装で制御しているのかと一瞬思ったが、あれはただの録音と再生機能がある駄剣だ。あの野郎、無名だなんてとんでもねえ。『神』と言われた者の末裔か、それに連つらなる系譜でないと、説明がつかねえぞ……」




　ざわめきは波は及きゆうする。

　驚愕の声は拡散していく。グラウンドの本校生は、すでに十四人にまで減っていた。

「イカレてやがる。なんだよあれは。突とつ貫かんして斬撃するためだけに、六十五のフォリスを費ついやしているぞ！」

「なん、だ、あれは。……ザキュラス、お前にはいくつあるように見える？　俺は、七十一までなら数え切れたが……」

「百十六だな。それ以上はちょっと見えません。あれは本当に、現実の光景なのか？　明らかに我らの領域すら超えている。あれは――異常です」




　空を切り、地を踏み砕き、閃光となって戦場を滑かつ走そうする。

　もはや優勢は明らかだ。あれほどいた本校生に勢いはすでにない。残った戦力は風前の灯ともしびというべきもの。

　誰が見ても、狛也の圧勝は目に見えている。ゆえに――残り七人となってしまった戦場へ、氷のような冷たい声が放たれた。

「蒼そう竜りゆう」

「はい、ジュリお嬢じようさま」

「行ってきて」

　次の瞬間、グラウンドに一つの影が舞い降りた。音もなく、風もない。まるで質量を感じさせない出現に、どれほどの生徒らが気づいたか。

「あれはっ！」

　恐れを抱きつつ叫ぶレヴァンに、くらみがびくりと翼を揺るわせた。

「こ、今度は、なに……？」

「蒼竜だ！　ジュリの奴、どさくさ紛れに蒼竜まで投入しやがったっ！」

「蒼竜……？　それって……」

【――わたしとぼくとあなたが復元する】

　くらみの声を遮るように、ジュリの部下たる痩そう身しんの青年は詠唱する。赤く、黒く、禍まが々まがしい光を帯びた暗黒の剣。周囲の大気を塗りつぶし、厳げん然ぜんと編まれるフォリスの波動に、レヴァンは震え上がる。

【――空うつ蝉せみの鎧よろいに鉄を打ち、泡ほう沫まつの骸むくろを崇あがめよう。涅ね槃はんの冒ぼう瀆とくに耐え、水、奴ど隷れい、金と朝から来る咆ほう哮こうは、覇王の頑がん是ぜと稚ち拙せつの体現郷】

「ついに『鋼はがねのヒストリア』の詠唱まできましたか」

　ユーリがもうずっとスプレーする手を止めたまま、説明する。

「蒼竜が九鳳院コンツェルンより貸し与えられたミドガルズオルム・コード。その一角である対界フォリスですよ。復元のフォリスを得意とする蒼竜の中でもあれは、長い詠唱の後、過去に存在した巨大殲せん滅めつ建築物を、現世へ復活させる大術式なのです」

「え……？」くらみが聞き返す。












「時間制限ありで、術者に若じやつ干かんの制限を加えるフォリスですが、効果は絶ぜつ大だいです。あの詠唱で復元できる巨大建築物は――この世に竜や巨人、魔獣が全盛期として君くん臨りんしていたときに造られた、超獣殺しの城ですよ。想像もできないような殺さつ戮りくの象徴、過去の汚点。強く造りすぎて人間の手で解体された呪いの建造物を、たかが昇進試験に持ち出す気なのですね、ジュリたちは」

【わたしとぼくとあなたは復元する。復元する。復元する。蟷とう螂ろうのつるぎに世界竜の唾だ液えきを塗り、界かい卵らんの礫つぶてに死を貼り、天滅の覇神との蜜月、抱ほう擁よう、舐め合いを希望する】

「え、え？　それは、つまり……すごくマズイってことじゃないの、わさ……？」

「当然だ」

　ゲルドが、かろうじてレヴァンの方を振り返る。

「あれは――確かレヴァン。お前の本試験にも使われた復元のフォリスの一種だな？　三時間粘ねばって戦って、それでも傷一つ付けられなかった、空くう爆ばくに秀ひいでた古代要よう塞さいだ」

「まさか、あれをまた引き出そうってのか」

　レヴァンが硬い表情のまま呟いて、

「ああっ……そういうことですか」

　ユーリが愉たのしそうに上空を仰ぎ見る。

「伊集院くんのフォリスは確かに一撃必殺で『当たれば』どんな強敵も治療室送りですが、その反面、重大な欠けつ点てんも抱かかえてますね！」

「その通りだ」ゲルドが言う。

　その先でうっすらと空に見えるのは、石と花と階段で造られた太古の天空城だ。

「使っているフォリスの膨大な数と合成で騙だまされがちだが、伊集院の戦い方は所しよ詮せん、一騎打ちの延長に過ぎない。人間と人間、あるいは人間と超獣との対面戦闘を想定した、平地での戦術。対地攻撃、広範囲爆撃に優すぐれたあの古代の天空要塞には、手も足も出ねえだろうな」

【セミラミスはわたしとぼくとあなたに命じた。桃源の彼方かなたに想いを馳はせよう。久く遠おんのオケアノスに頸くび木きを愛めでよう。その果てに見定めるべきは何なりや？　おお、誘惑竜ユランの駆ける先。その往ゆく果てにこそ、我がとこしえの悲願がある】

　階段が現れた。蔦つたが伸び壁面に満ちる。草花が満天の星空のように映え、発光する。磨かれたままに艶つやめくのは、永遠の美を授かる白はく亜あの建造物。

【来たれ古いにしえの天空城。第二世界の授じゆ印いんを以って、我は『バビロンの空中庭園』を復元す】

　空間の揺らぎに世界が揺れる。大気が怯おびえて、天がむせび泣く。遮さえぎられた陽光の代わりにあるもの。それは、煌きらびやかさと荘厳さ、古代の技術を結集した天の大要塞。

「そ、それじゃあ……つまり、狛也くんは……」

「ああ、負けるな」

　険しい声音で、ゲルドは分析結果を吐く。

「ここまでの戦いをよく見ていれば、わかる。伊集院は対空攻撃をほとんどやっていない。自分より上方向への攻撃が苦手なのか、それとも、武器の限界なのか。何にせよ、一定の制限の中であの一撃必殺の剣技を使っている。それが真実だ。昇進試験は甘くねえ。何をしようとジュリたちには勝てない。そういうこった」

　――負ける？

　あの狛也が、負けてしまう？

　これほどすごい技を持っているのに。きっと誰よりも努力して身につけたのに。それでもジュリの手下に負けて、笑われてしまうのか。

　嫌だ。そんなものは、見たくない。誓ちかってくれたのだ、狛也はあのとき。初めて分校に来た日に、彼は言っていた。

　――臆おくすることはない。ボクが一緒なのだ。地獄に仏と思って、気楽にしていればいい。

　負けてほしくない。いや、負けてはダメなのだ。くらみは翼を広げ、その場でふわりと飛んだ。そのまま滞空する。何事かと視線が集まってくる。観客席から彼女を、訝いぶかる視線が突き刺さる。だがそれでも、せめて、勇気の一欠片かけらでも与えられるように。

「は、狛也くん……っ！」

「なんだ――――――っ!!」

　がごぎがんっ、という衝突音が聞こえた。

『……え？』

　観衆席の全ての人間が、呟いた。

　次の瞬間、蒼竜が狛也の一撃で吹き飛んでいた。

　茫ぼう然ぜんと見つめる観衆の下、蒼竜は土煙とラゾンのエネルギーと悲鳴を引き連れて、グラウンドを囲うフィールドに激突して、頭から崩れ落ちて気絶した。巨大な天空の要塞が、霞かすみのように消えていく。

「は……」

　きょろきょろと周りを見渡して、惚ほうけたように、くらみが言った。

「え、狛也くんが勝っちゃったみたいだけど……いいのわさ……？」

「馬鹿な――――っ!?」

　頭を抱えて、絶叫して立ち上がったのはゲルドだ。

　彼は目が血走りそうになるまで見開き、グラウンドを凝視して、それでも足りないとばかりに、前に座っていた生徒らを蹴散らして、最も前の席にまで走っていった。

「そんな馬鹿な！　蒼竜の鋼のヒストリアは詠唱中でも対迎撃用のフォリスが自動発動しているはずだろ！　剣も槍も雷撃も、みんな弾く仕様じゃねえのかあり得ねえ馬鹿な――――っ!?」

　レヴァンはくらみの隣で茫然。アイリスも、目をぱちくりしたまま硬直した。ユーリに至ってはショックで心臓でも止まってしまったのか、笑顔のままグラウンドを見て固まっていた。

　同じように皆が唖然としている隙に、狛也はさりげなく残っていた七人の本校生を薙なぎ払はらっていた。

《えー、あー、えー。……伊集院狛也の昇進試験、仮試験の結果っすが……》

　審判の和田だけが、ようやく職務を思い出したように、マイクを使って宣言する。

《受験者である伊集院狛也がみんな対戦相手を白目剝むき出だし状態にしてしまったため、合格っす。……合格でいいっすよね？　》

「誰か！　治療室へっ！　一般人には見せられない哀れな顔になった彼らを担かつぎ上あげ、搬はん送そうせよ！」

「うわあ、スタッフが足りない！　足りないよ！　誰か、少しでも治療のフォリスが使える人は、集まって！　担たん架かが足りない！　持ってきてっ！」

　教師たちや試験補佐員らの声が響き渡った。そして次の瞬間、割れるような大歓声がグラウンド中に轟いた。

　どんな本校生をも一撃のもとに倒し、ついにはジュリの子飼いの配下まで退しりぞけてしまった狛也の偉業。

　分校生の間から喝采が満ち溢れる。怒鳴り声なのか泣いているのかわからない歓声がごちゃ混ぜになり、獣の咆哮が何十層にも重なって空を裂く。本当に、天を衝つくような称しよう賛さんの嵐。その中で、狛也は誇らしげに、勝利の頭上に諸もろ手てを挙あげていったのだった。
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「ふはははっ、清せい々せいしたなっ！」

　後始末を終え戻ってきた寮の部屋に入るなり、狛也は上機嫌で高笑いした。

「あの本校生たちの顔。ジュリの面つら。じつに愉ゆ快かいだった。写真に撮って収めておかなかったのが、残念なほどだ。ふむ。自分で言うのもなんだが、いい試合だった」

「ほ、本当……！　ほんとにすごい試合だったよ……っ」

　くらみも頰を桜色に染め上げて興奮気味だ。

「みんなもびっくりしてたけど、わたしも、びっくり。え、あの、狛也くんってじつは神話でも有名な、すごい英雄の子孫なの……？」

「いや、違う。ボクの祖先はあくまでも無名だ。テトラオルナだって、ボクの本来の英装ではないと言ったろう。努力だよ。努力。血ち反へ吐どとか涙とか挫折とか、そんなものを対価にして、会え得とくした技術なのだ。ふっ。だからこそジュリたちは仰ぎよう天てんだったろうな」

「よ、よくはわからなかったけど、レヴァンくんやあいあいちゃんたちが知らない単語いっぱい使ってた。す、すごいよ、本当に。すごいの上級版。えっと、えっと……」

「もういっそエロいことしてあげてもいいくらいエクセレント」

「そうそう、もういっそエッチなこと……って、違うよっ、そうじゃないよ！　健全なエクセレント。狛也くんはエクセレントだよ……！　わさわさ」

　頰は紅潮し、両手を上げ、スカート揺らしてターンして、ぐるぐる回りながらくらみは大はしゃぎだ。無む邪じや気きで、嬉き々きとしていて、見るほうまで幸せになれるダンス。白い太ももがちらちら見えて、それで余計に狛也は幸福を感じられて、自然と気味悪いくらいの笑顔になる。

「よし、ならついでに本校の倉庫からビールをかっぱらってきて、お祝いしよう！」

「ビール。ビール……？　え、でもわたしたち、お酒飲んでいいの……？」

「いいわけがなかろう。お酒は二十歳から。ボクらは未成年だ。しかしベースボールでは勝利を飾ったら、ビールをぶっかけるではないか。あれ、テレビで観たときから、一度やってみたかったのだ」

「じゃ、じゃあ、お風呂場でしようよ。そこならお部屋も汚れないよ……っ」

　さっそく本校の倉庫に行ってかっぱらってきて風呂場に行く二人。能天気で、馬鹿で、素すっ頓とん狂きような声が響き渡る。

「そーれじょわわーっ！　泡まみれ、泡でくらみの顔が見えないぞ！」

「わ、わあ、冷たいよ……！　髪にかけないでっ！　し、仕返し……っ」

「がぼごぼぐぼっ！　口に入れたらだから駄目だぞくらみっ！　ふははお返しだっ」

「き、きゃーっ、痛い！　これ、目に染みる……っ」

「うお？　服が透けて下着が見えて、とってもせくしー」

「わ、わ、見ちゃダメ……っ！」

　騒ぎに騒ぎまくっていた。これも全て、ジュリの鼻を明かし、鬱うつ屈くつが晴れたゆえの大騒動だ。

「そ、それにしても、学校にあったビールを使って、ミニ戦勝パーティをするなんて、よく実行したよね……。狛也くんは、すごくワルい人……」

「くらみこそジュリを困らせるために『ついでだから、もっと盗んじゃおうよ』なんて台詞せりふ、普通は出てこないぞ。根っこの根っこの最奥の本質はかなりの腕わん白ぱくと見えた。おぬしも結構、ワルだなっ」

「い、いやいや……狛也くんの行動力には、とても敵かなわないよ……」

「いやいやいや。その比ひ類るいなき発想力こそ、とてもボクが敵うものではないな」

「いやいや……」

「いやいやいや」

「……どちらでもいいっすけど、本校の倉庫にあった秘蔵酒をちょろまかして、寮の部屋の風呂場で盛大に戦勝パーティをやってる不届き者は、現行犯で連行ということでいいっすか？」

　いつの間にか半眼で見ていた担任教師に言い訳する。

「違うぞ！　ボクは持ってきただけだ！　先に栓せんを開けたのはくらみ！　ボクはそれに釣つられただけっ！」

「ず、ずるいよ……！　そもそも冗談で言ったわたしの言葉に、本当にビールたくさん持ってきたのは、狛也くんだよ！　わ、わたしはそれに乗っただけ……！」

「違うぞ！　それはくらみが、」

「だって狛也くんが……っ！」

「もうほんとにどっちでもいいっす。二人には勝手に学園の備品使ったことで、お仕置きが待ってるっす。今から学園長室に行きます。あと寮の風呂汚したので管理人室行きます。覚悟しておくように」

「うわーん！　だからこんなことは止めようと言ったのに……」

「だからボクは妄想は口だけにして、他の案で何かするべきだと言ったのだ！」

　和田に捕まって、喚わめきながら二人は本校に連れられていく。緊張から解放された勝利のテンションは人間を駄目にするということを、二人は身をもって学習した。




　　　　　†　†




「さて。では本試験について、まとめてみよう」

　時計の針はすでに夜の七時を示していた。学園長と、分校の寮の管理人という、おそらく学園で最も恐ろしい人物二人に雷を落とされて地獄を見てからしばらく後。ようやく寮の部屋に戻ってこられた狛也とくらみは、大量のペナルティプリントを横に押しのけながら、真面目な口調で談義していた。

「とりあえず、仮試験は二人とも突破した。それはおめでたいことだが、まだ我々には本試験が残っている」

「う、うん……」

「学園長から渡された紙には、本試験は仮試験と同じく試合形式。ボクの方はまたも模擬戦闘で、くらみの方は更さらなる悪天候の中を飛ぶことになっている」

「そ、そうだね……」

「対戦相手は仮試験と同じく本校生だが、ルールはもっと複雑だ。ジュリは本気の嫌がらせをしてくるだろう。明日はさらに気を引き締めていく必要があるな」

「そうだよね、次が厳しいんだよね……」

　不安そうに、くらみが翼をへろへろと広げる。

　仮試験は二人とも見事合格したが、真の意味での戦いはこれからだ。

　狛也は先のあの大乱戦で、くらみの方も審査員のいい加減さもあって合格とされたが、そもそも仮試験は名の通りあくまでも仮で、ジュリのお遊びのようなものだ。

　別に突破されてもされなくてもいい。気まぐれで合格も不合格も自由自在。むしろ一度は希望を与えて、本試験で叩たたき潰つぶして試験者の心を折るパターンもあると、狛也たちは聞かされていた。レヴァンがその一例だった。彼は三度目の挑戦のとき、仮試験で勝ってぬか喜びしたところを、本試験で徹底的に潰された。

「本試験は、ジュリの性格の悪さがありありと出ているな」

　プリントを眺めて狛也は目を細める。くらみもそれを覗のぞき込こみ、顔を不安に染めた。

　明日行われる本試験。場所は本校のグラウンドで、基本的には仮試験と同じく本校生と競って勝てばいいとある。

　会場が本校生のテリトリーであるのは望むところ。だが、試験の対戦ルールの注ちゆう釈しやくに問題がある。狛也とくらみ、双方の試験の補足に、こんな文字が添えられていたのだ。

『所属する校舎から、パートナーを選択せよ』

　それを見て、二人はほぼ同時に苦い声を出す。

「ジュリの企たくらみだな」

「や、やっぱりそうだよね……」

　まるでルール用紙そのものがジュリの顔であるかのように、睨にらみつける。

　仮試験のような受験者と本校生での一対一ではなく、もう一人ずつを加えての二対二。つまり本校生は本校の中から、狛也たちは分校生の中から任意に一人を選び、そのパートナーと共に試験に挑いどむことになる。

　そのうえ本試験はポイント制と明記されていた。『双方ともパートナーを動く的まととし、相手側のパートナーへ攻撃を当てたときに、一ポイントを与える』とある。

　なぜ仮試験のときと同じく、分校生と本校生の一対一にしなかったのかといえば、足手まといをつけさせるためだろう。

　分校生は、過去にジュリたちに手ひどい挫折を経験させられた。戦おうとしてもそのときの記憶が蘇り、全力が出せないのが普通。それは狛也とくらみの手足に、枷かせをつけることになる。

　つまり本校生側は、直接狛也を倒せばいいのではなく、パートナーである分校生だけを狙えばいいのだ。『戦意』もなく、『実力』もなく、本校生にとって狩りの獲え物ものでしかない分校生を狙い撃ちにすれば、相手側はそれで勝ててしまう。どう考えても、狛也たちを合格させないための措そ置ちだった。

　対して、本校生は闘志の塊の集団、絶技の修得者だ。

　仮試験では狛也に五十人以上もの生徒が戦いを挑み、全滅こそしたが、あれは狛也が規格外に強かっただけで、決して本校生が弱いというわけではない。

「ジュリも小こ賢ざかしいことをするものだな」

「ず、ずるいよ、自分たちに有利な条件をつけるなんて……」

　しれっと権力を生かしたジュリのやり口に反発心が湧き上がる。何とかしてこのルールを撤てつ回かいさせたいという思いが募つのっていく。

　とはいえ、今さら条件を変えろと要求しても難しい。すでに本試験の日程は組まれ、そして明日の八時は近づきつつある。そもそもジュリはルール改善など認めないだろう。口で言って止めさせられるなら、分校システムのようなものは作らない。

　やるしかないのだ。この条件で、勝って、ジュリの目を覚まさせてやらねばならない。

　もちろん、大前提として、狛也もくらみもそれぞれパートナーを選ぶ必要があるのだが……。

「パートナーの当ては、あるの？」

「ある。分校生の一員で、ある程度実力を備そなえていて、戦意を完全には喪そう失しつしていなくて、ボクらに協力してくれそうな二人。それは――」




「……それが、おれたちだって？」

　寮の団だん欒らん室しつと書かれた広いスペースにいた二人を見つけた狛也とくらみは、依頼を試こころみていた。

「そうだ。レヴァンはボクの本試験に、あいあいはくらみの本試験に、それぞれ出てほしい。駄目だろうか？」

「本試験の、パートナーか……」

　真っ先にパートナーと聞いて思い浮かべたのは、レヴァンとアイリスだった。ザキュラスやジュリが視察にやってきたとき、彼らは悠ゆう然ぜんと立ち向かっていった。あのときの彼らは本当に勇ゆう敢かんだった。その心意気に期待したい。彼らになら、背中を託たくせると思ったのだ。

　しかし、依頼されたレヴァンの顔は、ひどく迷う素そ振ぶりで、

「いや、出てもいいんだが……おれなんかが相方として、役に立つのか？」

「立つ。レヴァンは、この前のザキュラスやジュリとの喧けん嘩かで、十分に根性を見せてくれた。あのときのように、ボクは奮ふん戦せんを期待したい」

「いや、しかしよ……」

　歯切れの悪いレヴァンに続き、アイリスも大きなリボンを揺らして、快こころよいとは言えない返事をする。

「あいあい、たたかいたい。でも、あいあい、さぽーとにがて。さがせば、もっといいひと、みつかる。どうしても、あいあいがいい？」

　いまいち一歩を踏み出してくれない二人に、狛也たちは顔を見合わせる。

　次の本試験にはおそらくジュリかその息のかかった生徒が出てきて、意地でも合格できないようにするだろう。

　狛也の仮試験を上回る強大な英雄の子孫が出てくるのはほぼ確定的だ。そんな中で、決して能力が高いとは言えない自分たちが、パートナーになっていいものだろうか――レヴァンたちのその気持ちはよくわかる。

　狛也たちだって、それは考えた。ゲルドもいる。ユーリもいる。彼らも言動から察さつするに、それなりには『できる』連中だ。しかしそれでも。

「レヴァン」

「な、なんだよ……」

「キミは、ボクとくらみが分校に来てから、色々と教えてくれた。どんな背景があるにせよ、他の生徒とは違って、親切にしてくれた。ボクはそれが嬉しかった。それだけでも、パートナーに選ぶ理由にはならないだろうか？」

「し、しかし、でもよ……おれは、おれたちは一度挫折して、それでぬくぬくと分校に甘んじてるんだ。それを、今さら……」

「一度だけでいいのだ。今回の昇進試験だけでいい。ボクの本試験の、一回限り。それに出てくれれば、後はもう贅ぜい沢たくを言わない」

「それは……」

　迷って、目を泳がせて、アイリスに視線を送るレヴァン。それは過去との相対で、己の恐怖や挫折と向き合っているように狛也には思えた。

「こ、後悔するかもしれないぞ」

「後悔などしない」

　狛也は強い口調で即答した。

「絶対にしない。ボクが他人と戦って破やぶれることなどあり得ないが、たとえ負けたとしても、これはボクの試験だ。全てはボクの責任だ」

　くらみも恐々としながらも、ゆっくりと前に一歩踏み込む。

「わ、わたしも、狛也くんと同じ。無茶だってことはわかってる……でも、協力してくれそうなのが、あいあいちゃんしかいないの。わ、わたし、頑張るから」

　狛也とくらみはレヴァンとアイリスに判断をゆだねる。

　レヴァンもアイリスも、秘めた大きな想いを抱いているはずなのだ。今はまだ、昇進試験そのものに挑戦することは無理かもしれない。けれど昇進試験の手助けをすることにすら臆おく病びようになってしまったら、本当にそこで英雄としての心が死んでしまう。それは、何よりも悲しいことだ。

　迷い、震えて、互いを見つめ合うレヴァンとアイリスは――

「……わかった」

「あいあいも、きょうりょくする」

　不安はあるはずだ。恐れも、拭ぬぐいきれてはいないだろう。しかし彼らは踏み出したのだ。もう一度、ジュリたちと戦う道に。レヴァンとアイリスの瞳には、かすかな闘志が宿っている。

「ありがとう、レヴァン」

「あいあいちゃん……ありがとう……」

　錆さびかけていた剣は、輝きを取り戻した。だから後は――。




「……本試験に向けて、連れん携けいの練習をする？」

「ああ、その通りだ」

　月明かりが、地上を鈍にぶく照らしている。昼間は喧騒に満ちた分校の寮も、夜闇がただよう時間帯になると多少は静けさを帯びてくる。

　その後、狛也たちは図書館と資料室と視聴覚室を駆け回り、本校のめぼしい場所への潜入や教師たちへの聞き込みやら、様々な情報収集を行った。

　一通り作業を終えた狛也たち四人は、分校の寮の屋上で、作戦会議を開いていた。

　狛也が作り出したフォリスの火炎球が宙に浮いている。かたわらには、夕食代わりのお菓子類。ほのかなフォリスの明かりの中、クッキーを咀そ嚼しやくした後、狛也は語り出す。

「本試験はパートナーあり。当然、ジュリ側も誰か選んで二対二で阻はばんでくることになる。その前に少しでもレヴァン、キミとできる連携技を会得しておいた方がいい」

「なるほど、確かにそうだな。よし、やってみようぜ」

「で、でも、こんな短時間で……できることはあるの？」

　くらみがそわそわと不安そうに疑問を発する。

「無論だ。レヴァンはソーグラス――草の剣を用いた変幻自在の戦いが得意で、ボクは一撃必殺の突貫が得意技。ということは、わかるだろう？」

「？　わ、わからないよ……」

　眉まゆ根ねを寄せて声を小さくするくらみ。

「キミは本試験で、あいあいを背に乗せて最さい悪あく天てん候こうの中を飛ぶのだったな」

「う、うん……」

「だったら、ちょっと本番通りに彼女を乗せて、飛んでみてくれ」

　唐突で、けれど真剣な顔で頼み込む狛也の様子に、戸と惑まどってはみたもののくらみは了承した。アイリスを背に乗せてみることにした。

「わ、あいあいちゃん、軽い……」

「そう？　くらみのせなかも、あったかい。だからあいあいも、しあわせ」

　などと言って屋上から十五メートルへ飛び上がる彼女らに、狛也は頷いてみせる。

「よし。いい感じだ。くらみー」

「な、なに……？」

「今からレヴァンが蔦を使って、飛んでいるくらみをきつーく縛り上げようとするから、それから全力で逃げるのだ」

「わかったわさー。……え、え？」

　きょとんとして見下ろしてくる彼女を見上げ、

「……は？　おい、いいのか？」さすがに戸惑うレヴァン。

「ああ、構わん。動く標的を狙ってキミが縛り上げ、ボクがとどめを刺す。その連携を練習するには、ちょうどいい」

「いや、でもよ、本当にいいのか？」

「よ、よ、良いわけないよ……！　そんなことしたらわたし、」

「いけ、レヴァン。ゴー」

「し、しかし――マジでいいのか？」

「構わんやれ。キミとボクとそしてくらみのためだ。ゴー、ゴー」

「だ、だ、ダメだって――わ、わああ！　本当に蔦を放ってきたっ。きゃあ……っ」

「くらみ、あっけなくつかまった。うでとかあしとか、むねがぎゅうぎゅう」

「ちょっとダメあはは……っ、ど、どさくさ紛れに変なところ触っちゃダメだよぅ」

「やべえよ狛也……おれ、女の子縛って悲鳴上げさせてるのがクセになりそう……」

「そうそうそのまま。そのまま縛っておくのだ。ぴたりとも動けなくして、ボクが攻撃するまで、がんじがらめにしておくのだぞ」












　悪ふざけも半分入ってるのか、どこか狛也は楽しそう。

「や、や、やめてよ……その前にやめて……っ、本校生でも一回で気絶する攻撃くらったら、わたし跡あと形かたもなくなっちゃう……っ」

「問題ない寸すん止どめする」

「そ、そんなこと言ってもたぶん無理……っ、よ、予感がする、わたし、今まで一番よくないことが起きる気がするっ、お、おまじない、村のおまじない……わ、わさわさ。わさわ――きゃあー……！」

　結局くらみのおかげもあって、レヴァンのフォリスを発端とする連携技を編み出せた。

　しかしその後くらみはへそを曲げてしまったので、狛也たちはそのフォローが大変だった。

　ハムスターのように頰を膨ふくらませ、何を言ってもぷいっと顔を背そむける彼女はなかなか機嫌を直さなかったが、好きだというぬいぐるみの話を振ると我が慢まんできずに乗ってきた。

　それをきっかけにしてなんとかなだめすかした後、時折お菓子を食べながら、四人はさらなる作戦会議を続ける。

　ルール上で他に不利な点がないか、会場の下見に行った方がいいかどうか、いくつかの事柄を終え、お菓子の数も半分に減へった頃だった。

「さて。連携ももちろんのことだが、ほぼ間違いなく出てくるジュリへの対策も、考えなければならないな」

　本試験でも間違いなく戦友として用いることになる愛剣、テトラオルナＢＢ２５８のカードをくるくる回しながら、狛也は語る。

「ジュリのあの複製英装は凶悪だと言える。視察のとき、彼女は本校生と、クラスの面々を難なく薙ぎ払った。あの攻撃をまず、どうにかするしかあるまい」

「そうだよなあ。やっぱ、あれがクセモノなんだよな」

　レヴァンが、分校生として味わってきた数々の屈辱を思い出しながら、後を繋つなげる。

　手に摑つかむのは、これまでジュリが行ってきた試合の資料だ。

「――メギンギョルドＫＥ１９７。形式番の最初の『Ｋ』が示してる通り、あの光のリボンは九鳳院製の複製英装だ。自分のところの力作だな」

　一区切りして、集めた資料をペンでとんとんと叩く。

「複製英装を開発する企業は九鳳院以外に三つあるけどよ、総合的な武器としての完成度は九鳳院がトップだ。まず試合中に不具合なんて起きねえな」

「つまり、たくさんつかわせて、ぼうそうさせるさくせん、つかえない？」

　アイリスが、お菓子を小さな口に入れてからしゃべった。

「その通りだ」狛也が頷く。

「次にＫＥの中の『Ｅ』だが、これは複製英装としての総合的な完成度。Ａが最低でＺに近いほど伝説のオリジナルの英装に匹ひつ敵てきするが――そういう観点でも、ボクのテトラオルナＢＢ２５８よりあっちが上だといえる」

「え、え……？　Ｂってことは、狛也くんの剣、すごく弱いの……？」くらみが驚く。

「その通り。それでも勝てるのが、ボクの実力だがな」

　狛也がふっふと自じ画が自じ賛さんして笑う。

「で、でも、もっと良いもの買えばいいのに……」

「何を言っている！　そっちの方がカッコいいではないかっ！」

「わさ～」

　レヴァンやアイリスは笑っているが、くらみは負けたら本校生の笑いものなのに大丈夫なのかな……と少し心配顔だ。しかし狛也はいつも通りの余裕顔だった。この曇くもりのない自信と自負が強さの秘ひ訣けつの一つなのだと、くらみが思っている横で、レヴァンがスナック菓子をつまむ。

「ジュリの最強を支えている最大の要よう因いんのメギンギョルド。その効力は『あらゆるものを二倍にする』――英雄の中でも特に強い奴は、英雄とは言われず『神』とか称たたえられて神話の元になってるけど、その中でもあいつの祖先はろくでもねえ強さなんだよな。体の大きさを二倍。腕力を二倍。頭脳の良さを二倍。あと何だっけ？　……とにかく戦うために必要な要素を丸ごと二倍にして、さらに重ね掛けして、『世せ界かい蛇へび』と言われた超獣を倒したんだ。その際、激しい攻撃で世界が震えて、光と爆音が天空を染め上げたってことで、『雷神』って称号がつけられてる」

「な、なにそれ……そんな反則めいた人が、いていいの……？　さすが、ジュリさんの祖先……」

「まったくだ、食中毒でも起こせばいいのに」

　狛也の言葉に、皆がうんうん頷く。

「だがメギンギョルド自体は、殺傷力も耐久力もない光のリボンだと言える」

　狛也が続きを引き継いだ。

「ＫＥ１９７の中の『１９７』が示す通り、あれの耐久値はそれほど高くない。むしろ低い。００１が最低で９９９が最大のうち、ボクのテトラオルナは『２５８』。どちらも低いが、全力で斬りつければこちらが勝つ」

「それなら、少し安心だね……」

　くらみが、不安に彩いろどられた顔を幾いく分ぶん和やわらげる。

「うむ。加えてジュリの髪に巻かれているあの槍は、何の変へん哲てつもない普通の槍だな」

「そうなの？」

　くらみの意外そうな声に、狛也は軽く頷く。

「そうなのだ。学園の覇者として君臨するためのトレードマークとして用意した槍だろう。複製英装ではない。儀礼用の、見た目重視な槍だな。ある程度の強度はあるみたいだが……ふーむ。それよりあの二本については、若干ボクと同じものを感じる」

「え……それは、どういう意味？」

「『戦力としては微妙な武器を使い、戦いに勝利する』。ジュリの槍は、ボクの趣しゆ味みと重なっている。もっとも、ジュリのそれは弱い武器を用いることでカッコいいと感じるのではなく、どんな武器を用いようとも、メギンギョルドで増やし、伸長し、硬化させ圧倒的な強さで勝利を飾るという『演出』に沿ったものだと推すい測そくする」

　そのときくらみが浮かべた表情は、怖いものでも見たようなものだ。

「え……それじゃあ、ジュリさんって……」

「強さのみを追求した強者ではない。勝つことを当然とした上で、いかに優雅に勝利するか、それを踏まえた強者ということだろう。彼女にとって、もはや勝つことは呼吸と同じなのだ。ジュリほど強さを極めた英雄の子孫は、ボク以外にはいないだろう」

　真剣な様子で狛也は続けた。

「本試験では別の槍に変えてくるかどうか、それはわからないが……あれをまた使うならば、まあ本試験は楽だとも言えるな。ああ……しかし」

　視察での乱闘。その発ほつ端たんとなった槍の一撃を、思い出す。

「ボクが二百四十三のフォリスを束ねて最強の剣技としているのに対し、ジュリはいくつか同じ系統ではあるが複数のフォリスを併へい用ようさせて、補助としている」

「二百四十三のフォリス!?　マジで!?　狛也、お前すげえな！」

「うむ。自慢の剣技だ。これだけは、誰にも負けぬボクの最高技だ」

　くらみやアイリス共々感心した表情を見せるなか、狛也はレコーダーを稼か動どうさせる。

「その補助に使われている、樹理の変幻自在の髪の毛についてだが――」

　レコーダーを操作し、ジュリが四月に戦った模擬試合の映像を再生する。

「あれはいいものだな。気づいたか？　ジュリは自ら動き戦う麗れい剣けん『フレイアス』か、敵も味方も皆殺しにする魔剣『ダーインスレイヴ』を溶かし髪に混ぜている。『自動攻撃』の特性を持つ複製英装を分解して、自動防御するよう髪ごと改造してるのだな」

「え、ええ……!?　そ、そんなこと、できるの……？」

「常に体へ負担がかかるが訓練したと思われる。……ああ、今思ったが、それもあるからあの儀礼槍でも戦えるのだろう。亜光速の速さで攻撃しても、彼女には通じない」

「あ、亜光速？　よくわからないけど、それって光よりも速いの……？　そ、それじゃ攻撃、当てられないよ」

　亜という字には二番目という意味があるのを知らないくらみが、弱ったように眉を寄せる。

　狛也とレヴァンが暖かい目で彼女を見つめた。そんなくらみの知識はともかくとして、問題は二つある。

「中距離や遠距離からジュリと戦おうとしても、無謀かもしれん。メギンギョルドＫＥ１９７によって複製された槍の群は攻撃も防御も容よう赦しやなく食い破り、一方的、かつ徹底的なまでに蹂じゆう躙りんしてくるだろう」

　激辛味と書かれた菓子の袋を開けながら、狛也は続ける。

「かといって近距離戦を挑もうとしても、髪に施ほどこされた自動防御で阻まれる。一対一、あるいは一対複数での戦いにおいても、ジュリに死角はないのだ。もちろん、そこまでの境地に至るためには、想像を絶する日々があったと推察できる。メギンギョルドの制御と自動防御を会得するための強きよう靭じんな精神と肉体。――まったく、さすがは第一位としか言いようがないな」

「じゅり、おそろしい。じゃくてん、みあたらない」

「総合すればそうなるな」

　分析すればするほど、頭が痛くなることばかりだった。分校生から見ればザキュラスら本校生、蒼竜のレベルでも、相当に武力に秀でている。だがジュリと比べると、彼らがまるで赤子のようにも思えてしまう。

　激辛味という文字を見逃して、ポテトチップスを口に放り込んだくらみが悶もん絶ぜつする様に微笑して、狛也が小さく頷く。

「近接も駄目、それ以外も難しい。だが、試験自体はジュリを倒すものではない。彼女のパートナーに攻撃を当てればいいのだ。もしくは、精神面から揺さ振りをかける手もある。――いずれにせよ、細かい対策はまだ考えなければなるまい」

　とりあえずのまとめに、レヴァンが頷いた。

「だな。……しかしよ、お前もよくそんな馬鹿げた強さの奴を相手に、やる気満々でいられるよな」

「そういう風に見えるだろうか？」

　狛也はごく自然に問い返した。

「そりゃそうだろ。『視察』でジュリの強さを見て、過去の映像も見て、それでも堂々としていられるなんて、どうかしてるぜ。仮試験で、お前の活躍を見た後でもな」

「ふーむ」

　狛也は腕を組んで考えた。

「ジュリは凄すごい。それは間違いない。だが、心が踊らないか？　あの強さを見て、知って、ボクはまず、『戦いたい』と思った」

　それを聞いて、レヴァンは時が止まったかのように黙り込んだ。そして数秒すると、ふいに笑い出し、

「――お前は強いよ」

「そうでありたいと思っている」

「腕うでっ節ぷしだけじゃなくてさ。なんていうか、こう……心が強い」

「自分ではわからんものなのだ。そう言ってくれると、嬉しく思う」

　それでまた、レヴァンは小さく笑った。「お前の強さの何分の一かでもあれば、おれも違ったのかな」と、羨うらやましさと、感嘆を含め、朗らかに笑い続ける。

　それは、辛つらい戦いを経た顔だと狛也は思った。しかし、前向きにやっていこうという気概も感じられる。やはりレヴァンを選んで良かった。狛也は、内心でそう思う。

　お菓子を食べる時間が、数分だけ続いた。月と星の光が織りなす空の下で、それぞれ、軽快な咀嚼音を生み出す。

　しばらくして、アイリスが声をあげたのは、手元にあった一枚の羽根を手にした時だ。

「きれい。これ、くらみのはね？　あいあい、きれいだとおもう」

「あ、うん。さっき飛んだとき、抜けたんだね」

　しばらくアイリスが羽根を裏返したり、手で感触を確かめていたりしたが、それを眺めていた狛也が、

「そういえば、羽根というものは抜けてもすぐに生えてくるものなのか？　ボクは以前、一回だけ有翼人と接したことがあったのだが、聞いたことはなかったな」

「え？　う、うん……。飛んでるときに抜けちゃうことが多いけど、またすぐに生えてくるよ」

「どのくらいで生えてくるのだ？」

「え、えっと……うーん」

　くらみが小首をかしげながら考える。

「朝起きたときには……元通りになってる、かな」

「ほう。すると、たくさん飛んだとしても、寝て起きればまた元通りになってるということか」

「うん……考えたことなかったけど、そうだと思う」

　そこで狛也は虚空を見て思案した。同じく聞いていたアイリスも、考える仕草をした。そして二人同時に、

「ちょっと、羽根を抜かせてほしいのだが」

「はねほしい。くらみ、ちょっとだけ、じっとして」

「え、ええ……!?　ど、どうして……？」

「羽根でうちわを作りたい」

「はねで、ふとん、つくりたい」

「ええ……!?　だ、ダメだよそんな……！」

　くらみはさっと後あと退じさり、胸の辺りに手を当てながら逃げようとする。

「大丈夫だくらみ、じつはボクはキミと出会った当初から羽毛でできたうちわをなんとなく作りたかったのだが、羽根を抜いたら悪いと思ってずっと我慢していた。だが今の言葉を聞いて安心した。寝れば直る」

「あいあいも、いっしょ。ふとん、はねでいっぱい。ふかふか。もふもふ。いちど、やってみたかった」

「だ、ダメだよ……！　そんな、わたし、みっともない翼になっちゃう……！」

「寝れば直る」

「ねればなおる」

　なにやら急に目を輝かせた狛也とアイリスが、両手をわきわきさせながら寄っていった。くらみはか細い悲鳴をあげて逃げるのだが、二人はふざけたゾンビのように「羽根よこせー」と不気味にしつこく追いかけていった。

「き、きゃあー……、ダメだって、こっちこないで……！」

「羽根よこせー」

「はね、ほしいー。がおー」

「お前ら……ほどほどにしておけよ……」

　レヴァンの声が虚むなしく響き渡る。ほのかな月明かりとフォリスの火炎球の光源の中、夜は続く。愉快に続く。




　途中で和田に見つかって、狛也とアイリスは職員室に連れ込まれた。三十分ほど説教をくらった後、二人は申し訳なさそうな顔をして戻ってくる。

「すまないな、くらみ。未知というものは人を狂わせるのだ。ボクからすっかり冷静さなど吹っ飛んでいた」

「あいあい、はんせいした。もう、はねほしい、いわない。ごめんなさい」

「う、うん。わかってくれればいいよ。ちょっと、珍しかっただけなんだよね……？」

「うむ。どこで聞いたのかは忘れたが、確か有翼人というものは英雄の子孫の中でも二パーセントに満たない存在らしいのだな。分校では一人だろう。稀少属性に心がかき乱される……恐ろしいことだ」

「あいあいも、がくしゅうした。はね、おそろしい」

「いや、恐ろしいのはお前らだからな。あと、三人で分校の校舎まで行ってたとき、一人でぽつんと待ってたおれは、退屈だったんだからな」

　レヴァンが言った。

　すっかり夜も更け、もう日付が変わっている頃になって、ようやく脱線した話が元に戻ってくる。

「それでよ、結局、ジュリへの効果的な対策は見つかってないんだよな」

　レヴァンの一言で、狛也は真面目な表情になる。

「ああ、うむ。そうだったな。やはり、少しでも有効な手を考えつかねばなるまい」

「となると、とっさに浮かぶのは、ジュリの戦闘中の癖くせか、メギンギョルドの盲点をみつけるか――どっちにしても、まだまだ研究が必要だ」

「それと、くらみの試験の方もある。飛べる本校生のデータが、もう少し欲しい」

「だな。じゃあおれたち、もう一度資料室漁あさってくる。あいあい、手伝ってくれ」

「あいあい、じゅりへのさくせん、かならずつくる」

　そのやり取りを機に、ひとまずは別行動になった。狛也はくらみの飛行に関するアドバイス。レヴァンとアイリスは校舎の中へ。それぞれ、さらなる対策を考える。

　ふと寮の屋上から空を見渡せば、夜闇に星々が煌いている。今夜は長くなりそうだなと思いながら、狛也はくらみへ飛行のことについて助言しようとした。

「――本当に、その程度の対策でジュリに勝てると思うのか？」

　低い声に、ぎょっとしてくらみが振り返った。狛也もゆっくりと、屋上の出入り口の方を見る。

「ゲルドか。ずっと聞いていたのか？」

「そんな暇ひまじゃねえ。羽根がどうのこうの言ってた馬鹿どもがいたから聞こえただけだ。……羽撫崎の後ろにいる阿あ呆ほうも、同じだ」

「……え？　ひゃあっ」

　くらみの声に振り向けば、彼女の背後にいつの間にか立っていたのはユーリだった。

　気配や臭いを消すフォリスでも使っていたのか、前まえ触ぶれなく現れた彼は爽さわやかな笑顔で、くらみのスカートをめくった。だが、次の瞬間、

「ううーん、羽撫崎さんのスカートの中はアンダースコートですか。残念です。空を飛ぶ人たちというのは、下着が見えないようにしているのですね」

「な、な、こんなことしちゃ、ダメだよ……っ」

　頰を朱色に染めて、くらみがスカートを押さえ逃げるように下がった。

　狛也もそれに混じって「そーれそーれ」と掛け声出してユーリとめくりたかったが、空気を読んでやらなかった。

　低く、怖くなるほど冷たい声をゲルドが発したのは、その直後だ。

「てめえらはジュリに挑いどむということがわかってねえ」

「――どういうことだ？」

　狛也は真まっ直すぐゲルドを見つめる。両手をポケットに入れたまま、ぎらつく目をしているゲルドは、ひどく歪んだ表情だった。抑えられぬ怒りを覚え、同時にもどかしさを感じているような、そんな顔。

「俺は奴と戦った。一ヶ月前、本試験の中で、あいつと一体一で潰し合った」

「……結果は？」

「俺が分校にいるってことは、そういうことだ。……いいか、よく聞け。ジュリには勝てない。戦えば、お前はこの世で最悪の絶望を知ることになるだろう」

　無念と苦痛の入り混じった声が狛也を鋭く直撃する。それはかなり感情を抑えたものだったが、それでもゲルドのジュリに対する畏い怖ふを感じ取って狛也は押し黙る。

「てめえが、本校生の上位陣に匹敵するのは認めてやる」

　ゲルドの声音は、どこまでも硬かった。

「だが、それでも無理だ。ジュリは絶対。ジュリは倒せねえ。誰がやってもその結論は変わらない。俺は、それをあの時に思い知らされた」

　くらみが何か言おうとして、口を開けなかった。それほどゲルドの表情は畏怖に染まっており、深い傷と恐れを刻み込まれたのだと、強く印象づけられる。

　だが。

「――ありがとう」

　と、狛也が柔らかに言葉を逬ほとばしらせたのだ。

「ああ？」

「ボクが決して楽観しないよう、忠告してくれたのだろう？　だから礼を言ったのだ。これでボクは、油断の欠片もない状態で、ジュリと戦うことができる」

「……はっ」

　言われて、ゲルドが複雑そうな表情を見せたのは一瞬のこと。

「そうやってポジティブな台詞が聞けるのも今日が最後だと思うと寂しいもんだ。明日から、分校は馬鹿な動物園に逆戻りする。お前も、分校の傷の舐め合いの一員になる」

「負ける戦いをボクはしない。やるからには必ず勝つ。それだけだ」

　もう一度だけ言葉を続けようとしたようだったが、ゲルドは無駄だと思って首を横に振った。戦うなら勝手にしろ。後のことはもう知らない。そんな声を隠かくすかのように。

　やがて、ゲルドは屋上から去っていった。最後までくらみは恐々とした様子で胸に手を当て見守っていたが、そんな彼女と、狛也に向けてユーリが呟く。

「――彼は、おそらく分校で最も悔しい思いをした一人でしょう」

　自然と、ユーリのその声に振り向く。

「理不尽に抗あらがおうとして、徹底的に痛めつけられた光景は今でもよく覚えています。彼だけではありません。分校には、大なり小なり、九鳳院ジュリと分校システムに心を砕かれた生徒で溢れています。だから昇進試験のたびに今度こそはと思い、けれど壁を思い知らされた時のことがフラッシュバックして、何もできないまま過ごすのです」

　淡々と言っているが、ユーリも似たような経験があったのだろうか。そんなことを、狛也は思いながら聞いている。

「けれど、あなたたちには期待していますよ。ジュリを変えるならあなたたちしかいない。僕は、そう思っています」

「キミも、ジュリに何かされたのか？」

　残酷な言葉だと思ったが、つい聞いてしまった。ユーリは嫌な顔一つせず、

「ええ。僕は九鳳院ジュリのやっていることを、正しいとは思いません。『血を分けた兄妹』として、彼女を認めることはできませんね」

「え、ええ……!?　そ、そうだったの……？」

　驚愕に目を見開くくらみの横で、狛也も目を丸くする。予想外の言葉に、体が金縛りに遭ったようになる。

「はい。ぼくは彼女の兄。本名を『九鳳院ユーリ』と言います」

　想像もしていなかったことに絶句する。そういえば、前に突き出た削岩ドリルのような髪型に目がいってしまうが、よく見ればユーリの顔は、十分に美形といって差さし支つかえないものだった。まるでジュリが男性として生まれてきたら、こういう風になっている――そう思えるくらいに、酷こく似じしているように思える。

「ぼくもジュリと同じく、元々は英雄推進プロジェクトを担う幹かん部ぶだったのですよ。しかし意見の違いから衝突し、彼女に権力を奪われ、名前も変えさせられて、分校へ落とされたのですね。ピコーダという苗みよう字じは『人生の終わり』を意味する単語。僕は、ずっと妹の暴走を、奈落の底から見つめることしかできませんでした」

「そ、そんな、ことがあったなんて……」

　くらみが呆ぼう然ぜんと呟いた。

「まあ、噓なんですけどね」

「ええ……っ!?」

　ぶちまけられた言葉に今度はくらみが翼を伸ばしきって驚愕する。狛也もさすがに絶句し、ややあって驚きと笑いの半分が混じった顔になる。

「ふふっ。そう、それです。僕が一番好きな顔は、そういう顔ですよ。他人が驚き表情をくるくる変える光景。それが好きで僕はこの学園に入ったのですがね、噓をつきすぎて分校に落とされてしまったのです。今では噓をついても、誰も驚いてくれません」

「いや……あの、それはユーリくんが悪いんじゃ……」

「そういう意味でも、あなたたちには期待しています」

　目を細め、眩まぶしいものでも見るかのように、彼は語る。

「噓も楽しめるような穏おだやかな笑顔を、みんなに取り戻してほしいのです」

「――っ」

　呆れかけたくらみの表情に、緊張の色が沸き起こる。

「驚く顔も、笑う顔も、怒りの顔だって本来僕たちには必要なのです。けれど、それがない今の分校はあまりに寂さびしい。あなたたちには期待していますよ。いや、分校の未来を託したいのです。どうか、頑張ってください」

「――了承した。ボクたちは、キミの分まで頑張ろう」

「そ、そうだねっ」

　断言すると、ユーリは暖かな眼差しを二人に注いだ。そして、粋いきがるくらみを見て、

「あ、そう言えばくらみさん」

「う、うん。なに……？」

「さっきからあなたの肩にムカデが乗っているのですが、お好きなのですか？」

「ひゃ、ひゃあー……！」

「まあ、噓なんですけどね」

　そうやってからかって、ハハハハハと高笑いしながらユーリは去っていった。整髪スプレーがふんだんに使われる音と臭いが、夜風に乗ってやってくる。

　さっきから心を乱されまくりのくらみは、自然と頰を染めていたが、

「……分校のみんなって、色々あるんだね……」

「そうだな。いくつもの無念や因いん縁ねんがあって、今に至るようだ」

　戦いがあった。

　誰もが分校から脱しようとして、意志を砕かれた。その想いは、とても言葉で表せるものではないだろう。

　彼らと同じ状況に陥おちいってしまうか、不安はある。けれど、励はげましを受けたことで、身が引き締まるのも事実だ。

　明日は良い結果を残したい。いや、残すんだ！

　心の中で決意し、一つ頷いて、フォリスで作った火炎球で照らされる屋上をしばし眺めた後、

「そう考えると、ボクたちはまだまだしなければならないことがあるな。後でレヴァンの技を全て見せてもらおう。まだ何か役に立つフォリスを持っているかもしれん。連携技は、一つでも多く編み出した方がいい」

「そ、そうだね、わたしも、あいあいちゃんが戻ったら背中に載せて飛行する練習をしなくちゃ……」

　二人で、互いに視線を交わして大きく頷く。さらなる夜の会議のため、部屋からお菓子をもっと持ってこようという話になった。

　しかし、寮の部屋に入った狛也が、急に糸が切れた人形のように倒れた。

「わ、わ……どうしたの狛也くん！　いま、何もないのに、倒れたよ……っ」

「今日の試合の疲れが出たようだ……」

　言って、床に伸びている狛也の声には元気がない。先ほどまで活力に満ち満ちていたのに、今ではもう陸りくに打ち上げられたマグロのようだった。首筋は変な青い色に染まっているし、背中からどす黒い粒子のようなものが湧き出ている。何より手足はびくびくと痙けい攣れんしていて、思わずくらみは後ずさって後退した。

「は、狛也くん……？」

　見る者が見れば、それが短時間に多大なフォリスを濫らん用ようした反動だとわかるはずだ。けれどフォリスや複製英装とは無縁だったくらみにはそこまでわからない。しかしこれが大丈夫と言われる状態でないことだけは、感じ取れていた。

「だ、大丈夫なの……？」

「ああ、問題ない。戦い過ぎの後は、こうなることが多いのだ。レヴァンとも技の練習をしたしな」

　体からは膨大なラゾンを使用した痕跡が宙に浮かんでは消えていく。それが何か不吉な霊魂のようにも感じられ、青い顔のままに、くらみは屈み込む。

「す、すごく、ひどいけど……」

「すまんが、ボクの鞄かばんの中に湿しつ布ぷがあるはずだ。それを取ってくれ」

　言われてくらみは、急いで狛也の鞄を探してみた。彼女の物とは違って、キーホルダー一つない真新しい鞄。意外にも教科書などはきちんと持ち帰っているようだ。

「あ、あったよ。これ？」

　取り出したのは、シール状の湿布だった。

「ああ。それだ。いま起き上がっ……ぐおっ……」

「わ、わ、平気なの？」

　気遣わしげにくらみが駆け寄るが、狛也は苦しげな声音をあげるだけだった。おろおろして、くらみが手を忙せわしなく動かしていたとき、

「ぬう。さすがに、今日は技を使いすぎたみたいだ。済まないがシャツをめくって背中に湿布を貼ってくれ」

「え……わ、わかった」

　言われて、くらみは細かく痙攣する狛也のシャツをめくっていく。

「わっ、すごいね、思ったより筋肉がたくさんついてる」

「男も女も泣かす筋肉だ。……ではなくて、背中の方を見るのだ」

「えっと……でも、これ、もういっぱい貼ってあるよ……？」

「背骨の中心辺りのだけでいい。それを貼り替えてくれ。フォリスの要かなめはそこだから、そこさえ良くなれば治ち癒ゆのフォリスでなんとかなる」

　くらみは言われた通りにした。狛也の背中は、いくつもの湿布でほとんど肌の色が見えていなかった。多分、あの一撃必殺の技を使うために、日頃から練習しているのだろう。放課後、彼が校舎を取り囲む森の中に行っている姿を、くらみは一度だけ見たことがある。

「ｈｓｂぢおれｇ……っ！」

「わ、えっと……もう少し、ゆっくり……？」

「ああ。ゆっくりめに剝はがすのだ。三さん途ずの川でかわいー女子たちがおいでおいでしていた」

「そこは自分の祖先の英雄が出てくるべきなんじゃないのかな……」

　軽口もそこそこに、しばらく、くらみは狛也への湿布貼りに奮闘した。

　奮闘と表現するには大げさなのかもしれない。けれど古い湿布は結構な力を入れてもなかなか剝がれなかった。まるで、一人だけで綱引きでもしているかのようだ。

　引き締まって、無駄がなく、戦うためだけに存在するその肉体。くらみはふと思う。これがずっと遙かな昔に、人々を救った英雄の遺産なのだ。積み重ねられた時の流れの中でも、現代へと受け継がれた最強の人類の体が、いま目の前にある。

「ぐう、お。おお、ぐ……」

「が、我慢して。もう少しだよ、もうちょっとだけだから。……う、うん、これで終わりっ」

　時計を見てみれば、それほど時間は経ってはいない。しかし妙に時の流れが長く感じられる。狛也もきついが、くらみだってきつい作業だった。

　古い湿布をまとめてゴミ箱へ捨てる。しばらく脱力して、天井を見つめた。そうして腕に溜まった疲労をほぐし、くらみは狛也へと話しかける。

「び、びっくりした。一時はどうなるかと思ったよ。学校のビールで騒いじゃったから……天罰が下ったのかと思っちゃった」

「……」

「あ、あれ、狛也くん？」

　何にも反応がないので、そっと顔を覗きこんでみる。

「ね、寝ちゃってる。あの、狛也くーん……」

　さっきまでの陽気なまでの声も、苦しげなものはそこにはなかった。奮戦して疲ひ弊へいして、それで脱力しきったように眠る姿だけがそこにはある。安らかな寝息――というほどではないが、それでも先ほどよりはずっと楽な呼吸をしている。

　疲れてるんだ……。

　くらみは吐息をついた。無理もない。誰もが驚愕して、狛也に興奮と驚異を覚えていたあの仮試験。颯さつ爽そうとグラウンドを駆け抜けて、どんな相手も一撃の元に下して、戦った相手を治療室送りにしていた彼は、いったいどれだけの力を注ぎこんでいたのだろう。

　眠る狛也の方を振り向くと、くらみはベッドからタオルケットを引っ張り出した。そしてうつ伏せのまま寝息を立てる彼へと近づくと、静かに被かぶせてやる。

「英雄の、子孫なんだ……」

　翼を小さく畳たたみ、くらみは体育座りをする。時計の針はりが動く音だけをＢＧＭにして、じっと狛也に視線を注いでみる。

　今まで、くらみは自分の村以外の英雄の子孫と接したことはほとんどなかった。

　幼稚園に行くより前の頃は、普通の人間の町に行って遊んでいた記憶もあった。しかし幼稚園、小学校と上がるにつれて、いたずらを受ける対象になった。

　翼がある、ということが一番の原因なのだろう。そのうち臆病かつびびり屋、何をするにしても及および腰ごしな性格になった。進んで自分から行動することがなくなり、いつも怖がりながら周りの顔色をうかがうようになったのだ。

　幼稚園に入ったときに受けた、忘れられない言葉がある。お前はおれたちと違う、変なもの背中にくっつけて話しかけるなバーカ、と言われた記憶がいつまでもこびりつき、未だに夢に出ることもある。

　速く飛べるようになったのも、誰かから逃げるため。

　あまりいい思い出ではないし、むしろ自分に嫌気が差した時期もある。

　けれど、千英学園のことを知って期待した。自分のこの翼を使って誰かのためになれることに希望を抱いたのだ。自分のように特異な人たちと話をしたり、友達になることを想像したり。未知数すぎる千英学園に、父はもちろん、聖人の血を引く母からも反対されたが、くらみは受験に踏み切った。

　やっと変われるかもと思ったのだ。

　結果としては、分校に落とされてしまったけれど。

　それでも、この目の前で眠っている本物の『英雄』と出会えたことだけは、間違いなく幸運だと思う。

　彼のおかげで、ほんの少しだけどやっていけるという気持ちが湧いている。狛也と一緒にいると、自分も強くなった気がする。相変わらず自分に自信はなくて、積極的にクラスメイトと話すこともできないけれど。自分の中の臆病なものが、ほんの少しずつ氷解してきていることを、くらみはうっすらとだが気づいている。

　それは、全て狛也のおかげ。彼がいるから、ここまで来られた。

　そして、だからこそ明日の試合は勝ってほしいと思う。

　頭の中で蘇るのは、仮試験の凄まじい光景。本校生を蹴散らす彼の姿。彼はどんな想いであの一撃必殺の剣技を会得したのだろう。

　レヴァンたちも分校生も本校生ですら驚愕して、仮試験での狛也を見つめていた。あれが特別にすごい技だということくらいは、くらみにだってなんとなくわかっている。きっと想像もできないほど辛い努力をして、彼はあの技を身につけた。

　狛也は我が武む者しや羅らなのだ。何か辛い過去があって、その反動でこの境きよう地ちまで辿り着いたのかもしれない。

　それなのになぜ、彼は分校生にされてしまったのだろう？

　わからないけれど、彼ほど強い人をくらみは知らない。

　カード状の黒い液体金属、転んだ拍子に落ちたテトラオルナＢＢ２５８が、床の上で鈍く光っている。くらみはそれを静かに拾って、裏返して蛍光灯の光にかざしてみる。

　戦いには向いていないと言っていた。音声の録音と再生、それしかできないうえに、一日に五回のメンテナンスが必要な欠陥品。

　くらみは今朝も、この剣から出される「おはよ～、朝だわさ～」という自分の間抜けな録音で起こされたのだが、そういう馬鹿な行動をする狛也の裏には、何か苦難を味わった反動があるのかもしれないと思っていた。

「……くらみはえっちだな」

「うわ……っ」

　突然に傍かたわらから聞こえたその声に、くらみは飛びのいた。

「は、狛也くん、起きてたの？」

「ああ。何かよからぬ気配がして、目覚めた。くらみ、キミはえっちだな」

「な、何が……!?」

　意味がわからなくてくらみは羽根を散らす。

「そのテトラオルナにはな、女子が聴いてはならないものまで録音されているのだ」

「え、え？」

「映画でよくある場面の中に、ラブシーンというものがあるだろう？　で、ボクは女性が喘あえぐ声をたくさんそれに録音して、たまーに暇潰しで聴いているのだ」

「は、狛也くんはもう天国に行って、女の子たちと戯たわむれてくればいいと思う……」

　くらみは後退って翼を大きく広げて距離を取った。

「まあ待て」

　半笑いで狛也は制止の声を出した。

「冗談に決まっているではないか。本当は、そのテトラオルナには、ボクの幼なじみの少女との思い出の会話が入っているのだ」

「……幼なじみ？」

　きょとんと、くらみは目を瞬しばたたかせた。

　唐とう突とつに出た単語の登場に、わけがわからずうろたえる。翼を畳み、おずおずとしたまま戻ってくる。

「いい機会だから、話してしまおう」

　努めて真面目に、狛也は寝た体勢のままでささやいた。

「昔、ボクは特別親しかった一人の幼なじみの少女と一緒にいた。少しばかり浮世離れしていて、可愛かった彼女は、たまに周りからちょっかいを出されることがあった。だからボクは、彼女を守っていたのだ」

　くらみが、黙って話の続きを待っている。

「英雄の子孫であるボクは、ふざけて彼女に近づこうとする輩やからをことごとく跳はね返かえした。立派なナイトだったというわけだ。いつも一緒に行動して、様々な遊びも行った。小さかったからおままごともしたし、人形遊びもしたし、お医者さんごっこもした」

「そ、そんなこと、言わなくてもいいよ……」顔を赤く染めるくらみ。

「――しかし、彼女との幸せな時間は唐突に終わった」

　口調ががらりと変わった狛也の様子に、びくりとしてくらみは顔を強張らせる。

「いつも彼女に付き添って守っていたボクを、懲こらしめようとした馬鹿がいたのだな。少女にちょっかいを出すことより、次第にボクに対抗心を燃やした彼らは、どこからか別の英雄の子孫を呼んだ」

「え……？」

　くらみは緊張のおももちで、聞き返す。

「……ボクは負けた」

　感情の起伏に乏とぼしい声が、狭い部屋に響き渡る。

「初めてだったな。ボクが喧嘩で負けたのは。それも本気で向かっていったのに、勝てなかった。後にも先にも、ボクが膝ひざをつかされたのはその時だけだ」

　黙り込むくらみに向かって、狛也は小さく笑みを形作ってみせる。

「ボクは世界の広さを知った。同時に、守るべき少女の前で、無様に地に伏せた自分が許せなかった。ボクは彼女に約束したのだ。自分のそばにいれば、安全だからと。ずっと守ってやると。そう言っていたのに、ボクは負けた」

　テトラオルナＢＢ２５８の黒いカードが、蛍光灯の明かりの中で鈍く光っている。

「幸いなことに、ボクを負かした英雄の子孫は、それ以来ボクの前に現れなかった。彼を呼んだ輩たちも、それからは何もしてこなかった。顔を突き合わせると、ただ嫌らしく笑うだけ。ボクの負ける様を見て清々したのだろうな。その点だけは、運が良かったと言えるかもしれん」

　言って、狛也は少しだけ拳こぶしに力を込める。

「だが、それはただ運が良かっただけなのだ。安心していい問題ではない。そんな紙一重の幸運が訪れなかった可能性もある。『もしもボクが負けた後、彼らがボクの幼なじみに更さらなるちょっかいを出す可能性』も、あったわけだ」

　真顔のまま、狛也はくらみの顔を見つめていく。




「教えてくれ、くらみ。守るべき人を守れなかった英雄に、何の価値があると思う？」




「――、それは……」

　翼がしおれるように畳まれていく。答えなど到とう底ていすぐには出せない問いかけに、しかし、狛也はふっと笑みをこぼした。

「意地悪な質問だったな。答えなくともいい。……ボクは、その自分への問いかけに対し、『もっと自分が強くなればいい』という答えを出した。誰よりも強く、他者より上の次元の強さを手に入れれば、同じようなことが起きても打だ破はできると考えたのだ」

　部屋の中の蛍光灯が、一回だけ明滅する。

　狛也の声の中に、無念と後悔と、煮えたぎる想いを感じ取り、くらみは小さく呼気を吐く。

「それからは死に物狂いだったな。ボクはずっと腕を磨き続けた。誰よりも、どんな相手が立ち塞がっても、倒せるようにと自分のフォリスと剣技を練磨し続けた。まったくもって子供の発想だ。だが、ボクはそれしかやり方を知らなかった」

　狛也が短く息をつく。

「幼なじみの少女は『そこまでしなくていい』と笑って言ってくれたが、ボクが納得できなかったのだよ。……そういえば、四月ではなくこの六月になってボクが千英学園に編入してきた理由を、まだくらみに言ってなかったな？」

「うん……」

「修行していたのだ。英雄の子孫の力を現代に生かそうという動きが出たとき、ボクは自分の納得できる次元にまで、達していなかった。だから、ボクは遅れてやってきた」

　仮試験での強さの理由を、そんな過去があったからだと狛也は告白する。

　とっさにくらみは声を出せなかった。当たり前だった。聖人タイプとして祖先の英装がどんなものかすら知らないくらみは、自分を恥ずかしく思ってしまう。

「お、幼なじみの女の子を守りたくて、強くなったの……？」

「そのとおりだ」

　それは他人から見れば愚かしく、たかが子供の頃に喧嘩で負けただけでそこまでするのは馬鹿だと言われても仕方がない。けれど、それも英雄の子孫のあり方なのだとくらみはうっすら思う。本来の英雄のあるべき形。もう忘れてしまった太古の英雄たちの愚直さ。そういった、今では風化しかけているものを狛也は持っている。

「あ、あの、でも普通の人はあんなすごい剣技を使われると、跡形もなく消え去っちゃうと思うよ……」

「まさにその通りだ。ちょっと無駄に剣技を磨きすぎたな。特化し過ぎて力の制御どころではない。そもそも幼なじみの彼女も、最近はあんまりちょっかいを出されなくなってきた。周りも大人になってきたからな。ボクは何のために強くなったのだろう」

「ええ……っ!?　そ、そんな、狛也くん、そんないい加減なことでいいの？　せっかくわたしが狛也くん強いなすごいなカッコいいなーって思ってたのに、ば、馬鹿みたい……」

「馬鹿だなくらみは。馬鹿でないとここまで強くならないぞまったくくらみは馬鹿だな」

「パ、パパ、ママ……っ、千英学園に来ていっぱい英雄の子孫の友達作るなんて言ってごめんなさい、千英学園は馬鹿ばっかりでした……！　うわーん！」

　顔を真まっ赤かにして部屋の中を浮遊するくらみの羽根が飛び散る。

　おかしそうに笑って狛也がその様子を楽しげに眺めた。

「……ただ、まあ、それでも、今は磨き上げたこの強さをぶつけるべき相手がいてほっとしている。英雄の子孫の力など、とうの昔に必要なくなったと思っていた。だが、ジュリという英雄の子孫がいることは、皮肉な運命だと言うしかない」

　飛んで、疲れて、へたりと座り込んだくらみの視線を受けて、狛也は続ける。

「ボクは、ジュリの発想だけは素晴らしいと思う。英雄の力を、英装を、フォリスを再び現代で生かそうとする彼女の英雄推進プロジェクトの、その理念だけは正しい」

　テトラオルナを回す手を、突然に静止させる。

「だからこそ、ジュリは分校システムだけは止めるべきだ。あれは間違っている。ジュリにはジュリの考えがあるかもしれん。だが、多くの英雄の子孫を踏みにじることは賛同できない。レヴァンも、アイリスも、ゲルドも、ユーリも、分校生だけが痛みに耐える学校など、間違っている。それだけは、確かだ」

　彼らにだって夢がある。理由があってここに来ているはずなのだ。

　けれども分校システムは彼らの運命を狂わせる。一方がもう一方を傷つけてこそ成長を促す構図は、本校生にはその嗜し虐ぎやく心しんを増大させ、攻撃性を高め、分校生には深い精神の傷を刻み込む。

　卒業すれば、それなりの待たい遇ぐうが与えられる？　そんなことに、何の意味もない。夢がそんな形で阻まれることは、悲し過ぎるし横暴にもほどがある。

　誰かがジュリを止めなければならないのだ。けれど、そのための手段も、力も、今まではなかった。

　おそらくはいま一番ジュリに近い、強くなり過ぎた英雄の子孫だけが、その可能性を秘めている。

「……狛也くん」

「なんだ」

「狛也くんは、その、怖くないの……？　もしも、ジュリさんに負けちゃったら。そういう想像をして、怖くならないの？　わたしだったら、怖いよ……」

　狛也は、上体だけを起こした。そしてくらみの撫なでし子こ色いろの瞳を見つめる。

「それは怖いさ。人間だぞ。ボクだって人間だ。金は欲しいし、権力は欲しいし、名誉は欲しいし、女の子はたくさんはべらせたい」

「それじゃただの獣だよ……」

「獣なのだ。ボクは血に飢うえた獣なのだよ。ただし、脆ぜい弱じやくな獣だ。だからこそ、強くありたい。誰をも守れる光でいたい。ボクは、もっともっと、強くあらねばならないのだ」

　朗々と、高く強く狛也の言葉は響き渡っていく。もがき苦しんで、それでも諦めない、どうしようもないほど雄お々おしい、英雄にして獣の叫びだった。

　狛也は言う。

「ボクは、伊集院狛也は、全て勝たなければならないのだ。ボクは、一度無様に負けた。だからもう二度と負けないために、戦っている」

　九鳳院ジュリと。自分の過去と。摑まなければならない未来のために、戦っているのだと彼は言う。

　怖れも跳はね除のけて、疾走するための糧かてにして、その身を進ませる英雄の決意。

　くらみは唐突に思った。

　強いはずだ。己を賭として戦っているのだから。彼は誰にも負けない。

　狛也は戦っているのだ。過去の自分と。現在のジュリと。そして、未来に待つ素晴らしい景色のために、彼は戦う運命にある。

「一つの強さを極めたからこそ、ボクは思うのだ。英雄の力は、戦い以外のことには使えない。それを変えられるとしたら、千英学園しかないのだ。けれどその千英学園は、間違った道を歩もうとしている。分校へ落とされる恐怖という、負の心理で本校生を育てようとするそのシステムによって歪みかけている」

　ジュリのデータの載のった紙を撫で、天井を見つめて、呟きに眠気が混じっていく。

「英雄の子孫は……辛い過去を乗り越えてここまでやってきた。世界の片隅で、必死に次代を担った末に……千英学園へ入学した。なのに、なぜまた同じことを繰り返す？　なぜ分校は必要なのだ？　ボクらはずっとずっと……日の影で生きてきた。その上で分校？　ボクは……どうかしているとしか思えない」

　極めた先の世界。それを見た彼の言葉は、何よりも重く響いていく。

「ボクは……ジュリが間違っているのだと思っている。ボクらにムチはもう必要ない。アメでいいではないか。……ボクらはそれだけで前へ進んでいける」

　連れん綿めんと時間を浪ろう費ひしていた歴代の子孫たちは、いつか、いつか報むくわれるのだと信じて歴史にしがみ付いてきた。それを閉ざそうとする、今の千英学園自体こそ最大の壁だ。

「千英学園は、できるはずなのだ。放っておいても、みんなは頑張れる心を持っている。可能性を秘めている。……だからボクは、明日せめて……ジュリに勝とう。その上で、告げるのだ。ボクたちは……できるのだと。ムチなど必要ないことを……ボクは……」

「狛也くん……？」

　眠ってしまった。明日もう一度戦うために、彼は寝息を立てる。

　本試験を突破して、ジュリの目を覚ます。そのために、狛也は明日勝たなければならない。それは辛い戦いかもしれない。けれど、必要な決戦だ。

　くらみは、ジュリの槍を思い出して身震いした。何にもできない自分に、棘のような小さな嫌気が差す。けれど、狛也なら、きっとやれるだろう。だって、彼は最初の日に言ってくれた。自分を信じろと言ってくれた心の英雄なのだから。

「狛也くん……負けないで」

　せめて――英気を養えるように。

　彼女は規則正しく寝息を立てる英雄の頰にそっと手を触れ、ささやいた。










　　　　第四章　未来への勝利者







　絶好の決戦日和びよりだった。

　燦さん々さんと差し込む陽光は祝福、あるいは激げき励れいの日ひ差ざし。太陽が存分に戦えと鼓こ舞ぶしているようだった。カーテンから洩もれる光を浴あびるだけで、胆たん力りよくがみなぎってくる。

「狛はく也や、いよいよだな」

　朝の静けさを破やぶり、寮の部屋にやってきたのは、レヴァンとアイリスだった。

「ああ。今日、この手でジュリを倒せるかと思うと、心が躍おどる」

「わたしも……ぐっすりと眠ったよ」

「わあ、くらみ、くちもとによだれのあとがある。ほんとうに、よくねたしょうこ」

「え……ちょ、ちょっと洗面所に行ってくる……っ」

　決戦の朝だというのに、狛也の中に恐れはまるでない。むしろ昨日よりも体が軽くすら感じる。くらみの中にも、恐れはないようだった。

「正直、おれなんかが狛也のパートナーでいいのか、今でも不安だ。けど、昨日のお前の仮試験を見て、あれで血がたぎらなきゃ、ご先祖に申し訳ねえよな」

　相方を依頼したときよりも覇は気きが感じられるレヴァンの顔は、輝くようだ。

「その通りだレヴァン。ボクらは勝つ。そして合格する。全力を尽つくそう」

「きょうは、まけられないしけん。あいあいと、くらみもがんばる。えいえい、おー」

「はあ、はあ……これでどう、かな!?　ちゃんとよだれ、取れてる……？」

「口はいいけど、じつは靴くつ下したが左右で違う色になってるな」

「それも早く言ってよ……っ！　言ってよ……っ！」

　くらみの慌あわただしさに、皆で笑い合う。レヴァンの緊張も良い感じにほぐれたようだ。

　――その直後、ドアがノックされた。

「あのー、伊い集じゆう院いんくんの、部屋だよね？」

「今日の試合、頑がん張ばれよ。おれたち、応援してる」

「ジュリなんかに負けないで。きっと伊集院くんなら、勝てると信じてる」

　ドアの向こうには数人の、いや十数人の分校生たちがいた。恐る恐るながらも声をかけてくる。違うクラスも入り乱れての来訪だった。ユーリも訪れて、「頑張ってください、健けん闘とうを祈ってますよ」と激励してくれ、さらに気配を感じて窓の外を見ると、ゲルドをはじめ、素そ行こうの良くない生徒までもが、木を背もたれにしてチラ見してきている。

「おお？　なんだ、今朝は客がいっぱいだ」

「純粋にお前に期待してるんだろ」

　レヴァンが小さく笑う。

「仮試験の相手を速攻で倒して、アーロンを退しりぞけて、五十三人と戦って、それで蒼そう竜りゆうをぶっ飛ばしての本試験だ。お前はもう分校生たち全員の希望の象しよう徴ちようなんだよ」

「えいゆうのしそん、つよいひと、だいすき。はくやは、みんなのほし」

「そうか……」多くの生徒に囲まれ、狛也は呟つぶやく。「いや、そうか……」

　分校生はもう皆諦あきらめたのだと思っていた。挫ざ折せつし、自や棄けになった結果が、彼らの姿なのだと。

　希望を失い、弛し緩かんしきっていたあの光景。

　けれど訪れた彼らの眼まな差ざしには、確かに瑞みず々みずしい、希望の光があった。

「ならば、なんとしても勝利しなくてはな」

　狛也がそう意気込めば、

「も、もちろんだよ……っ」

　くらみが小さな握にぎり拳こぶしを挙あげ、翼つばさを広げる。レヴァンが、アイリスが、呼こ応おうする。

　清せい澄ちような朝の中、彼らは互いに大きく頷うなずき合あい――手をしっかりと合わせたのだった。




　　　　　†　†




　天に届くような歓声が本試験の会場を覆おおっている。

　場所は仮試験のときの分校の荒れたグラウンドではなく、きちんと整備された本校だ。

　縦一キロメートル、横二・三キロメートルの本校のグラウンドは、陽光を受けて薄く輝いている。その一角には観衆席。本校生と分校生、グラウンドを隔へだてた位置で、それぞれに階段状に席が設置されている。

　声援がそこかしこで飛とび交かっていた。

　仮試験を圧倒的な強さで突とつ破ぱした狛也を見て、興奮しない生徒はいなかった。分校生も本校生も、教師陣ですら、注目して狛也の試験を見守ろうとしている。

　もちろん、狛也の本試験の相手として名乗りをあげたジュリの方も、別の意味で注目されていた。

　九く鳳ほう院いんコンツェルンの社長令れい嬢じようにして、英雄推進プロジェクトの提唱者。千せん英えい学園の首席にして、学園の覇者。九鳳院ジュリの全力を見られると期待する本校生から、声が響いてくる。

　熱い声援だった。地を揺るがすような喝かつ采さいの中心で、狛也とジュリは大きく手を振り、学園始まって以来の大勝負に備そなえていた。

「凜り々りしい顔をしているよ」

　向けられる声援に妖よう艶えんな笑みを返した後、ジュリが声をかけてきた。

「気高く、雄お々おしい、男の子の顔をしているね。素す敵てきでカッコいい。大きな決意を秘ひめているんだ。そんなあなたと戦えることを、あたしは光栄に思うな」

「キミこそ、今日は前に教室で見たときよりも、格段に美しい」

　狛也が、笑顔のままそう告つげる。

「二つに結ゆわえた長い髪が天の川の尊とうとい輝きのようだ。形のいい耳が、じつに眩まぶしく眼に飛び込んでくる。つやつやと輝いている唇くちびるはボクの官能心を刺激してたまらない。キミは、極ごく上じようの女神のように美しいのだな」

「そうかな。あなたの方こそ、とってもたくましい顔つきをしてるよ。気品と野や蛮ばん、どちらも混在している。でも、混在しているからこそ、ギリシャ彫ちよう刻こくでも敵かなわない素敵な瞳ひとみに、あたしは吸い込まれそう」

「いやいや、キミの方が」

「ううん。あなたの方が」

「いやいや」

「いやいやいや」

「なにこの胡う散さん臭くさい褒ほめちぎり合い……」

　呆あきれたように、レヴァンが声を洩らした。緊張の欠片かけらもない様子に、脱力する。

　グラウンドの周囲一帯に防護のための特殊フィールドが展開され始める。仮試験のときよりも堅けん牢ろうなラゾンの光が、観客と狛也たちの間を隔てていく。

　天に向かって広がり、燦さん然ぜんと光を発する煌きらめきの壁。

　まるで星のような燐りん光こうを眺ながめた後、ジュリは狛也の瞳を覗のぞき込こむ。

「仮試験の前に、あなたのことをよく調べておくべきだったかもしれないね」

「……どういう意味かな」

　ジュリは返答する前に、艶えん然ぜんと微笑ほほえんでみせる。

「あなたにまつわる過去と系けい譜ふを、今朝、ようやく調べ終わったよ。するとね、とっても興味深い答えが、導き出されたんだ」

「ほう」

「あなた、過去に親しかった女の子と、別れているよね」

　レヴァンが、軽く目を見開きながら狛也を見た。それを横目でジュリが笑いながら、

「いじめっ子から女の子を守るため、あなたは彼女を守った。でもでも、いじめっ子たちが呼んだ助すけっ人との英雄の子孫に負けて、挫折を経験したんだよね」

「よく調べたな。大変だったろう」

　顔色も変えぬ狛也の様子に、ジュリはくすくす笑みをこぼしていく。

「一いち途ずだよね。本当に、あなたは一途。それがきっかけで、強くなろうとしたんだよね。女の子を守りたい！　二度と負けたくないという、純粋にして大切な男の子の願いが、あなたを伝説の時代の英雄に限りなく近づけさせたんだ。うふふ。でもね、そのおかげでわかったの。英雄はこの世に幾人も存在したけれど、そんな一途なことをするのは、じつはあんまりいない。加えて、自分に縁えんのない複製英装を操あやつる器用さと、複数の膨ぼう大だいなフォリスを操ることができる英雄といえば、あたしは一人しか知らないの」

「ボクも一人しか知らないな」

「ある意味で、多くの人にとってあなたの祖先は無名だよ」

　ジュリは、蛇へびのようにぎらぎらした瞳で、それでいて天女のような柔にゆう和わな笑みのまま、

「古過ぎて、あなたの祖先が何をして、何を思って超獣を倒したのか、それを書き留める書物は皆かい無むに近いんだ。その英雄について、わかっているのはわずかだけ」

　見るものを惹ひき込こまずにはいられない、艶あでやかで美しい笑みを女王は浮かべる。

「その英雄はとてつもなく強かった。その英雄はとある人物を無む二にの友にして、彼と共に鬼神フンババと、天界獣グアンナを討とう伐ばつしてみせた。けれども運命の悪戯いたずらで亡くした親友を蘇よみがえらせるため、その英雄は世界の果てまで秘宝を求めて旅をした。そしてその過程で、あらゆる武器と、あらゆるフォリスの扱い方を習得した」

　とても頑がん丈じようで面おも白しろいおもちゃを見る目つきで、ジュリは甘い吐と息いきを吐つく。

「それは、確認できる中で最古の英雄。強く、器用で、誰だれよりも親友を想う一途な古代の王。その名はギルガメッシュ。それが、あなたの祖先」












　ずっと明かされなかった答えに、ジュリは微笑んだ。観衆席の中から、ざわざわとどよめきが沸わき起おこる。ゲルドの戸と惑まどいがかすかに聞こえた。ユーリの声も聞こえる。分校生、本校生、教師陣含めて、動揺のさざなみが広がっていく。

　狛也はそれを眺め、ジュリの方を振り向き、不ふ敵てきに笑んでみせた。隣となりで固まるレヴァンの前で、けれど狛也の口調は微み塵じんも変わらない。

「過去のことなどどうでもいい。ボクは今が大事なのだ。キミこそ、『雷らい神じん』トールの末まつ裔えいだからと、胡坐あぐらをかいて今までやってきたわけではあるまい。努力し、鍛たん錬れんを重ね、受け継がれた英雄の血を覚かく醒せいさせることで、第一位という頂いただきを手に入れた。違うか？」

「その通りだよ。これは、カビの生はえた伝説の戦いとは、何の関係もないの。九鳳院ジュリと伊集院狛也。次の英雄の子孫を導く光がどちらなのか、決める戦いなんだ」

　ふいに――ジュリはレヴァンへと、ゆったりと振り向く。

「もちろん、レヴァン・シルベス、あなたにも期待しているよ」

　夢の貝かい殻がらでも抱きしめるように、彼女はぎゅっと手を組みながら、甘い吐息を吐く。

「森の守り人ペンテシレイアは、十一人の仲間と共に災さい禍かを跳はね返かえした。あなたには、その熱く強い魂たましいが強く受うけ継つがれてる。狛也は魔を祓はらう天駆ける流星だけど、あなたは満天の空の星なんだ。星と彗すい星せい。似ているようで、違う光。分校生の希望の光となるためにも、存分に力を尽くしてね。どっちも、応援してる」

　よくもまぁ戦う前に白々しい台詞せりふを湯水のごとく吐き出せるジュリに、狛也とレヴァンは感心する。

「それはこちらも同じことだ。首席の女王。最高の地位に恥じない健闘を期待する」

　そして軽く周りを見回して、

「しかし、キミは一人でいいのか？　相方を用意せよと決めたのは、そちらだろうに」

　狛也は問う。本試験では、受験者も対戦者もそれぞれパートナーを取り決めるとあった。けれどジュリの隣には誰の姿もない。ジュリの片腕たる蒼竜は、仮試験で治療室送りになったままだった。

「え、違うよ。すでにわたしの隣で、待機しているよ？」

　そこでレヴァンが「あっ」と声を出した。ジュリのすぐ左隣のその空間。そこに、蜃しん気き楼ろうのような揺らめきを発して新たな人物が現れた。

「ま……さか……学年四位だと……!?」

　レヴァンが呻うめくように声を洩らしたのも無理はない。それは、本校の上位陣の一角。極きわめて優秀な生徒だった。

　ジュリを調べるついでに、狛也もデータを見ていた。いかなる傷もたちどころに治してしまう聖せい槍そう使いの強敵。恐れと緊張に、レヴァンが体を震ふるわせていた。

「ルール説明をするっす」

　一同のそばに近寄った和わ田だの声が響き渡った。

　両手にフラッグを持ち、狛也とジュリの双方に声を張り上げる。

「本試験はポイント制。相手方のパートナーに武器で一撃を与えた側に一ポイント。合計で五ポイント先取した方を、勝者とするっす。試合時間は十二時間。それでも決着がつかなかった場合、さらに延長で三時間の試合時間が与えられるっす」

　ちらりと、狛也の顔を見る。

「なお、受験者が合格するには、原則として勝たなければならないっすが、試合内容が極めて目を瞠みはる名勝負だった場合、敗北しても合格の可能性が少なからずあるっす。まあこれは建たて前まえっすけど。……反則とされる行為、及および細かなルールにおいては、前日までに渡したレギュレーションを――」

　五ポイントの先取戦。さらには長大な試合時間を設もうけたということは、昨日の仮試合と同じく、ジュリ側は一発では試験を終わらせないという魂こん胆たんだ。何度も何度も狛也に力を使わせて、心を折るという狙ねらいが含まれる。

　この分だと、ジュリは狛也の技がハイリスクハイリターンなものだと見抜いている。一撃必殺のあの技に、どれだけのフォリスが使われているのかも把は握あくしているだろう。厳しい戦いになることを、狛也は顔に出さずに思っていた。

「では受験者、伊集院狛也。試験対戦者、九鳳院ジュリ。及びそれぞれのパートナーは、所定の位置に着くっす。これより昇進試験、六月上旬期の本試験を始めます」

　張り詰めた空気がグラウンドと観衆席を覆っていく。

　学園の歴代入試成績一位と二位の試合。ひいては、世界が注目するプロジェクトの中心人物と、最強の剣技を極めた分校の救世主。

　夜戦を見越しての照明が、会場の隅すみでスタンバイしている。今にも暴動が起きそうなほどの熱気が、会場を包み込んでいた。想像もつかないような激闘が繰り広げられることを期待して――群衆は息を詰つめて注目していた。

「――テトラオルナＢＢ２５８」

「ソーグラスＵＣ３６２」

「メギンギョルドＫＥ１９７」

「ロンギヌスＳＥ７０９」

　発光し、収束し、姿を現す複製英装。それぞれの想いと思おも惑わくを乗せ、彼らの武具が光こう臨りんする。狛也が愛剣を軽く振ってみせた。レヴァンが剣の柄えを強く握にぎり締しめ、ジュリと第四位が、輝きだけで恐れを感じさせるような強大な武具を顕けん現げんさせる。

「それでは――」

　和田がフラッグを持つ手に力を込めた。緊張が、極きよく限げんまで張り詰めたその直後。

「本試験、開始っ！」

　凄まじい轟ごう音おんが、耳を貫つらぬいた。

　烈れつ風ぷうがグラウンドの石砂を薙なぎ払はらう。地は割れ、大気は切り裂かれ、猛もう烈れつな震動が問答無用に全てを揺らす。

　圧倒的なエネルギーに襲われ、回転しながら吹っ飛んだのはジュリの相棒の第四位。防護フィールドに激突し、複製武器を砕くだかれて、彼は頭から地面に落ちて昏こん倒とうした。

　ぞっとするほどの沈黙が降りて――和田が冷静にフラッグを上げていく。

「伊集院狛也、一ポイント。ジュリのパートナーは戦闘不能。担たん架か。治療室。ジュリは代わりのパートナーをグラウンドへ」

　茫ぼう然ぜんと固まっていた観衆たちを正気に戻させたのは、審判である和田だ。淡たん々たんと冷れい徹てつな和田の声に、ぎょっとする皆の前に現れたのは、

「まさか、本当に予備の出番が来るなんて。ジュリさん、あなたの言ったことは、本当だったんねー」

　新たにグラウンドへ姿を見せたのは、ジュリの用意した、次なる手て駒ごまの生徒だ。レヴァンが「第五位……」と呟くのをよそに、その生徒は仰ぎよう々ぎようしく魔剣を閃ひらめかせた。

「ギルガメッシュの末裔と鍔つば迫ぜり合あいをする機会を得られて、おれは光栄でっすー。どうぞ、よしなにー」

「双方とも、用意はいいっすか？　それでは――試合、再開っ！」

　爆音が響き渡った。

　吹き飛ぶ生徒がいた。

「伊集院狛也、一ポイント。ジュリのパートナーは戦闘不能。担架。治療室。ジュリは新しいパートナーを、グラウンドへ」

　唖あ然ぜんとする観客の前でスタッフが急いで運んでいく。武器も爆散して衣服も剝はがされて気絶する第五位は数十秒で姿を消した。

　次に無言でグラウンドに進み出たのは、幾き何か学がく模も様ようを描いたマントを羽は織おる、美しい少女だった。鳥の羽のような髪飾りを付け、優ゆう雅がに一礼するジュリの三人目の刺客に、レヴァンは「学年、六位……」と呟く。

「用意ができたみたいっすね。それでは、試合――再開っ！」

　炸さく裂れつ音おんが、観衆ごと揺るがした。

　羽飾りを散らして倒れている女生徒の横で、和田教師がフラッグを上げていく。

「伊集院狛也、一ポイント。ジュリのパートナーは戦闘不能。担架。治療室。ジュリは新しいパートナーを、グラウンドへ」

「ゲルドくん」

　観衆席の中で、整せい髪はつスプレーを持ちながら、ユーリが静かにささやいた。

「遅おせえよ。俺は二人目のジュリの手駒がぶっ倒されたとき、感づいていた」

　優勢をもぎ取ったのは、狛也とレヴァンの方だ。

　だが――順調過ぎる試合展開に、ユーリとゲルドはむしろ疑惑の念を抱いていた。

　一度目は、さすがのジュリでも狛也には手を焼かされるのかと誰もが思った。けれど二度目のときは、観察力のある者なら一瞬、『それ』を疑うたがった。そして三度目ともなると、分校のごく一部と、本校生の大半は、狛也がジュリからあっさりとポイントを奪うばったことに「まさか……」という思いを抱いていた。

　優勢側である狛也が、懸け念ねんを抱かれるその理由――それは。

「――第四試合、開始っ！」

　強すぎる爆風が、その場にいる者の髪を揺らしていく。

　きりもみしながら吹き飛ぶ第七位の生徒。ジュリの四人目の手駒。和田が、顔色一つ変えずに宣言する。

「伊集院狛也、一ポイント。ジュリのパートナーは戦闘不能。はいはい担架と治療室。ジュリはさっさと新しいパートナーを、グラウンドへ」

　これで通算四回、狛也はジュリの用意したパートナーを打ち倒したことになる。

　つまりそれは四ポイントを得えて、本試験の合格に王手をかけたということだ。ずっとずっと、分校生が夢見てきた本校への昇進。それが、今まさに狛也によって達成されようとしている。

　しかし、その状況が異常だった。

　武芸に通じる者が見ていれば、ジュリは何もしていないのだとすぐわかる。二発目でそれに感づき、三発目でまさかと思う。そして四発目を終えて、疑念は確信に変わり、この展開の真の意味に気づいていく。

　先ほどまで、狛也の一撃必殺に興奮していた試験会場は、彼の王手の展開に驚きよう愕がくすることもなく、ジュリのやろうとしていることに気づき、どよめきが起こっていた。

「試合も四戦目が終わったよ。これで、いよいよ折り返しになろうとしているね」

　それまで一言も――どんな動きも一切していなかったジュリが、初めて声を出した。

「すごいね、伊集院狛也は。第二位に相応ふさわしい実力が恐い。あたしは恐いよ。だって、本当にすごい才能と技術の溢あふれるフォリスだもの。胸が甘く疼うずいたし、あたしは見み蕩とれちゃった。これまであたしは自分より強い人なんていなかったから。でもこの人になら、初めて負けるかもしれないと思ったよ」

　時が止まっている。ジュリの響かせる声に、誰も彼もが動きを止めている。見る者を惹き付けてやまない彼女の緋ひ色いろの髪と二本の槍やり、そして手首と手首を結ぶメギンギョルドの光のリボンの輝きは、気高く妖あやしく光っていた。

「このまま散ってしまっても、それはそれでいいよね。でもでも、それじゃあ、この試合を見てる人たちに申し訳ないなぁ。これは一対一の甘い逢おう瀬せじゃなくて、観衆が固かた唾ずを呑のんで見守る殴なぐり合あい。一方的で単調な終わり方はしちゃ駄目なんだ。だからね」

　思わず狛也は後ろに下がる。空間を凍いてつかせる世界の中心たるジュリは、ねっとりとした眼差しで、狛也を見つめていく。

「だから、あたしはここから逆転してみせるよ。きっちり四ポイント。まずは全部取り返す。それでどちらが勝つかわからない戦いにして――そこから初めて、あたしは全身全霊で勝負をかけるんだ。素晴らしい才能と、全力で向かい合うの。ふふ。ふふふっ。うふふふふっ」

　誰もがそこで悟った。ジュリの企たくらみに、体を震わせる。学園の女王の底知れない自信。それに、恐怖を超えた羨せん望ぼうすら抱いていく。

「ユーリ。今のジュリの台詞、お前でも通訳できるか？」

　ゲルドの表情は、もうすでに呆れ顔。

「もちろんですよ。ふふっ。彼女はこう言ったのですね。『サービスで四ポイントあげたから、最後くらいは自分で取りなさい』と」

　それが真実だ。

　観客を沸かせるための余よ興きようはもうおしまい。これからは、身の程を知らせるための本気が待っている。じっと見ていれば、わかる者にはわかっていたはずだ。ジュリはそもそも前半戦では両目を開いてすらいなかった。初めから、ポイントなどくれてやる姿勢。

　そして、ジュリの最後のパートナーがグラウンドに現れる。

「なるほど……」

　狛也の顔が、してやられたとばかりに苦笑する。

「キミが最後か……」

「やあ。伊集院狛也に、レヴァン・シルベス。ジュリさまに頼まれて、おれも最高の舞台に出ることが決まっていたのですよ。特に狛也。お前には感かん慨がい深ぶかいだろう。お前の千英学園は、おれとの試合に始まり、おれとの試合に終わるのです」

　ザキュラスが、アケローンＳＤ６６７の冷厳な剣身を閃かせて、せせら笑っていた。

　和田がフラッグを持つ手に力を込めていく。双方とも、所定の開始位置に戻っていく。

　遊びは終わる。戦いが始まる。

　昇進試験、本試合。狛也にとっては残り一ポイントのところで――本当の戦いの火ひ蓋ぶたが、切られた。




　　　　　†　†




　どうしてなんだろうと、くらみは思う。

　自分でも驚くほど勉強した。親の反対なんて無視して、ひたすら机にかじりついた。受験勉強をする前は中学一年の問題も半分しかわからなかったのに、受かるために必死だった。それは全て、千英学園に入りたかったから。

　そんなに勉強しなくても入れるとは聞いていた。実験的な学校だから、試験なんて形式的なもの。実際、和田に尋たずねてみたところ、「ああ、そうっすよ。千英学園は頭が良いとか悪いとか、関係ないっす。やる気があれば、英雄の子孫として頑張ろうという意志があれば、それだけで入れるんすよ。まあ、あんまり成績が悪いと、分校行きっすけどね」と言っていた。

　じつは、全教科百問くらいあるペーパー試験のうち、一つでも三角を取ればいいのだと彼は語っている。

　答案用紙に○をもらえなくとも、半分当たっている△が一個でももらえたら、それで入学できるのが千英学園だ。実技科目はさらに緩ゆるく、合否ではなく、序じよ列れつ付けだけ。重要なのは、『入りたい！』という気持ち。

　これまで日ひ陰かげ者ものだった人々に、新しいチャンスを与えよう。

　良い悪いという問題ではなく、学園は、そうやって始まったのだ。

　けれど、ジュリの歪ゆがんだシステムが生み出した結果は。

「わたしって、みじめわさ……」

　木こ陰かげに寄りかかりながらくらみは呟く。

　狛也が戦っている同時刻。すでに行われた聖人タイプの昇進試験。くらみは本試験を『不合格』で終えていた。
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　テトラオルナＢＢ２５８から大きな火花が散る。

　金属音を響かせて、ジュリの鈍にぶく妖しい槍を弾いていく。

　一瞬で、狛也は十七本の槍を防ふせぎきった。だから目の前に迫る槍の数は、残り六千二百七十三本にまで減っている。

　笑う。

　自分に向かってくる槍の数と軌き道どうの正確さ、あまりの妙みよう手しゆに笑みがこぼれてくる。

　ジュリのメギンギョルドで増やされた槍の数に、際さい限げんなど存在しない。二倍、四倍、八倍、十六倍と、全てのものを重ね掛けできる輝きのリボンは、瞬く間にジュリの槍を増やしていく。

　槍の柄から伸びた槍が腹を穿うがとうと迫ってきて、かわした先、柄からさらに増えた槍が四つに分かれ襲ってくる。破壊した槍も含めたその総数――数えることすら馬鹿馬鹿しい。

　弾はじき、いなし、逸そらして、槍の上を疾しつ走そうする。

　見てからでは遅すぎる。考えていたのではお仕し舞まいだ。たぶんこっち来るかな、今度はきっとこっちから来るだろうなという直感と予測を存分に働かせて、ようやく戦況を拮きつ抗こうに見せかけている。

　そう、拮抗。またの名を現状維い持じとも言う。

「すまねえ、狛也っ」

　レヴァンがまた二千本くらいの槍の雨に襲われていた。それから彼を救い、レヴァンが謝ったときには、狛也はグラウンドの反対側でジュリの攻撃を弾いている。

　そしてまた、次の槍の飛ひ来らい。

　この凌しのぎあいが、もう十四分も続いていた。本試験ではレヴァンが狛也のパートナーであり、レヴァンに攻撃が当らなければ狛也たちは負けることがない。素直にポイントを狙うだけなら、ジュリとザキュラスの側としては、狛也ではなくレヴァンを襲うことが常道だ。

　けれどジュリたちはほぼ狛也だけを狙っている。ポイントを取ると宣言したのにかかわらず、あえて狛也ばかりを狙い、時々レヴァンを狙うような攻撃を仕向けている。

「――くっ」

　ことさら際どい軌道を狙ってきた五十八本の槍を叩き落し、狛也は宙返りしつつさらに二十六本の槍を叩たたき伏ふせる。

　ジュリたちのとっている戦術は、ナイン・ワンと言われる揺さぶりだ。

　倒したい相手を狙うとき、その人物を狙わず、まずは護衛だけに攻撃を試こころみるという戦術。護衛に攻撃して攻撃して、ある時点になったときだけ倒すべき相手を狙う。護衛が離れて本命に隙すきができたとしても、その時は狙わない。

　ジュリたちは、狛也ばかりを攻めてくる。その比率は九対一。

　狛也だけを付け狙う時間帯と、レヴァンだけを攻撃する時間帯。その結果として、どんな結果が生まれるか。狛也は自分を全力で守らなければならない時間と、レヴァンを渾こん身しんで守護する狭はざ間まで精神を殺される。

　それは、護衛の能力に長たけた者を打ち破る策。

　単純な暴力では取れない首を討ち取る狡こう猾かつなる戦術。

「九鳳院ジュリ、一ポイント。両者は所定の開始位置まで戻るように」

　拮抗していたバランスが、ついに崩くずされた。

　愕がく然ぜんと振り返る狛也の前で、レヴァンが地面に伏ふし、わき腹を押さえて立ち上がる。

「面めん目もくないぜ……狛也」

「いや、気にするな。ボクがいたらなかったせいでもある」

　レヴァンが剣身から、治療のためのフォリスを発していた。だがそれも、どこまで持つだろう。ジュリの槍は数ばかりに目がいくが、メギンギョルドはあらゆるものを二倍にする英装。槍の数だけではなく、その硬さや長さも二倍、四倍とそれ以上に増やすことができてしまう。

　試合自体は、四ポイント対一ポイント。試合は動き始めた。今までで一番長い第五戦が終わり、ついに試合は折り返しの六戦目に突入する。

「試合、再開っ！」

　ジュリの槍が全て消えていた。当然だ。ポイントが発生した直後だけ、戦闘行為は止められる。初期位置に戻される。あれほどあったジュリの槍が、最初の二本だけになる。

　先手必勝。

　一撃必殺のあの技を、使うんだ！

　狛也を応援している者の大半はそう思っていた。

　だが、すでに五戦目の最初にあの剣技を使っていた。ジュリから四ポイントをプレゼントされ、これから本気を出すぞと宣言したあの直後、狛也はジュリを狙って突とつ貫かんしたのだ。

　結果は、散々だった。

　こめかみに強烈な槍の一撃を受けて、下がるしかなかった。どんな相手でも見切れなかった一撃を、ジュリは完全に見切ってみせた。自動防御ではない。完全に動きを読んでの打撃。体勢を立て直す暇ひまなどない。だからこそ先ほどまでのナイン・ワンの光景がある。

　ジュリにあの技は通じない。仮試験の試合で、全てはジュリに見切られた。

　ならばザキュラスを狙うか？　それもまた難しい。忘れてはならないのだ。ザキュラスも栄はえある本校生の一人であり、その体には大英雄の血が流れている。

「知っているか？　僕の祖先である勇者アキレスは、叙じよ事じ詩しにおいて『俊しゆん足そく』と評ひようされる速さを持っているのです」

　雷光のように駆け抜ける狛也と全く同じ速度で追つい随ずいし、ザキュラスが笑っていた。

　アケローンＳＤ６６７の剣撃が襲い掛かる。水流に彩られた熾し烈れつなる斬ざん撃げきが、狛也の鼻っ面目掛けて振り下ろされる。

　それを狛也は弾いた。だがそれで、剣撃が終わるわけではない。水流に包まれたザキュラスの剣は熾烈で、少しの無む駄だもなかった。突き出され、振り下ろされ、股また下したから掬すくい上あげてくる剣の軌道。ジュリの槍に翻ほん弄ろうされ、確実に疲労の溜まる狛也に、反撃の好こう機きは見み出いだせない。

　腰に張った湿しつ布ぷの周囲が、燃えるように熱くなっているのを感じる。酷こく使しされた体が、悲鳴を上げているのだ。

　そして、見上げれば世界を滅ほろぼすような槍の流星群が、真まっ直すぐに落ちてくる。

　嘲あざけるような表情のままザキュラスが距離を取った。大地を押おし潰つぶしかねない鋼はがねの大質量が、大地へと突き刺さる。

　狛也は、それらを全てかわした。

　だが地面に突き立てられた槍の柄え尻じりから、新たな槍が伸びると、そこから二倍、四倍、八倍へと倍々増。二又だった槍が四又に、四又の槍が八又の凶悪な槍になる。

　槍でできた八や岐またの大おろ蛇ちがいくつも生まれた。脳天を、側頭部を、正中線を狙う妖しき金属の瞬またたきが、紙一重で頰ほおを掠かすめてはそこからさらに伸びて増殖する。

　狭い教室ではなく広大なグラウンドであることで、存分に増やすことのできるジュリの槍。けれどこれほど付け狙う槍の群れが、忘れた頃にレヴァンを狙うのだ。一秒、また一秒と、狛也は自分が削り取られていくのを感じていた。

「九鳳院ジュリ、一ポイント。双方ともに、所定の開始位置まで戻るっす」

　見ればレヴァンがザキュラスのアケローンを受けて、膝ひざをついていた。立とうとしても腕に力が入らず、ソーグラスを杖つえのようにしてようやく起き上がる。

　レヴァンはすぐさま気持ちを切り替えて、治療のフォリスを使ってはいる。だが短時間の治ち癒ゆで、どれほど力を取り戻せるかどうかは、推おして知るべしと言ったところだ。

　レヴァンはもう限界だ。

　狛也は瞬時にそう思う。彼が足手まといや役立たずという意味ではなく、純粋にジュリが強すぎる。

　レヴァンのようにジュリの猛攻を前にし、ザキュラスの攻撃をくらってなお闘志を燃やせる人物を、狛也は他に知らない。けれど根性でも気合いでも、それが通じないものはいくらでもある。

「伊集院受験者、指定の位置へ戻るっす。ぼくの声が、聞こえなかったっすか？」

「ちょっとタイム」

　言って、その場から狛也が消えた。じっとグラウンドを見つめていた観衆も、目の前にいたザキュラスやレヴァンも、困惑して首を巡めぐらせるほどの瞬間移動。転移のフォリスか、空間を切り裂くフォリスを使ったのか瞬時に判断できる者はいない。

　その中で、唯ゆい一いつジュリだけが、手首からメギンギョルドを輝かせたまま、離れた場所の分校の方へと視線を向けていた。




　　　　　†　†




　悔くやしくて、情けなくて、涙が出る。

　大きな木の下で膝を抱えるくらみに、そばからアイリスが気き遣づかう視線を向けている。

　くらみが不合格になったのは、アイリスのせいでは決してなかった。本試験の内容はパートナーを背に乗せて、悪天候の中を飛び、ポイントを本校生と競きそうことだ。

　分校から市街地を越えた海まで飛行して、試験官が作ったフォリスのフィールドを飛翔して、いくつかのチェックポイントを通過し、相手よりも先に分校へと戻ってくる。

　紅ぐ蓮れんの竜巻や、氷の雨の地獄、雷が落ちて羽の一部が焦こげるような惨さん事じ。

　そんな過か酷こくな試験でも、くらみには勝算があった。速さだけなら、誰よりも自信があったのだ。

　幼稚園時代から散々からかわれて逃げるために飛行速度を磨いた。それを発はつ揮きすれば、本校生にも負けない。狛也にすら褒められたあの飛行を行えば、きっと本試験をパスできると信じていた。

　それでも本校生に大差で負けたということは、自分には足りないものがたくさんあるのだろう。

　悪条件への対応、平常心、負けられないという想い。

　どれもが――負けていた。

　たとえ格下が相手でも全力を出し切るからこそ、本校生は本校生なのだ。それを心の底から思い知ったからこそ、くらみは落ち込んでいる。

「パパ、ママ、ごめんなさい……わたし、負けちゃった……」

　編入試験に受かったとき、両親は子供のようにはしゃいで喜んでくれたことを思い返す。あれほど反対していて、いつも怒ったような顔をしていた母親も、受かったと聞いたときは顔をくしゃくしゃにして笑ってくれたのだ。

　両親も心の底では英雄の子孫の新しい時代が来ると信じ、そこで娘が活躍する光景を夢見て、送り出してくれたのに。

「本校は……遠すぎるよ……」

　覇気なんてものをすっかりなくした、力のない声音でしおしおと翼を動かす。

　そのときだった。地面にとんでもない衝撃音を響かせて、流れ星のように狛也がやってきた。

「おおっ、くらみ、ここにいたのか」

「……狛也、くん……？」

　地面に座り込み膝にくっつくように伏せていた顔を、とっさに上げた。

　目の前には、腕に擦すり傷きず、足には裂れつ傷しようの痕あと、体の至る所に戦いの印をつけた、ルームメイトの姿があった。珍しく息を乱し、顔は土つち埃ぼこりで汚れている。

「どうしたの……？」

「ああ。ちょっと本試験が長引きそうだったからな。少しばかり休憩に入ったのだ」

　狛也はくらみを見つけた最初、笑いかけていた。しかしくらみのしょげた様子を見て、真顔になった。とっさには言葉を続けられないくらみに代わって、そばにいたアイリスが声をかける。

「ほんこう、すごいかずのやり、みえた。じゅりほんき。はくや、だいじょうぶ？」

「無む論ろん。……ボクが負けるはずがないだろう。九番勝負のうち、ボクはすでに四点を奪だつ取しゆした。あと一点で、ボクは合格だ」

　アイリスは優しく微笑んだ。

「それはすごいこと。あいあい、はくやをそんけいする」

「ありがとう。それでは、また行ってさっさとジュリを倒してくる。あいつの悔し顔を見られるのも、もうすぐだ」

　風で前髪が揺れたと思ったら、もう狛也はいない。砲ほう弾だんかミサイルのように、彼はすっ飛んでいった。




　狛也が会場へ戻り、

「……じゅりのやり、すごかった」

　ぽつりと呟くようにアイリスが言ったのは、彼が目の前から消えて数十秒後のことだった。

「……え？」

「じゅりほんき。ほんとうに、ぜんりょく。せかい、こわがってる。それは、すごいこと。はくや、くせんしてる」

　一瞬だけ顔が青ざめた。けれど、すぐに我に返る。狛也の表情に苦戦を漂ただよわせる欠片はない。声も生き生きとしていた。心配する要因なんて、どこにもなかった。

「……狛也くんは、きっと平気だよ。だって、わたしより、ううん、学園にいるだれよりもすごいもの。だから、狛也くんだけは絶対合格するよ……」

「じゅりのらぞん、すごくかんじた。でも、はくやのらぞん、ほとんど感じなかった」

「え……？」

「たぶんはくや、あとじゅっぷんもたたかえない」

　思わず耳を疑ったくらみ。その直後、凄せい絶ぜつな衝撃音が響き渡った。
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　何度繰り返せば、終わるのか。

　どれほどの槍を弾けば、この戦いは終わるのだろう。

　徹底したジュリのナイン・ワンの猛もう攻こうに、付け入る隙が見出せない。閃き、増長し、空間を支配する数多あまたの槍。緩と急。戦術において基本的なことを、気が狂いそうな数十万の世界でやってのけるジュリに戦せん慄りつする。

　意志ある蛇がうねっているようにしか視みえない槍の海の奥底に、ジュリの輝けるメギンギョルドが見え隠れした。戦い始めて、一歩も動かず軽く両手を広げているだけのジュリの姿。

　顔色一つ、表情一つ変わらない美しい姿に、夢か幻まぼろしを相手にしているかのような気分になる。

　勝てる気がしない。

　ふと思う。遙はるか昔に存在した自分の祖先たちも、こんな気持ちで竜や巨人と死闘を演じていたのだろうか？　死に物狂いの命をかけた激闘の果て。そんな辛く苦しい闘いの果てに、『英雄』と称されるようになったのか。

　ならばジュリは英雄なのだろう。その資格を持っているのだろう。この無限に思える悪夢の絶技の前に、打ち倒せない竜や魔獣はあり得ない。

「九鳳院ジュリ、一ポイント。両者、指定の開始位置まで、戻るっす」

　四対三にまで、追いつかれる。与えられた猶ゆう予よが、なくなっていく。

「ちきしょう！　くそったれの、ジュリ野郎がっ！」

　レヴァンが怒りにソーグラスを地面に叩きつけ、叫んでいる。狛也は歯を食いしばった。

　試合が再開する。レヴァンと共に槍をかわし、弾き、好機を見出そうとする。

　だが、ダメだ。

　ジュリのメギンギョルドで増やされた槍の大海は、狛也の決意もレヴァンの執しゆう念ねんも、凌りよう駕がする。勝利などおこがましい、この世に超えられぬ壁などいくらでもあると嘲笑う槍の激流は、視界を埋うめ尽つくしていく。
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「……狛也くんが、もうすぐ戦えなくなる……？」

　そのアイリスの突然の言葉に、くらみは喉のどがつかえうまく言葉が出ない。

「だ、だって、さっきはあんなに元気そう……」

「にたようなこと、まえにあった」

　固まるくらみに、アイリスは本校のグラウンドの方を見つめて呟いた。

「ればん、ほんしけんで、そうりゅうにはがねのひすとりあ、つかわれて、くるしいこと、がまんした。そのときのればんと、さっきのはくや、おなじかお」

「で、でも、そんな……うそだよ……」

　狛也は強く、本当に圧倒的な力で、ここまで登ってきた。思えば教室で初めてジュリと対たい峙じしたときだって、彼はジュリの槍を完かん璧ぺきに弾いていた。あれで及ばないなど、そんなことはくらみには考えられない。狛也は――負けるはずなどないのだ。

「あいあい、わかる」

　アイリスは言おうかどうか迷った末に、それでも続ける。

「ほんしけん、みんなちょうせんした。でも、だめだった。あいあい、いっぱいみてきた。くるしいのに、がまんしてるかお。はくやのかおも、まけるかおだった」

「そんな……そんな……」

　狛也が――負ける？

　九鳳院ジュリに。何より憎にくらしい、あの学園の女王によって、煮え湯を飲まされる？

　信じたくない。けれど、アイリスは悲しそうに言う。たぶんくらみよりずっと『苦しい』顔の分校生たちを見てきた彼女は、結果を予測している。

　だが――だがそれならどうして……。

「で、でも、あいあいちゃん、それなら狛也くんはどうして、そんな大事なときに、こっちに来たの……？　苦しいときに、どうしてこんなグラウンドから離れたところに来たの？　本当に苦しいのなら、集中するべきだよ。それなのに……」

「はくや、まえにいってた。くらみのひこう、すごかった。あれに、かんどうした」

　アイリスの言葉を受け、落雷のような衝撃がくらみの中を突き抜ける。

「そ、そんな……」

　脳のう裏りに浮かんだのは、大空で、共に昇進試験を頑張ると誓い合ったあの瞬間。

「それじゃあ……わたしが、いるから……？」

「たぶん、そう。はくや、すごくはしゃいで、こどもみたいだった」

　一番子供のような容姿のアイリスにそう言われるくらいなのだから、それはもう大したはしゃぎっぷりだったのだろう。

　分校に落とされてから、ずっと彼と行動を共にした。分校への驚き、絶望、仮試験の戦勝祝い、目覚ましにくらみの声を入れるなんて馬鹿なこともやった。

　よく考えてみればくだらないこともやってきた二人だったけれど、その中で唯一、狛也がくらみを絶賛してきたことがあった。

　本校生を、引き離したあの飛翔。

　心臓の高鳴りが止まらないと言っていた、あの言葉。

　心を打たれたからこそ本試験に臨む覚悟ができた。こんな生徒がいるのなら自分も頑張れる。そう思ったからこそ、彼はジュリたちに挑む決意ができたのだ。

「はくや、くらみのこえ、ききたかった。たぶん、はげますとおもってた。だから、きた。でも、もどっていった」

「じゃあ、あの時――」

　狛也は苦しい試合の展開に、何かくらみから声をかけて欲しかった。激励の言葉でも、気休めでもいい。あの日ジュリを見返そうと誓い合ったくらみから声を掛けて欲しかったから、彼は試合の最中に跳とんできた。

　それなのに――狛也の気持ちに気づかず、くらみは自分の不合格に、落ち込むだけだった。

「ああ……」

　か細い悲鳴のような声が、くらみの口から洩れ、木々のざわめきに紛れていく。

「わたしは、なんてダメなんだろう……」

　一緒にジュリたちを見返そうと誓い合ったのに。狛也は苦戦して、心が折れかけて。最後に行き着いた先で、何もしてあげられない。

「でも、まだ、まにあう」

「……え？」

　小柄な体を、さらにしゃがみこませてくらみの目を見つめ、アイリスは伝える。

「はくや、くせんしてる。でも、まだまにあう。はくや、こえがほしい。はげましのことば、ほしい。くらみがいれば、だいじょうぶ」

「で、でも……わたしなんか……わたしなんかが言ったって……」

「ほんとう。あいあい、うそつかない。だって――」

　普段も愛らしい顔つきだが、誰をも好きにさせるような優しい顔で、アイリスは微笑む。

「あいあいも、くらみのひこう、かんどうした」

「あ……」

　誰かに褒められて、期待されて。心の底から賛さん辞じされる暖かな浮遊感。アイリスに言われる前、狛也に言われた。

　――感動したっ！

　そう、彼は、言ってくれた。

「あ……わたし――」

　あのとき体を貫いた感覚は、なんだったか。それは嬉うれしさと、誇らしさ。自分でも気づかない、かすかな喜びがあった。

　くらみは狛也に憧あこがれのようなものを抱いていた。けれど一方で、狛也もくらみの飛翔に心を動かされていた。そんなことに――今さらながら気がつく。

「わ、わたし……行かなくちゃ」

　翼を広げる。散った羽根の一部が、未み練れんを振り切るように風で流れていく。

　戦いの激震とラゾンの光が、ここまで届いてくる。

　ジュリは強大で、狛也でさえ苦戦する相手。正直言って、そんなところへ行くのは怖い。すごく怖い。でも、いつまでも膝を抱えているわけには、いかないから。

「あいあいちゃん、わたし、行ってくるっ」

「うん。いってらっしゃい。くらみ」

　白く輝く羽根を撒まき散ちらし、アイリスの声を受けながら。くらみは剣けん戟げき飛び交う戦場へ向けて、飛び立った。




　　　　　†　†




「噓うそだろ、おい」

「あたし、伊集院くんならジュリも倒せると思ってた」

「仮試験、圧勝じゃなかったのかよっ！」

「もうずっと、攻撃を凌いでるだけだぜ」

「勝てよ伊集院！　頼むから、ジュリに勝ってくれ！」

「お前が負けたら、いったい誰があの女王を倒すんだっ！」

　声が聞こえる。嘆なげきと失望の連れん鎖さの渦うずが。分校生の悔しさが。うねり交じり風に乗って、やってくる。

　声は聞こえていた。彼らの切望は痛いほどに耳を打っている。けれど摑つかめない。勝利の糸が細すぎて、全力を引き出してなお、眼前の槍の海は分厚く、その先の栄光がまるで見えない。

　体の節ふし々ぶしが、酷使された痛みに悲鳴を上げているのがわかる。眩め暈まいは刻一刻とひどくなっていき、テトラオルナを振るう腕に力が入らない。

　痛い。

　苦しい。

　地面に転がり、もう何も考えずに眠っていたい。そんな弱気がじわじわと這はい登のぼってくるのを感じる。戦い始めて、どれほど経たったのだろう。もういい、十分だ、これほど奮闘して摑めぬのなら、次に向けて体力を蓄たくわえておくのも、一つの手のはずだ。

　試験は別に、今回だけではない。二週間も経てばまた機会がある。今回は分が悪い。剣聖と、五十三人の延長戦と、蒼竜との戦い。あれは、結果だけなら圧勝だったが、やはり影響は残っていた。疲れがわずかに残っていたことを、狛也は感じ取る。

　相手が他の英雄の子孫だったなら、それでも倒せていただろう。しかし相手は、あのジュリなのだ。第一位の雷神トールの子孫。それに、アキレスの末裔たるザキュラスだっている。蓄ちく積せきした疲労の鎖くさりが、本来届くはずの剣を鈍らせる。

「九鳳院ジュリ、一ポイント。両者、指定の開始位置まで、戻るっす」

　このまま戦って勝てるのだろうか。この、世界に降り注ぐ滅びの雷のような槍の猛威。英雄を超えて雷神と称された末裔に、勝てるビジョンが浮かばない。

「はく、や……」

　そして、恐れていたことが起きてしまった。

　鈍く重い音がして振り返ると、レヴァンが力尽き、倒れていた。転がったソーグラスを摑もうとして失敗し、細かく痙けい攣れんする彼に、狛也は近寄る。

「レヴァン、大丈夫かっ！」

「ちきしょう、もう体が……動かねえ」

　それは、悔しさと悲しさと後悔と、最後まで戦えない自分への怒りの声だった。

　限界を超えて戦った。しかしそれでも、届かなかった。九鳳院ジュリの厚い壁は越えられない。レヴァンは――ついにその絶技に敗れ、崩れ落ちる。

「すまねえ、狛也。あとは、頼む……」

　――いつかの光景が蘇る。初めて敗北という泥どろをかけられた過去の景色。

　あの日塗ぬりつけられた屈くつ辱じよくと目の前の光景が、体を縛しばる鎖となって拘こう束そくする。

　無理か、無理なのか？　自身は呪われていて、希望の光も見えなくて、もがき苦しむ先に、闇やみだけがある。そんな根こん拠きよもない妄想を、受け入れてしまいそうになる状況に、歯は嚙がみする。

　やりたいことがあって、ここに来たはずだった。夢を見たからこそ信じたのだし、未来は切り開けると、この学園なら進んでいけると思っていたのに。

　望む未来には星の数ほどに増える槍の海に阻はばまれて、先には進めない。

「伊集院狛也、言われた位置に行きなさい。パートナーがもし戦闘不能ならば、代理を用意しなさい。聞こえないっすか？」

　和田の声が遠い。レヴァンの呻きが遠い。勝利が遠く、どれもが無限の彼方かなたから来る幻の出来事のようで、実感が伴わない。

　だが感じる。ジュリを感じる。強大な、世界蛇すら倒した英雄の神、ジュリのあの押し潰すような圧倒的な威圧感だけは、絶望的な槍となって、狛也の心を串くし刺ざしにする。

　もう良いではないか？　いい加減テトラオルナを投げ、膝をつき、泥のように眠るべきではないかと、終しゆう焉えんへの誘惑が鎌かま首くびをもたげてくる。

　手が止まり、足が硬直する。心は空洞で、体は石のようになってしまう。

「和田先生」

　狛也は口を開いた。感情などみえない眼で、和田が狛也を見つめてくる。

「ボクは、昇進試験を――」

　ここで放ほう棄きする。そう、狛也が言いかけた時だった。

　風が吹いた。

　太陽が陰かげった。

　その瞬間、狛也の耳に大きくはっきり聞こえたその声は。




「――ダメだよ、狛也くんっ！」




　白く輝く羽根が飛び散った。

　土煙が弾け飛ぶ。つむじ風で大気が揺らぐ。

　カラスの濡ぬれ羽ばのような髪が見えた。勢いがつき過ぎて態勢を崩して尻しり餅もちついて、スカートを盛大に揺らして、眩しいくらいに真っ白な翼を広げ――狛也のルームメイトの少女はやってきた。

「ば、バカ、ばか、馬鹿、莫ば迦か、バカっ！　狛也くんの、ばかばか……！　そんな顔をしちゃ、ダメだよ……っ」

　立ち上がるなり翼を大きく広げて、転びそうな勢いでくらみが狛也の胸元に飛び込んでくる。

「も、もう少しなんだよっ、あとちょっとで、狛也くんは本校に行ける……っ、それは、狛也くんが一番よく知っているはずだよ！　それなのに、そんな顔をしちゃダメ……っ、もう少し、本当にもう少しで、狛也くんの勝ちが決まるっ！　あのすごい必殺技を……それでジュリさんを倒して……！　自分の強さを、証明して！」

　くらみが頰を紅く染めて必死にまくし立てる。彼女が言葉を紡つむぐたび、漂っていた敗戦の空気が、蹴け散ちらされていく。

　宙に舞うくらみの羽根が辺りを舞う。白い輝きが、ひらひら、ふわふわと、まるで夢のように落ちてくる。

「くらみ……？」

「やり遂とげたいことが、あるんだよね……？」

　心から振り絞るかのような声は、止まらない。

「誰よりも強くなりたいって、言ってたのに。守りたいものを守れる強さが欲しいって、狛也くんは言ってたのにっ、ジュリさんは間違っている、だから絶対に勝つ必要があるって言っていたわさ……！　それなのに、それなのに、こんな、あと一歩のところで負けるなんて、ダメだよ！」

「うおっ」

　さらに距離を詰めようとしたくらみの勢いに負け、狛也は背中から転んだ。しかし懸けん命めいに胸元へしがみ付き、ばさりと翼を広げたまま、くらみは叫ぶ。

「狛也くんは、分校の希望なんだよっ」












　それは、ほとんど鳴き声のような叫びだった。

「初めて分校に来たときのこと、覚えてる……!?　どんな状態だったか、思い出してっ。わたしは忘れられないよ。狛也くんと一緒に教室に入ったとき、みんな疲れたライオンのような顔してた。怠なまけて……遊んでいただけの人もいた。食堂でカエル弁当が出たときもそう。みんな、毎日をなんとなく過ごしてただけで、何もしてなかった」

　くらみが、頰を上気させながら叫ぶ。

「でも、見てみてっ、少しだけ周りを見渡して、何が変わったか……狛也くんには気づいてほしい……っ！」

　動揺で働かない頭を巡らせて、狛也は観衆席を見渡した。

　瞬きも惜しんでこちらを見つめている分校生を、初めて視界に収めた。

　そこには、突然のくらみの乱入に面食らいながらも、狛也の行方をじっと見守る分生徒の姿があった。

　一度は跡形もなく消えていたその炎を、再び燃え盛らせようとしている様がそこにある。

　レヴァンが死力を尽くして戦ってくれた。ジュリと、ザキュラスに、負けじと奮戦してくれた。

　そして、それを見守ってきた彼らの声援と希望の瞳。

「狛也くんは、分校の星なんだよ……っ」

　くらみの目に、涙が宿る。

「確かに、今日勝たなくても、チャンスはまだあるよ。ずっとずっと、門だけは開いてる。……でも、それは、倒すべき誘惑だよ！　『いつかいつか』と思っていたら、きっともう、進めないよ！」

　泣いているのか怒っているのかわからないその勢い。

「だから、惑まどわされないで……。いつか、いつかじゃなくて……今戦ってっ、狛也くんは輝く太陽。みんなにできた、たった一つの希望だよ！　ジュリさんに一人で勝てないと思うなら、みんなの期待を受け取って。優しいあいあいちゃんのために。協力してくれたレヴァンくんのために。見守ってくれる分校生のために。守りたい幼なじみのために。そして、そして……何よりも狛也くん自身のために！　戦って……っ！」

　胸元を摑まれたせいで息が苦しい。

　しがみつくような態勢と試合の疲労に、体のあちこちが悲鳴を上げている。戦いに擦り切れそうになりながらも剣を振り続けた体はもう限界だ。

　けれどなぜか心地好かった。臆病なはずの少女の叫び――心の底から絞り出す必死の叫び声に、狛也は脳のう髄ずいを殴られたかのような衝撃を受けた。

　すでに指先を動かすのも辛つらい体のはずなのに、そんな限界は知らぬと、脳天を割るような懇こん願がんに、疲労がすっ飛ばされていく。

「……ふっはは……」

　押し殺しそうとして失敗した狛也の声が洩れた。

「あーっはっはッはっはっっ！」

　額を押さえ、大きく口を開けて、涙すら流して馬鹿笑いする狛也に、観衆たちは黙り込む。胸元を摑むくらみの体を揺らしていく。

「ボクは、なんて愚おろかだったのだろう！」

　宝物でも見つけたかのような、嬉々とした声が飛び出る。

「ボクはキミに信じろと言った。最初の日、落ち込みかけたキミに向かって、ボクがいるから大丈夫だと励はげましたのに！　湿布を貼ってもらったとき、偉そうにジュリは間違っていると断言したのに！　どうしてその張本人がこんな無様を晒さらしているのだっ！　バカではないかっ！　そう、ボクはバカなのだっ！」

　なんて愚かなのだろう。こんな失態をいつまでも晒していては、自分を信じてくれた分校生に、故郷の彼女に、くらみに示しがつかないではないか。

「――ボクはっ！」

　白く美しいラゾンの光が輝き、風を呼んだ。和田が片手で顔をガードする。ザキュラスが顔をしかめ、無言でジュリが見つめ、レヴァンが呻き、狛也は――

「ジュリを倒す」

　くらみを抱きかかえながら立ち上がり、真っ直ぐにジュリを見る。




「ボクは、今度こそやり遂げなければならない。期待に応えなければならない。そのために九鳳院ジュリ――最大の障害であるキミを破って、千英学園を前に進ませるっ！」

　テトラオルナをジュリに真っ直ぐに突きつける。どっと猛たける狛也のラゾンに押されるようにザキュラスが下がり、ジュリが冷然と目を細めた。

　もう迷わない。もう恐れない。

　皆の希望を託たくされたなら、それに応えるべきだ。相棒のテトラオルナＢＢ２５８の切っ先をジュリに向けながら、狛也は無言で見つめる審判に宣言する。

「和田先生。というわけだ。ボクは羽撫崎くらみを、最後のパートナーにする」

　くらみがびっくりして狛也を見る。けれど狛也は大きく頷いた。くらみは勇気を振り絞り、頷き返す。共にジュリたちを倒すんだ。その意志が小さいながらも、確かに感じられる。

　和田が、この翼の少女はパートナーとして認めても良いのかと、学園の女王へ判断を仰あおぐ視線を向けた。ジュリは笑っていた。そんな伺いは必要ない。早く戦いを再開したい。今すぐ狛也たちを蹂じゆう躙りんしたくてしたくてたまらないと、彼女の瞳が言っている。

「――受験者のパートナー交代を了承。これより、最終試合を始めるっす。両者、所定の位置に着くっすよ」

　観衆から、喧騒の極致の声が続発する。何度も荒らされもはや原形も留めていないグラウンドの中心位置。そこについた狛也とくらみに、観衆の生徒らは、こぞって声を飛ばしていく。

「狛也ぁ！　絶対に勝てよっ！」

「ジュリさまっ！　本校の意地と厳しさを、いまここに示してくださいっ！」

「ザキュラスっ！　お前だけがジュリさまの威い光こうを支えることができる！」

「くらみ、がんばれっ！　あいあい、おうえんしてるっ！」

　その歓声。その怒声。悲鳴に懇願に愛の告白すらどこかで聞こえる。

　試験だということすら忘れて叫ぶ連中に、ジュリはふと困ったように笑う。

「すごいね。びっくり。みんなが、我を忘れて叫んでる。あーあ。とても可か愛わいくて鬱うつ陶とうしい、じゃじゃ馬の女の子が飛んできたんだよ。これで、流れが変わっちゃった」

「じゃじゃ馬だと？　さてどうかな。ボクには彼女が、分校に舞い降りた勝利の女神のように見える」

「狛也くん……っ」

　くらみが恥ずかしそうに頰を染めて声をかける。

「そ、それより、何か勝てる秘ひ策さくはあるの……？」

「ないこともない。くらみこそ、自衛の力はどれほど持っている？」

「ないよ……！　それは狛也くんも知っているでしょう」

「ならば耳を貸せ！　ボクの秘策は――」

　狛也はくらみに耳打ちした。

「――わかったか？　そのためには、まず飛べ！　ひたすら飛べ！　全速力でずっと飛んでいるのだっ。それでボクたちは勝てるっ！」

「わ、わかった……っ！」

　精一杯の了解の言葉を、くらみが発する。彼女だって無念を晴らしたい。ジュリに、本校生に、自分は落ちこぼれじゃない――取り得の一つくらいは持っていると示したいのだ。

　だからこそ、勇気を秘めて白き翼を全開にする。

「両者、用意はいいっすか？　泣いても笑ってもこれが最後っす。互いに悔いの残らぬよう、全身全霊、己の全てを使って臨むっすよ。――それでは、最終試合、開始！」

　和田がフラッグを上げる。鼓こ膜まくが破れるほどの叫び声が、グラウンドを満たしていく。

　今度こそ勝利を得る。もう、挫くじけない。

「狛也、羽撫崎……あとは頼む。絶対に、勝てよ――」

　担架で運ばれていくレヴァンの視線の先。夢と希望を背中に乗せ、くらみは宙に飛び、狛也は再び流星のように――駆け抜けた。




　軌跡がはしる。刃の弾ける音がグラウンド中を駆け巡る。

　開幕直後の狛也の電光石火は、やはり阻まれた。けれど焦あせりは微塵も生じない。

　ジュリの制圧術も、限界に近づいているのは明らかだ。縦じゆう横おう無む尽じん、十と重え二は十た重え、絶望を振りまいたジュリの猛撃は、無限に続くわけではない。彼女にも、当然だがその制御で疲労は蓄積する。

　体が鉛なまりのように重いのはどちらも同じ。余裕がないのも双方とも平等だ。

　そんな中、狛也にとって有利な点が一つある。

　狛也にはくらみがついているが、ジュリには誰もいない。彼女の背後にはザキュラスがいるが、その能力を限界以上に引き出すものかと問われれば、答えは決まっている。

「おおっ！」

　観衆のどよめきが響き渡る。くらみがジュリの槍の渦を、軽々と振りきったのだ。あまりに鮮烈な光景に、賛美の嵐あらしが沸き起こる。

「バカな、こんな!?」

　目を剝むきながらザキュラスがアケローンを振るい水の円えん環かんを放っていく。次々と、練磨された妙技が激烈な勢いと共に放たれていく。

　だが、当たらない。戦いの基本も鉄則も、何一つ知らないくらみに、水撃はかすりすらしなかった。

　ジュリの槍の群がくらみに殺さつ到とうする。怖おぞ気けをふるうような数多の処刑槍。しかし、それすらも当たらず騒然となる。命中する遙か先。ジュリの槍の飛び交うずっと上空に、少女はもう飛んでいる。

「何だあれはっ！　飛行!?　あれを本当に、飛行と呼んでいいのですか!?」

　ザキュラスから驚愕の声が響き渡る。試験のときよりも遙かに自由で遮さえぎるもののない上空へ、彼女はひたすらに飛んでいた。

　精せい緻ちなコントロールなど見当たらなかった。蓄積した技術など見出せない。ただ単純に速く高く飛ぶだけ――それだけで、彼女は天空の覇者となる。

「単なる一芸だ」

　観衆席でゲルドが吐き捨てた。

「ですが、美しい飛翔ですね」

　ユーリが眩しそうに、呟いてみせる。

　速く、遠く、どこまでも行けそうな飛翔の軌跡。

　誰も触れることのできない天空の遙かな領域で、くらみは思うがままに飛ぶ。

「――それだ、くらみ。ボクはその飛翔に魅みせられたのだ」

　槍を弾いて、そのまま宙返りして空を仰ぎ見て――陶とう然ぜんと、狛也は言う。

「あのときキミは、飛ぶことしか能がないと言ったな。逃げるためだと。そのために速く飛べるようになったと、そう言っていたな。だがそれは噓だ。キミ自身も気づいていない噓。ネガティブな理由だけで、人は成長しない。人と会いたくないのなら、飛ぶのではなく籠こもるはず。狭い箱に逃げるはずなのだ。それをせず、ただひたすら速く飛ぶことを磨いたキミは、隠かくされた野心を持っている」

　誰かの悪口から逃れるためだけに速くなったのではない。誰にも負けないものが欲しかった。だから、他を圧倒する飛翔を身につけた。

　そんな幼くて単純で、けれど何より強い気持ちが、彼女にジュリの攻撃すら振りきる速度を与えている。

　くらみの気持ちは、狛也にはよくわかる。

　誰よりも、上へ。その先へ。

　きっかけが何にせよ、我が武む者しや羅らに一つの道だけを極めんとしたその姿勢に、狛也の闘志はみなぎる。

　――負けられない。

　ジュリやザキュラスにではなく、くらみにすら負けたくないと強く思う。

　人を守るためにと研けん鑽さんした剣技と、人を見返すために磨かれた圧倒的な飛翔。どちらが上か。純粋にして激しい種火で、狛也は燃え上がる。

　走る。

　くらみを諦めてこちらに迫ってきたジュリの槍の上を、狛也は眼にも留まらぬ速さで疾走する。

　金に光って天に昇る槍の陣は、すでに上空高く形成され、鋼の世界樹と化していた。観客席からでは、首を反そらしてもすでに先端が見通せない。

　雲を貫き、空を抜け、いっそ成層圏にまで到達しそうな槍の大樹の枝の上を、狛也は閃せん光こうのように駆け抜ける。

「はっ！」

　振り向きもせず真後ろに剣を振り、追尾してきた槍を砕く。横合いから薙ぎ払おうとする十五本の槍をいなし、五月雨さみだれのごとく頭上から叩き付けられた猛攻を掻かい潜くぐる。

　ジュリの攻撃のリズムも、激闘の最中で摑んでいた。

　それは自然と余裕を生み、活性化した闘志は狛也に力を与える。

　体が軽い。獰どう猛もうに狛也へと迫り来る怒ど濤とうの槍が、先ほどよりずっと楽にいなせる。空間を嘗なめ尽つくす鋼の陣も、もはや狛也に絶望を与えない。

　残像すら置き去りにして、速く鋭く狛也はテトラオルナを振るう。

　一瞬だけ閃いた剣筋は、刹せつ那なのうちに百七十を超える槍を砕き切っていた。

　いける――雷鳴のように刃を一いつ閃せんさせた後、突如として、足場としていた槍の網が消失した。

　あっと思う暇もなかった。重力に逆らえず、狛也は地上へ吸い込まれていく。

　体勢を立て直す、そのための手段がいくつも脳裏を走り抜ける中、猛獣の群れのごとくジュリの槍が殺到する。

　けれどそれは命中しない。

　次の瞬間に、狛也の落下は止まっていた。くらみが高速で飛び込み、狛也の手を握って、獰猛な鋼の脅きよう威いから助け出したのだ。

　すかさず、狛也はくらみに怪力のフォリスをかけた。

　翼を翻ひるがえし、獣の牙きばのごとく迫る槍を振りきったくらみに向かって、口の動きで「回せ」と表現する。

　はじめは、たじろく仕し草ぐさ。けれど必死に顔を引き締め、頑張ろうと決意を固めるくらみの表情は、どんな武器よりも頼もしい。

　雲すら置き去りにした上空で、繋つながれた左手を中心に、遠心力を味方にして、二人が回る。テトラオルナを振り回し、迫り来る槍を弾く。

　羽根を散らして、世界の中心のように二人の影が躍っていく。いっそ笑いたくなるような槍の無様な飛ひ散さんの中、けれど狛也は神経を引き締める。

　くらみが「いい？」という風に、こちらを見つめてきた。

　狛也が頷いた瞬間、くらみは繋いでいた手を放し、狛也を地上へと解き放つ。

　猛然と襲い来る槍を破壊して、一直線に狛也は落ちる。重力を味方につけ、槍で覆われた地上へと降下する。

　阻もうとする槍の多段層は、狛也の勢いを殺すことは叶かなわなかった。

　空を貫く巨大な鋼の大樹に、亀裂が入る。轟音が響き、全方位に爆散し、光と共に散り虚空へと還っていくラゾンの光。

　それに構わず、なおも地上への道を閉ざす数多の槍を破砕しながら、狛也は落下する。音速を超え雷速を超え光速にすら並んだ彼は、もはや白く輝く流星のようだった。

　やがて、砕いた鋼の破片のずっと先、グラウンドの中心にいたジュリと目が合う。

　空を穿ち、落下の勢いも減じぬまま、互いの距離は縮ちぢまり――

　ついに狛也の剣と、ジュリの左槍が激突した。

　火花散らし、土砂も歓声をも吹き飛ばし、両者の武器が拮抗する。

　先に根をあげたのはジュリの槍。左の髪に繋がれていたそれが、びしりと亀裂を走らせ爆散した。粉々に破片が散っていく光景の中、けれどジュリは楽しそうに笑う。

　狛也の口から、毅き然ぜんとした声が逬ほとばしる。

「――ずっとボクらは、一人だけで戦ってきた」

　もう一本の槍。残った右の槍で迎撃するジュリを見つめテトラオルナＢＢ２５８をぶつけ合いながら、狛也はささやく。

「人が魔獣と竜に怯おびえて、ろくに外も出歩くこともできない世界。そんな世界が嫌だったから、人は英雄を望み、生まれるべくしてボクらの祖先は生まれた」

　分裂して脇わき腹ばらを狙う槍を弾く。脚を払いにきた一撃を蹴り返す。再び増殖し、雨あられと降り注ぐ槍の猛威を狛也は横に縦にかわしきる。

「気の遠くなるような修練の果て、人の姿をしていながら人を超えてしまった者たちは必至に戦った。大地を削けずり、海を割り、天に響く死闘の末――ボクたちの先祖は人々に平穏をもたらした。けれど英雄に、安息は訪れなかった」

　烈風を撒き散らして、狛也がフォリスの斬撃を放つ。頭上を埋め尽くすほどの槍の群れを吹き飛ばし、その刹那――狛也はジュリに肉薄して語り続ける。

「魔獣も邪神も殺し尽くした英雄たちに、安あん寧ねいが訪れなかったのはなぜか？　それは、英雄に感謝していた人々が、英雄の力を恐れ、あるいは欲し、あるいは妬ねたんだから。だからボクらの祖先たちは世界の果てで、息を潜ひそめていた」

　雲の上から、くらみが戻ってきた。ザキュラスはジュリの援護を試みる。だが狛也とジュリ、二人の死闘は勢いを増し、絶技と絶技が交差する中に、もはやアキレスの末裔ですら入れない。

「そうだね。その通りだよ。だからこそ穴あな倉ぐらの中で生活する時代は、終わりにしなくちゃいけないんだ」

　甘く柔らかな笑みを浮かべ、地面も大気も穿ちながら、ジュリが言う。

「本当ならね、あたしたちは人を一いつ掃そうしてもいいはずなんだ。幾いく星せい霜そうもの歳月で、積もりに積もった疎そ外がい感かんと孤独感。それを開放する権利が、あたしたちにはあるはずだよ。英雄の子孫が、人の世界を壊すのは簡単なこと。でもでも、利便のある世界を作り直すのは難しいの。居場所は欲しい。けれど便利な空間も欲しい。だから九鳳院は考えたの。そうだ、それなら人の世に溶け込み居場所を作ろう。利便に満ちた生活を享きよう受じゆしよう。九鳳院コンツェルンはね、そうして生まれたんだ。時は訪れたの。英雄が返り咲く時代は、目の前に迫っているんだよ。英雄推進プロジェクト。着々と、わたしたちは進んでいるんだ。でも。でもね――」

　テトラオルナに痛烈な一撃を打ち、距離を取る。

　ぞっとするほど荒れ狂う槍の海を発生させた。枝分かれ、伸び貫き、空間を蹂躙する鋼の猛威の中、ジュリは英雄のための声明を発表した女王として言葉を吐く。

「指揮者は一人でいいんだ。それ以上は、いらないの。伊集院狛也、あなたは本校に必要ないんだ。あなたは強すぎた。一いつ寸すん先さきの大きな闇、それを照らす太陽は、あたしだけでいいんだよ」

「だからボクを落としたのか？　だから分校を作ったのか？　虐しいたげられる痛みを知っているくせに。辛しん酸さんを舐なめさせられる悔しさをわかっているはずなのに。お前は普通の人間みたいな勝手な理り屈くつで、仕切る気か」

　邪悪に恍こう惚こつに、ジュリは笑ってみせる。

「人間だもの。英雄の子孫であると同時にあたしだって人の子なの。自分のことは可愛い。地位も欲しい。名誉も欲しい。金も欲しいし、未来だって欲しいんだ。どうしようもない野望。それが、あたしを焦がしてる」

「強欲だ！　ボク以上に欲が深すぎる！」

　紙一重の動きで直撃を避けながら、狛也は語気を強める。

「知ってるよ。でもでも、そんな勝手と野望の末に、新しい時代は迫っているの。あたしが作らせたんだ。あなたは、それに乗っかっているだけだよ。虫のように、集まってきただけ。権利を主張するなら、義務を果たしてよ。辺境に逃げていただけの穴あな熊ぐまは口を閉じてほしい。英雄は、何のためにいるの？　何を抱いて、どこに行くべきなの？　あたしはそこに解答を示したんだ。だから、皆を導く権利があるの。ごめんね、はっきり言うよ、伊集院狛也。あなたは、邪魔なんだ」

　ジュリの槍が再び消失する。だが敵意は薄まらない。むしろ大海のように狛也を包み込む、熾烈なる排はい除じよの意志を女王は放っていく。

「邪魔で結構っ！　しかし、ジュリ。キミは間違っている。一つだけ、自分が大きな間違いを犯していることに、気付いていないぞ！」

「ミスはないよ。あるとすればそれは、あなたを入学させてしまったことだもの」

「違うなっ！　お前は間違っている。ジュリ、お前は間違っているぞ！　ボクたちは、そこまで弱くはないっ！」

　テトラオルナが限界を伝えてくる。ひびが入り、今にも砕けそうな悲鳴をあげている。

　もう少しだけ待ってくれと、狛也は願う。いま、この瞬間を逃したら、おそらくジュリを説得する機会は訪れない。だから、狛也は歯を食いしばり、懸命に訴えを響かせる。

「気付かないのか？　本校と分校は怯えの下にできている。本校でうまくできなかったら分校に落とされるという恐怖観念だけではない。千英学園には、『プロジェクトが失敗したらどうしよう』という、キミ個人の恐れが含まれている」

「……っ」

　大気ごと震しん撼かんさせる槍の一撃を放つジュリの顔に、怒りが見え隠れする。

　考えてみれば当たり前だった。発表したから成し遂げたい。世界に向けて発信したからには責任がある。ジュリはなんとしても、英雄たちが返り咲く時代を築きたかったのだろう。

　そのために、失敗することを恐れていた。

　だからこその分校だ。彼女は、誰より失敗を恐れていた。

「その恐れはわかる。キミには野望がある。本校と分校、二つの校舎。それは、結果を出すための一つのシステムとしてはアリなのだろう。しかしジュリ。お前はわかっていない。ボクたちは長い冬を過ごしてきたのだ。わざわざ罰ばつを与えて結果を出させずとも、勝手にみんな頑張っていくっ！」

「そんな保ほ証しようはないよ」

　人形のように、白き表情を貼り付けているジュリ。

「ジュリ、忘れているぞ。ボクたちは人だ。お前もさっき言ったように、金も名誉も地位も欲しい欲望の塊だ。けれど、同時に、未来を切り開く力を持った英雄の力の持ち主でもある。分校システムがなくとも、ボクたちはやっていける。罰を見せて尻を叩かせるのではなく、希望を与えて夢を摑ませた方が、絶対にうまくいくっ！」

「……そんな保証はないって、言ってるよっ」

「あるっ！　ジュリ、自分を信じろ！　自分が作ったこの学園を信じろ！　そこに集つどったみんなを信じろ！　お前が集めたこの人材――何もしなくとも、みんな勝手に突っ走る！　それを、信じるのだっ！」

　英雄の子孫たちは、悠久の時の流れで辛酸を舐め尽くした。だからいま、彼らに必要なのは、暗い夜よりも明るい朝が相応しい。

「聞こえるか、未来からのささやきが。感じるか、ボクたちを震わす喝采が。そうか、聞こえないか。ならば代わりにボクが、届けてやろう」












　テトラオルナの剣身が、分離した。

　光を逬らせて、中心となる剣身から解き放たれたのは三つの光。紫し電でんを撒き散らして中空に浮かんだテトラオルナＢＢ２５８の三つの分離刃は、次の瞬間に発光。ジュリと、ザキュラスと、くらみ、そして狛也も覆い尽くす、光の三さん角かく錐すいを作り出す。

　直径数十メートルの光の壁の空間で、ジュリが槍を伸ばそうとする。狛也に向けて東西南北天上天下、蹂躙しようとメギンギョルドを瞬かせる。

　だがそれはミスだ。その迎撃を成功させるのなら、狛也にではなく、テトラオルナの光のピラミッドを破壊するために使うべきだった。

「――音量最大っ！」

　狛也はテトラオルナの機能を全開にした。録音していた千英学園の、建築の大音響を、数百倍にまで引き上げた。三角錐によって反射空間になったジュリたちの周囲。そこに、天地が割れるほどの轟音が響いていく。

「伊集院、はく――」

　掻き消される。ジュリが、ザキュラスが、狛也の意図を察して放とうとした攻撃の全てが、消し飛ばされていく。

　荒れ狂う音の嵐が、気概も戦意も根こそぎ押し潰す。

　思えば初めてジュリと教室で相対したとき、それを中断させたのは新校舎の建築音だった。分校の校舎を完成させるための大騒音。耳を塞ふさいでも我慢しきれぬそれを録音し、増幅し、反響させ、極限まで凶悪化させた音の暴力は――ジュリとザキュラスを体の内側から叩きのめしていく。

　しかし狛也の方も、もう一度電光石火のあの剣技を使えるかは怪しかった。あれは確固とした始動の勢いがあって、初めて爆発的な速度と威力を発揮する。限界を超えて戦い通した狛也の脚には、もう力が入らない。

　きっと一人なら、ここで終わっていた。

　しかし彼には、空を舞う心強きパートナーがいる。

　ツバメのように滑かつ空くうしてきたくらみが手を伸ばす。狛也はその白い手を摑んだ。瞬時に遠ざかる地面。凄まじい速度。テトラオルナの発光に紛まぎれてはめた耳栓の加護によって、何も聞こえぬ静せい謐ひつな世界において――自らの鼓動が、とくん、とくんと響き渡っている。

　この鼓動は不安か？　それとも期待の証あかし？

　まだそれはわからない。魔神も邪竜も倒し、山も海も壊す力を持っていたとしても、これから何が起こるかは誰にもわからない。

　けれど未来には辛いことばかりではないと、狛也は知っている。出会いと感動が待っていることを知っている。

　自分の手を摑むのは何だ、絶望か？

　そこに連れて行くのが不幸の証の悪魔でないのなら、それはきっと。

「――　　　、　　　　　　っ！」

　ザキュラスが叫んだ。ジュリが、顔をしかめながら槍を伸ばしていた。けれど――

「残念だが、耳栓をしているので聞こえないのだ。ボクには、希望の歌しか届かない」

　鬼気とした表情のまま打ちのめされるザキュラスと、天を仰ぐジュリ。それに加えて、限界を超えたテトラオルナＢＢ２５８が砕け散っていく様を見つめながら。

　勝ち取った勝利の手ごたえに、狛也は未来を見つけていた。










　　　　終　章　奈落英雄のリべリオン







　風が静かにそよいでいる。

　陽光は穏おだやかで暖あたたかく、かすかな恵みの光は柔やわらかい。空は雲一つなく、ひたすらに青く高い。何かを始めるにはうってつけの、朝の清すが々すがしい空気だった。

「千せん英えい学園は、これから変わっていくだろう」

　本試験を突とつ破ぱした翌日。学園長が、そう狛はく也やへ切り出した。

「お前が昇進試験を合格したおかげで、九く鳳ほう院いんジュリは考えを改めた。分校を本校生のための捨て石にするのではなく、もっと健けん全ぜんに、普通の学校に近く過ごしやすい場所に整備させると言っていた」

　思えばこの学園長からの激げき励れいで学園生活が始まったことを、狛也は思い返す。なにか笑いたくなる気持ちで、彼の言葉に耳を傾かたむける。

「正直な話、我を含む学園の首脳陣は、ジュリのやることを過か剰じようだとは思っていた。しかし様々な歴史の魂たましいを継ついできた英雄の末まつ裔えいたちは、個性が強く、通常の方法では束たばねられない。そんな彼女の主張に折れ、分校システムを受け入れた」

　自身の力に未知の可能性を秘め、道しるべすらできたばかりの生徒を束ねるには老ろう獪かいな人間が必要。ジュリに要よう請せいされ、学園の表を仕切る役を担になったその人物は、滔とう々とうと、言葉を重ねる。

「お前は、そんな彼女の杞き憂ゆうも不安も跳はね返かえし『希望』という光を与えた。これから、千英学園は変わるだろう。本校生も分校生も成長する、新しい千英学園の姿が現れる」

　狛也が摑んだ未来がこれから広がっていることを、学園長は示してくれる。

「――本校も、分校も残るんですね」

「そうだ。二つを統合することも考えた。だが競争心を煽あおり、より成長を促うながすためには、二つある事が望ましいと結論した。成績上位は本校に。下位は分校に。だが、修練の場は平等に与える。これからは、抜きつ抜かれつつの日々となる」

　それは――厳しいかもしれないけれど、やりがいのある日々だと狛也は感じた。

「伊集院狛也。千英学園に前ぜん途と有ゆう望ぼうな未来を示したお前を、我らは歓迎する。本校へと上がっても、来たる英雄の復活の時代に向けて、精しよう進じんするがいい」

　大いなる期待と、賞賛のこもったその視線。けれど狛也は、すぐには応こたえない。佇ちよ立りつし、静観した後、この学園の表を司つかさどる人物に、明朗な声を吐はいていく。

「学園長」

「――なんだ？」

「ボクは、本校へは上がりません」

　獅し子しのように鋭するどい瞳ひとみが、険けわしく光っていた。

「……それは、どういうことだ？」

「ジュリやザキュラスと戦っている最中、考えていました。英雄とは何だろう、ボクは、どのような人になりたいのだろう、英雄とはどうあるべきなのだろう。そんなことを、考えていました」

　沈黙は、否定でも、賛同の意味でもなかった。ただ学園長は、最高の結果を残して本試験を突破した最強の才能者に、見定めの視線を投げかける。

「答えは――出たのか」

「ボクは、英雄とは、誰だれかを導ける人だと思います。剣を使い、頭を使い、家族や、友人や、恋人や、仲間たちを明るい未来へ導ける人。そういう大切な人たちと一緒に前に進める人。それこそが英雄だと、ボクは思いました」

　くらみに言われた言葉を思い出す。皆の希望。たとえ塞ふさぎ込こんでいたとしても、それを明るく照らす存在こそが英雄なのだと、あのときの言葉を経へて、確信した。

「ならば、本校は絶好の場だ。この地上において、ここほど英雄になるために相応ふさわしい場所はない。お前が強さを極きわめ、摑つかみ取とったもの。それを現代に生かすには――」

　けれど、狛也はゆっくりと首を振った。

「違います、学園長。ボクにはもう、いっしょに歩んでいきたい仲間がたくさんできました。彼らと共に自分を磨みがき、一緒にこれからの未来を見つめていきたいんです」

　声援が熱かった。向けられる応援が嬉うれしかった。くじけそうになったあの瞬間、声を振り絞って諦あきらめるなと伝え続けてきてくれた彼らにこそ、大きな親しみを感じる。

　分校生がいたからこそ、頑張れた。そして、これからは彼らと一緒に進みたい。

　その意志は本物だから。余あまさず、自分の想いを告げた狛也に対し、学園長は、

「本校には行かない。分校生のままやっていく。それがどういう意味か、わかるか？」

「問題児の烙らく印いんを、押されるということでしょう。でも、いいじゃないですか問題児。変人上等。偏へん屈くつ者もの万ばん歳ざい。バカでもアホでも何と言われようと――ボクにはこっちの方が好ましい」

　太陽は二つもいらない。そうジュリは言った。ならば彼女とは違う光になればいいだろう。闇やみを蹂じゆう躙りんする圧倒的で冷れい徹てつな光ではなく、誰もが安心できる、真まっ直すぐな光に。

「その判断をしたお前を、本校生は蔑さげすむだろう。愚ぐ弄ろうし、嘲ちよう笑しようするかもしれない。暴言を吐く者もきっと現れる。お前は、それに耐えられるだけの自信があるか？」

「なにを言ってるのですか、学園長。それこそ、望むところじゃないですか」

　狛也は、ここぞとばかりに笑った。何が現れても屈しない。鋼はがねを超えた意志と、春風のように柔らかな表情。それらを湛たたえながら、彼は宣言する。

「バカだバカだと言われながらも、何食わぬ顔で、最高の成果を出す。その方が――カッコいいじゃないですか」

　それが、狛也の出した結論だった。




　　　　　†　†




　学園長室から出れば真っ先に聞こえるのは健けな気げに鳴くすずめの声。遠く、聞こえるのは本校生の掛け声か。学園の長へと昇進辞退を告げた狛也は、幻想的な光沢の廊下を半分ほどまで歩き、ふと立ち止まる。

「――残念だなぁ」

　声は、つい昨日の激闘で散々聞いたものだった。

　九鳳院ジュリは、薄い笑みを浮かべながら、廊下の真ん中で狛也へ語りかけてくる。

「もう一度考え直してほしいよ。あたし、昨日の戦いで思っちゃった。あなたは本校に必要なんだ。あたしのそばで、学園を盛り上げてほしい。どうしても、ダメかな？」

　狛也は小さく微笑ほほえみ返した。

「ボクを落としたのはキミだろう。覇は王おうがそんなに主張を変えて良いのか」

「太陽は二つでも、三つでもいくつあっても構わないと考え直したんだぁ。あればあるだけ学園は明日に行けると思ったの。落としたことは謝るよ。埋め合わせは、これからしていきたいな」

　ジュリは狛也に向けて手を差し出した。とても優雅な仕し草ぐさで、みんなを引っ張るに相応しい綺き麗れいな手だと思った。

　それを摑む未来もあるだろう。彼女にも、信念がある。想いがある。しかし、もう狛也の中で結論は出ているのだ。どうしたって、隣となりにいてほしいと思うのは目の前の女王ではない。

　狛也は、首を横に振った。

「そう。残念なことだね」

「ボクは強欲なのだ。わたわたしてばかりの少女を見ていたいし、不ふ屈くつの闘とう志しを持つ漢おとこと語り合いたい。片言の少女とチャンバラをしてみたいし、テストで低空飛行の集団と笑いあいながら先生に怒られたい」

「あはっ。本校に来てくれたら、あたしのわがままボディを好きにしてもいいよ♪」

「それは魅力的な提案だが、その大きな胸も、メギンギョルドで二倍にしているのだろう？」

「うっふふ。あなたなら、今すぐに触さわらせてあげてもいいよ」

「抗あらがいがたい誘惑だが、ここは鉄の意志でもって遠えん慮りよしよう」

　ジュリは今までで一番悪そうな笑みを作った。

　そして、長く神々しい緋ひ色いろの髪と、それに巻きつかれた槍やりを翻ひるがえし、廊下の角に去っていく。最後に、「あなたならいつでも歓迎だよ」と言い残しながら。

　彼女は、学園の象徴として、一歩進んだのだろう。

　そしてそれは、全ての英雄の子孫にとって、喜ばしいことだ。

　きっかけにして支配者にして太陽で在り続けようとする女王。

　狛也とは違った意味で強さを求めた彼女と、いつか他た愛わいのない会話もしてみたい。そして同時に、一対一で、万全の状態でもう一度戦ってみたい。一人の英雄の子孫として、狛也はそう思わずにはいられなかった。

　再び静謐な空間の中。狛也は少しだけ、窓外からの風に身を任せる。

　やがてポケットの中から取り出したのは、テトラオルナＢＢ２５８の欠片かけらだ。激闘の末に砕くだけた相棒を見つめ、狛也は視線へ感謝の意を込める。

　本来テトラオルナという英装は、『おしゃべりオルナ』と言われるように、自じ我がを持ち勝手気ままにしゃべる剣だ。

　しかしこのＢＢ２５８は質しつの悪い複製英装のために、音声の録音と再生しかできなかった。身も蓋ふたもない言い方をすれば、欠けつ陥かん品ひんなのだ。ある日複製英装を売る店に立ち寄って、本当なら誰だれにも使われないままに消えゆくものを、それではあまりに寂さびしいと感じて、狛也は買い取って愛用することにした。

「……ありがとう」

　キミがいなければ、ジュリたちに勝つことはできなかった。『必要ない』と言われた分校生に通じるこの愛剣もまた、大事な相棒だった。砕けて、もはやカード状にすら戻れないテトラオルナを大切にしまいながら、狛也は廊下を進んでいく。

　玄関口まで降りていった。すぐ外でくらみとレヴァン、アイリスの三人が待っていた。

「――断ってきたのか？」

　ソーグラスＵＣ３６２でアイリスと軽い剣けん戟げきを演じていたレヴァンが、剣をしまい終えた後に言う。

「ああ、断った。学園長もジュリも、なかなか面おも白しろい顔をしていたな。見せてやりたかった」

　言うと、レヴァンはおかしそうに笑ってみせた。

　けれど、くらみやアイリスは微妙な表情だ。

　翼つばさを頼りなく揺らし、ぎこちない表情のくらみが、

「で、でも、もったいないんじゃないかな……せっかく、苦労してジュリさんを退しりぞけたのに。また一緒にいられるのは、すごく嬉しいけど、複雑だよ……」

「あいあいも、そうおもう。はくや、ほんとにこれでいい？」

「何を言っているのだ」

　まだ不安そうな気配を宿しているくらみたちに、狛也はニッと笑ってみせる。

「元々、昇進試験はジュリの目を覚まさせるために挑戦したのだ。目的は達成されている。それに、ボクはキミたちと一緒にやっていきたい。ジュリやザキュラスなどがいる校舎が好ましいわけなかろう。学校とは――よく学び、よく遊び、よく悪さをする場所である。本校に行ったら、もうバカができないではないか」

「え、ええ？　もっと馬鹿騒ぎを起こすために、分校に残ったの……？」

　狛也はますますにたりとした笑みを作った。それは、屈くつ託たくのない表情。子供よりも子供じみた顔を作った狛也は、

「その通りだ。バカをやろう。みんな、バカをやって、歴史に名を残すのだ。子孫の名を借りるのではなく、ボクたちが長い長い歴史のページに名を残すのだ。こんなアホがいるなら自分たちも後に続ける。もっとこんなことができるんじゃないか。世界に散らばる英雄の子孫たちにそう思わせるためにも、もっと、悪さをしようではないか」

「で、でも、そんなこと……ジュリさんたちが見逃してくれるわけが」

　くらみはそう言うが、レヴァンはあっさりと、

「じゃあまずは町のジュリのポスターに落書きでもするか」

「さんせい。じゅりのかお、まじめすぎ。もっとふれんどりーにしたら、みんなよろこぶ」

「だ、ダメだよそんな、またジュリさんの槍で、叩たたきのめされちゃう……っ」

「ジュリがなんだ――っ！　ボクたちは彼女を恐れない！　分校が本校の餌えさになるのではない。分校が本校を食ってしまえばいいのだっ！」

「そうだぜ。おれたちはジュリたちに屈しねえ。槍でも剣でも持ってこい。みんなまとめてぶっ飛ばしてやるぜ」

「だだだ、ダメだってっ！　もうわたし、怖いのやだよ、もっと平へい穏おんに、穏やかに学園生活を送ろうよ……！」

　くらみの慌あわてた声が高く響く。けれど、狛也やレヴァン、アイリスの声は、それを塗ぬり潰つぶしていった。

　分校システムの在り方は変わった。しかし、それは終わりではなく、むしろ始まり。長く険しい道のりが待っている。

　比ひ較かくはされるだろう。分校はどうしてここまで愚おろか者ばかりなのかと、また笑わらい種ぐさになるかもしれない。

　けれど、それでも構わない。奈落の底の苦く難なんを跳ね返した仲間がいて。皆を導く光がある。英雄になるための最高のカリキュラムなど関係ない。成績が優秀かどうかなど些さ細さいなこと。

　むしろ、居い丈たけ高だかで己の地位を鼻に掛ける本校生を出し抜き、見返して、やがては世界のために貢こう献けんしていくのだと彼らは心をたぎらせる。

　狛也たちの声は、いつの間にか他の分校生も引き寄せて、騒そう々ぞうしく、秩序など気にしない喧けん騒そうを広めていった。

　ユーリが回転しながら両手で整髪スプレーを振り回して臭いをぶちまけた。周りが口笛や歓声ではやしたてていく。それを鼻息で笑いながらも、ゲルドが腕を組み木陰から眺ながめていた。本校の校舎へ向け、狛也がレヴァンと共に決意の旨むねを朗々と発していく。

　それはすぐに周囲の生徒にも伝でん播ぱしていく。陽気で、馬鹿げていて、心から楽しそうな彼らの様子。くらみがおろおろして「わさ～」とこけた。それをアイリスが介かい抱ほうする。




　いつか、英雄が、再び駆け抜けるために。

　希望を、胸に抱きながら。

　彼らは――未来に進んでいく。





この作品は第15回エンターブレインえんため大賞小説部門、優秀賞受賞作品『ヒストリア・シード』を改稿・改題したものです。










　あとがき




　強い主人公が書きたい。

　ただ戦いで強いだけではなく、精神的に強くて、皆に優しくて、頭もそこそこで、ちょっと悪戯いたずら好きで、決めるときは決める。

　そんな主人公を一度書いてみたくて、この作品は始まりました。

　そこから「武器に数字やアルファベットが付けばカッコいい」「わさわさ言ってるヒロインって良いはず」「強い人間がたくさん出せる舞台を書きたい」「強すぎるラスボス書きたい！」等々、好きな要素や思いついた要素を可能な限り盛り込みました。

　盛り込みすぎて、初稿が規定枚数の限度の一・六倍くらいになって、それから必死に削けずり、投稿しては落ちて、改稿しても落ちて、四度目の投稿で第十五回えんため大賞の優秀賞を受賞するという、波は瀾らん万ばん丈じような作品になりました。

　初めてこの作品を書いたのが二〇一一年の秋なので、それからの細かい心情はあまり覚えていないのですが、ひたすら「なんでこれで受賞しないんだくっそー」と半なかば自や棄けになって改稿していたことだけは覚えています。

　ご挨拶が遅れました。朝あさ凪なぎシューヤと申します。

　この度は本書を読んでいただき、本当にありがとうございました。

　ずいぶんと主人公である狛はく也やが目立つ作品になってしまいましたが、まだ狛也の活躍は書き足りません。

　その他のキャラや話についても、くらみの成長、アイリスの描写、英雄推進プロジェクトの推移、二年生の強者、本校と分校の対抗戦など書きたいことが多いので、続けられる限りは狛也やくらみの物語を書いていきたいと思っています。

　また、戦闘描写や強いキャラを書くのが好きなので、二巻以降も可能な限り熾し烈れつな戦いのシーンを書いていこうと考えています。

　最後になりますが、本作が出版されるまでにお世話になった方々へ謝辞を。

　未熟な応募作をここまで完成させてくださった編集のＧさま、カバーイラストを始めとして素敵なイラストを描いてくださった夕ゆう薙なぎさま、壮大かつ軽快なＰＶ楽曲の制作をしてくださったひとしずくＰさま、やま△Ｐさま、選考してくださったファミ通文庫編集部の皆様、ＰＶ動画制作に携たずさわった方々、家族、本作に関わって下さった全ての皆様、本当にありがとうございました。

　そして本作を手に取り、読んでいただいた貴方に最大の感謝を。


一月末日　　朝凪シューヤ　　
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